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プロローグ





　夢を見ているのかと思った。

　頬ほおをつねる。痛い。どうやら夢ではないらしい。

　──図書室で居眠りをしていた俺が目を覚まして、最初に見た光景は、それほどまでに現実味の欠けた美しさを持っていた。

　女の子が眠っている。

　ちょうど俺と向かいの席に腰かけた彼女は腕を枕にして、背後の窓から差し込む春の陽気に照らされていた。

　烈火のような赤い髪。長い髪は癖っ毛らしく、毛先が色んな方向に軽くカールしている。

　柔らかく閉じられた目元を飾るのは、細く長いまつ毛。

　すっと通った鼻の下には、桃色の小さな唇。

　柔らかそうな頬はうっすらと赤あか味みがさし、あどけない印象を与えている。

　その全てが、見事なまでに調和していた。

　よく、ずば抜けた容姿を持つ人間のことを、「人形のようだ」なんて言う。きっと、女優やアイドルはそうなのだろう。

　しかし仮に人形だとしても──誰が作れる？　目の前にいる美しい少女を、作れるやつがどこにいる？

　もし、ここにカメラマンがいたとしても、シャッターを切ることを忘れて見続けてしまうかもしれない。

　もし画家がいたとしても、この光景を描ききることができないかもしれない。

　少なくとも、俺はそのどちらでもない。

　だから見ていた。いや、見み惚ほれていた。

　すると──。

「あ、あんまり、見ないで……？　その……恥ずかしいの」

　今の今まで見つめていた──眠っていると思っていた──彼女が、たどたどしく口を開いた。顔を赤らめて、唇をかすかに震えさせている。背中がもじもじと動いているのは、膝でもすり合わせているからだろうか。

　眠り込んでいると思って、うっかり失礼なことをしてしまった。「ごめん」と謝罪して、広げたままの宿題へと視線を落とす。

　が、視線を英文に戻したところで頭の中には一切入ってこない。ついつい目の前の彼女に意識が向いてしまう。

　先ほどの声が耳に残っている。変に高くもなく、低くもない。澄んだ声、という印象だ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　それに何な故ぜか──不思議と、聞き慣れた気がするような声だった。

　でも……こんな娘こ、この学校にいたか？

　もう一度、気付かれないように赤毛の少女を盗み見る。

　彼女が着ているのは、この学校──私立清せい納な高校のブレザー。よく見れば、まだ下ろし立てのようだ。折り目がきちんとしている。

　なるほど、新入生か。

「……あの」

　チラ見してたのがバレたか？

　平静を装い、努つとめて冷静な口調で言葉を返す。

「何？」

「あの、ね……？」

　声を掛けてきた割に、続きの言葉が出てこない。柔らかそうな唇が何かを言いかけては止まり、またモゴモゴと動く。言葉を探している、といったところか。

　やがて、ポツリと彼女は言った。

「信じて……」

「信じる？」

　聞き返すと、小さく頷うなずいた。

「私には──ううん。私達には、あなたが必要なの。どうしても」

　話が見えない。

「あなたにはきっと、私の言っている意味が分からないと思う。でも、必要なの。本当に必要なの。だから、お願い……」

　小さくこぶしを握って、机に突っ伏したままの少女は二の句を継いだ。

「信じてあげて。そばにいてあげて。──裏切らないで、いてあげて」

「………………」

　全くもって意味が分からない。

　電波、とかいう人種なのか。それとも笑えないジョークの類たぐいか。

　だけど、だ。

　どうしてか──信じなければいけない気がする。自分でも『変だ』とは重々承知した上で、そう感じている。彼女の弱々しい雰囲気がそう感じさせているのだろうか。

　よく分からない気分だが……。

　俺は頭をかいて、深い息を吐いた。

「確かに──君が、なんのことを言っているかは分からないけど……」

　元々、人の頼みを断ることは得意じゃないんだよな。

「俺にできることなら、力になりたい。必要だというなら、喜んで協力する」

　彼女は、はにかむようにして微笑ほほえんだ。

「……ありがとう」

　あまりに控え目で、おずおずとした笑顔。可か憐れんな笑顔とはこういうもののことを言うのか──そう思えるくらいに、庇ひ護ご欲よくをそそる。

　気恥ずかしさから視線を逸そらしつつ、改めて思う。

　どうして身体からだを起こさないんだ？

　目を閉じたまま、机に突っ伏しているというのは、客観的に見ても会話をするような姿勢ではない。人によっては失礼だと立腹されかねない態度だ。

　会話をしているから、眠っていないことは分かっているが、どうにも違和感が拭えない。

　不意に、彼女の肩がピクンと跳ねた。

「……もう時間なの」

　眉をハの字にして、囁ささやくような口調で彼女は言う。

「さっき言ったこと、信じてるよ？　力になってくれる、って言ったこと」

　不安げに眉を寄せる彼女の顔を見て──反射的に答える。

「ああ。信じてくれていい」

　彼女はもう一度儚げな笑みを見せて、その小さな唇を動かした。

「──そは、汝なんじが為ためにドアは開あく」

　急に古めかしい呪文のようなものを口にすると、彼女は黙り込んだ。

　しばらく眺めてみたが、反応はない。どうやら、完全に眠ってしまったらしい。

　……なんなんだ？　言ってることはワケが分からない。やっぱり、電波か？

　などと困惑していた──その時だ。

　再び、彼女の身体が痙けい攣れんしたように動いた。続けて聞こえてきたのは、苦しげな息遣い。

「あっ……う、ううぅうん……。ああッ」

　ハッハッと刻むように口で息を吐き、机に真珠色の爪を立てる。

「どうかしたのか？」

「ああんッ！　ふぁあああ……」

　返事の代わりに返ってきたのは、一層高くなった苦く悶もんの声。

　もはや背中はガクガクと震えて、上気した顔にはうっすらと汗が浮かんでいる。

　明らかに異常だ──持病か何かの発作か？

　周りに視線を走らせるが、こういうときに限って誰もいない。

　とにかく誰か呼びにいこうと腰を上げて──、

『そばにいてあげて』

　彼女自身が言っていた言葉を思い出した。

　確かに、こんな状態の女の子を置いていくには気が引ける。

　……直接、保健室にでも連れていこう。

　俺は机を回り込み、抱え上げようとして彼女の肩に触れた。自然と、長い髪にも手が触れる。

　それから気付いた。もう一つの異変に。

「…………え？」

　彼女の髪の色は、情熱的ともいえる赤い色だった。それは間違いない。

　だが俺が見ている彼女の髪は、二つの色に染まっていた。

　燃えるような赤と──柔らかな色合いの、ライトブラウン。

　無意識の内に、彼女の髪を手に取っていた。上質な絹糸を思わせる手触り。目を凝こらし、色の境目を見み極きわめる。

「……嘘うそだろ」

　赤い色が、見る見る内に規模を縮小させていく。気づいたときには、頭頂部から肩にかけてしか変化していなかったのに……今では、毛先のほうが赤くなっているだけだ。

　あっという間に赤毛の少女はいなくなり──まったく同じ顔をした、ライトブラウンの髪色の少女が姿を現した。



　変化が終わると同時に、彼女はむくりと身体からだを起こした。

「……んんっ。ふわぁああ」

　大きな欠伸あくびをして、ゴシゴシと目をこする。なんとも子どもっぽい仕草だ。

　それから、傍らで呆ぼう然ぜんとしている俺に視線を向けた。

「…………」

「…………」

　寝ぼけ眼なんて言葉を知らない大きな瞳が、俺の頭からつま先までを眺め回す。そうなると、当然のことながら彼女の髪に触れたままでいる今の状況も露ろ見けんしてしまうわけだ。

「……へ？」

　ポカンと口を広げたリアクションを受け、慌てて手を引っ込める。

「あ……その、いや……」

　言い訳しようとするが、上う手まく言葉にならない。

　彼女からしてみれば──気がついたら横に男が立っていて、自分の髪の毛を触っていた。どう見ても善意的に解かい釈しやくできない場面だ。眠っているのをいいことに、髪を触っている髪フェチの犯行現場にしか見えない。

「えっ、え……えぇええええ？」

　想像は的中した。彼女も、今まさに自分が変質者に襲われていると判断したらしい。壁に貼られた『私語厳禁』の注意書きをものともしない大きな声を上げて、ドタドタと慌ただしくイスから立ち上がる。

「ちょ、ちょっと待って！　一旦、一旦心の整理をさせてっ」

　イスをバリケードよろしく盾にして、彼女は俺と向かい合った。その顔は赤くなっていて、その原因は戸惑いからなのか怒りからなのか羞しゆう恥ちからなのか、人生経験の少ない俺では判別できない。

　それから、いぶかる目でこちらを見上げて、思案しながら話している風に口を開いた。

「初対面でなんだけど……君、髪フェチ？」

　いや、どちらかといえば──危ない。墓穴を掘るところだった。自分でフェチを暴露してどうするつもりなんだ、俺は。

「そういうわけじゃないけど……」

「それならどうして触ってたの？　……そんなに癖っ毛が珍しい？」

　そう言って、彼女は唇を尖とがらせた。初対面だが、確実にふて腐れていることが分かる顔だ。どうやら自分の髪質を気にしているらしい。

「気にするほど……酷ひどい癖毛でもないんじゃないか」

「ホント？」と、彼女は自分の髪を触った。疑いつつも、まんざらでもなさそうな様子。

「ああ。サラサラしてて、傷みもなかった。別にシルエットが崩れてるわけでもない。そういう風にセットする人もいるし……なんというか、いい癖毛だと思う」

　言葉を尽くして擁護していると、照れくさそうに微笑ほほえんでいた彼女が、途と端たんに息を呑のんだ。

「私が想定してた以上に詳細すぎる感想──やっぱり髪フェチじゃない！」

　しまった。フォローしすぎた！

「あ……その、違うんだ。理由があって……」

「じゃ、言ってみて」

　これは意外なことだ。ただでさえ普段から警戒されやすい以上、初対面の相手に言い訳はさせてもらえないと思っていた。即ポリス沙汰の覚悟をしていたのに。

　ともあれ、これは僥ぎよう倖こう。せっかくの言い訳できるチャンス、活いかさなくては。

「まず……勝手に髪を触ったことについて謝る。ごめん」

　俺は頭を下げてから、ありのまま今起こったことを話した。

「えっと……目を覚ましたら、君がそこで寝てて──いや、起きてて…？」

「え、どっち？」と、ジト目の彼女。

「そう言われると……」

　どっちなんだろう。ありのままの出来事が微妙すぎて伝えきれない。

「とにかく……突然、君が苦しそうになって……保健室に連れていこうとしたんだ。それで、君の傍に行った。そうしたら──見間違いじゃないと思うけど──君の髪の色が変わったんだ」

「…………へ？」

「だから……ちょっと前まで、君の髪は赤く見えたんだ」

　せっかく言葉を選んでも、結局は妙なことを言っている。その上、当事者である彼女にポカンとした顔をされると、自分の頭が春の陽気にやられてしまったと感じてしまう。

　彼女は驚きよう愕がくの光景を目の当たりにしたかのように目と口を丸くして、イスの背もたれを力なく掴つかんでいた。どうやら、今度はこっちが電波だと思われているらしい。

　やっぱり、夢でも見てたのかな……。

「……ホント？」

　そう彼女が呟つぶやくまでに、十数秒を必要とした。

「ホントに？　見間違いじゃない？　夢じゃないのっ？」

　イスから身を乗り出し、真剣な顔で見つめてくる。あんまり乗り出してくるから、イスの脚が浮いている。

「そんなに体重かけると、危ないぞ──倒れる」

「ああ、うんっ。そうだね、危ないね」

　頷うなずいて、いそいそとイスを元の位置に戻す。それから、つつっと俺に近づいてきた。

「ホントに、そこまで見たんだよね？　ウソついてないよね？」

「あ……ああ」

　距離を取る隙もなかった。自然なことのように間合いを詰つめてきて、僅わずかに数十センチほどまでに顔を近づけてくる。臆おくしている様子など皆無だ。

　近い、という言葉を今ほど意識したことはない。とにかく、近い。半歩踏み込んだら身体からだが密着してしまうような距離。パーソナルスペースを侵害している。

　キャラが……違いすぎないか？

　髪の色はさることながら、リアクションや話し方が違いすぎる。さっきまでは薄はつ幸こうの美少女を思わせる控え目な可か憐れんさだったのに、今では生命力に溢あふれている。声は弾み、瞳は輝き、表情は常人の倍くらいで感情を表現している。

　変わらないのは顔の造形くらいだ。離れて見ていたときでも息を呑のむ愛らしさだったのに、至近距離で見ると更に磨きがかかっている。それに、なんだかいい匂いもする。甘い柑かん橘きつ系けいの香りだ。

「……そっか」

　納得した様子で言うと、彼女は顔を伏せた。

「私、眠れたんだ。……そうなんだ」

「どうかしたのか？」

　訊たずねると、どことなく嬉うれしそうに独りごちていた彼女が顔を上げた。

「なんでもないっ」

　明るく答えて、花が咲くかのように笑った。

　まるで大輪のひまわり。空にないのに眩まぶしい、地上の太陽。そう思ってしまうほどに、屈くつ託たくのない笑顔。みずみずしくも晴れやかな、見ているだけで心も晴れるような笑顔だ。

　なんて──なんて生き生きした笑顔なんだろう。

「さてとっ。確認もとれたし、帰ろっかな」

　パンと手を叩たたき、彼女は軽やかな足取りで俺から離れる。その音で、呆ぼう然ぜんとしていた意識が現実へと戻ってきた。

「確認？」

「ナイショ」と、右手の人差し指を唇の前に立てる彼女。

「あの……さっきの──髪の色が変わったのは……」

「まだナイショ」

　彼女は笑顔で言って、今度は左手の人差し指を唇にかざす。その仕草は可愛かわいらしいのだが、わけが一つも分からないままだと言うのは、こちらの心情としてはスッキリしない。

「まだ、って……」

　次の機会があるとでもいうのか──そんな心の疑問に、彼女は殊こと更さら悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、再び俺に肉にく迫はくすることで答える。

「だから、また会おうね？　内ない藤とう優ゆう一いち君──ううん。あえて〈死者の顔デスマスク〉君と呼んだほうがいいかな？」

「どうして──俺の名前を知ってるんだ？」

　それになにより、

「どこで俺のあだ名を聞いたんだ？」

「そんなの、見れば分かるよ」

　並びのいい白い歯を見せて、彼女は目を細めた。

「私の横にいたときも、私の髪の色が変わった話をしたときも……ずっと君は表情が変わらない。無表情。もっと動揺してもいいはずなのにさ。ここまで表情がないのは死者か、〈死者の顔デスマスク〉と呼ばれる君くらいなものだよ」

　見上げてくるクリクリとした瞳に、俺の顔が映っている。いつも通りの仏頂面に、ヤル気と生気のない目。悲しいことだが、俺の顔に間違いない。

「それじゃまたね！」

　別れの挨拶をして、鼻歌交じりで図書室のドアに向かっていく。その背中に呼びかけた。

「だったら……これだけは今教えてくれないか。──君の名前は？」

「あっ、そうだね！　忘れてたっ」

　癖のある髪をひるがえし、彼女は軽やかにこちらを振り返った。

「私はコトハ──木こ枕まくらコトハ！　十六歳。好きな物はこたつとアイス。特技は超能力」

　へぇ、同い年だったのか。年下っぽく感じたけど……。

「──ん？」

　ちょっと待て。最後に聞き慣れない言葉があったような……。

「ごめん、聞き取れなかった。特技はなんて言ったんだ？」

「超能力だよ？」

　あっさり肯こう定ていされてしまった。

　唖然とする俺に追い討ちをかけるように、彼女は胸を反らして言い放つ。

「つまり、私は超能力者なのさっ！」

「超……能力者？」

　裏返りそうな俺の声に、白い歯を見せる彼女。

「その通り。私は眠れる超能力者──木枕コトハ。以後よろしくっ！」

　大きく手を振り、スキップでもするような足取りで図書室から出て行った。

　後に残された俺はただただ立ちすくんでいて……鼻び腔こうに残った甘いオレンジのような香りが消えるまで、狐きつねにつままれたような気分が晴れることはなかった。



    

  
    
      


第一章





　──帰宅後。簡単な夕食を済ませた俺は、未いまだに混乱している頭を落ち着かせる為ために風呂へ入ることにした。

　沈むようにして湯船につかり、湯気が天井へと立ち上る様子をぼんやりと眺める。

「あれは……なんだったんだろうな」

　あれとは、もちろん──自称超能力者の少女が見せた、髪の色の変化のことだ。

　少し残念なことではあるが、俺に超能力はない。アメコミによくある特異体質とかでもない。ＵＦＯも見たことないし、霊感とかいうのもサッパリだ。だからこそあの時。わけがわからなさすぎて、何も言葉が出てこなかった。

　それに、話すこと自体が得意じゃないということもある。どうも、自分から話しかけたり話題をリードしたりするのは苦手だ。昔からそうだった。

　ちょうど……この顔と同じくらい、長い付き合いになるか。

　俺は頭にのせていたタオルを濡ぬらし、顔に当ててマッサージをした。焼け石に水かもしれないが、少しは表情が柔らかくなるかもしれない。

　成績も平均（だと信じたい）。運動神経もそこそこ。親も一般中流階級である俺が、一つだけ普通とは言い難がたい点をあげるとすれば──この顔だ。別に容姿がうんぬんとか言う話ではない。表情がほとんどないのだ。ついでに言えば、目も死んでる。

　十六年生きてきて分かったことではあるが、無表情ということだけでも他人には恐怖の対象になり得るらしい。

　何を考えているのか分からない。それが他人にとっては不安の対象になるということだ。

　ただ見ているだけで、うろたえられる。しっかり話を聞こうとして、相手の顔を見ていると、相手が何な故ぜだか震え出す。それでも、俺の表情は変わらないのが困ったものだ。

　相手が男なら事情を話せば笑ってくれるが、女の子の場合は最悪だ。会話をする前に涙目で走り去られてしまう。俺が口ベタとなった原因も、幾分かはそれが原因だと思う。

　聞いた話だと、『内ない藤とうは眉一つ動かさずに女を泣かす、冷血鬼畜野郎』とかいう噂うわさが流れているとか。超ちよう解かい釈しやくすぎて、初めて聞いたときには俺のほうが泣いた。

　だが先に言ったように、俺がここまで感情表現が希き薄はくになった理由を聞けば、たいていの人は笑ってくれる。あまりにも、くだらなくて。

　俺が無表情となった原因を一言で言えば……母さんだ。

　俺の母さんは、二人の人間（姉さんと俺）の親とは思えないくらいに幼い人で……特に悪戯いたずらにかけては異常なほどに力を注いでいる。毎日毎日、何かしらの罠わなを仕掛けては大笑いしているのが内藤家の日常風景となっている。

　落とし穴や、紐ひもを張って転ばせるトラップは当たり前。風呂のお湯が血の池地獄よろしくトマトジュースになっていたり……。弁当箱の中身が全て食品サンプルだったり……。挙句の果ては、下着を含めた衣服が全て女物にされていたこともある。

　もちろん標的は俺だけではなく、父さんや姉さんも含まれている。含まれてはいるが……父さんは母さんに骨抜き状態だから、何をやってもご褒美。姉さんの場合は、おおらかなのか鈍感なのか分からないが、罠にかかってもほわっとした笑顔を見せる。

　しかし俺の場合は、仕掛け人が満足する反応をしてしまう。落とし穴に落ちたら叫ぶし、転ばされて頭を打ったら泣くし、味み噌そ汁しるの中にマグロの目玉が浮いていたら気絶する。

　そしていつの頃からか、段々と感情が顔に出ないようになってきたのだ。叫びと引きつった表情の繰り返しで、筋肉が麻ま痺ひしたのか。もしくは、ノーリアクションになれば母さんが深追いしないと本能が感じたのか。あるいは他に原因があるのか。理由は定かではないが、とにかくそうなってしまった。

　これが、俺が無表情となった理由。ひいては、その死人のような無反応ぶりから〈死者の顔デスマスク〉という、高校生にもなって恥ずかしいあだ名を付けられるようになった理由の全容だ。

　もういい加減、誰かを不安にさせるのは嫌なんだけどな……。

　自分でも、この顔をどうにかしたいとは思っている。だからこそ今もこうしてマッサージしているが、未いまだに回復の兆きざしがない。

　そこでふと、彼女のことを思い出した。

　木こ枕まくらさんは不安そうな素振りを微み塵じんも見せていなかった。必要以上に距離を取られもしなかったし、視線も逸そらされなかった。むしろ、全てが逆と言ってもいい。

「……いい笑顔だったな」



　のぼせるくらい湯船につかり、風呂から上がった。その足でキッチンへと向かう。風呂上がりには水分補給だ。

　久しぶりに長湯してしまった。普段なら、ここまでゆっくりとはできない。気を抜くと、母さんが全裸で突入してくるのが分かり切っているからだ。つまり、今日は例外。

　父さんは単身赴任中。姉さんは大学に入ってから、フィールドワークとかいうので滅めつ多たに家に帰ってこない。そして諸悪の権ごん化げである母さんは、父さんの所に遊びに行っている。したがって今、この一戸建てには俺しかいない。

　わずか数日間とはいえ貴重な時間だ。リビングで横になっていても、母さんがフライング・ニー・ドロップを仕し掛かけてくることはないし、急須に正体不明のゲル状の何かが仕込まれていることもない。鬼の居ぬ間に命の洗濯、とは今の状況を言うのだろう。

　パンツ一枚という無防備な姿でいるにも拘かかわらず、何もされない。風呂上りの牛乳一つとっても、グラスや紙パックに細工もされていない。なんという解放感。自分の家じゃないみたいだ。

　……奇跡だ。留守番、最高！

　一息に牛乳を飲み干し、グラスを洗う。キッチンから鼻歌交じりにリビングに入ると、テレビがついたままだった。堅苦しい雰囲気のアナウンサーが、淡々とニュースの記事を読み上げている。バラエティにでもチャンネルを変えようか、とリモコンを手に取った。

　ちょうど画面には、偶然にもこの近所──といっても、電車で三駅くらい離れているが──で起きた、路上強盗事件の現場が映されていた。

　それによれば、先月からすでに十件以上の被害が報告されているらしい。そのどれもが、金属バットのような物で相手を殴打してから荷物を奪うという手口であり、警察では同一犯ということで捜査を進めているとか。しかも、被害者の多くは高齢者ということだった。

　俺はテレビの電源を切り、自室のある二階に向かって階段を上がった。

　別に正義感を振りかざすわけじゃないが……ああいう話を聞くと腹が立つ。

　──他人の日常や安心。そんな当たり前を奪うということは、絶対によくないことだ。自分の平穏を肉親の趣味で脅かされ、無表情で周りを威圧してしまう俺だからこそ、余計にそう思うのかもしれない。

　少し早いけど……寝るかな。寝るのは好きだし。

　自室のドアを開けた。途と端たんに、オレンジのような香りがほのかに香る。

　同時に、目に飛び込んできたのは──ライトブラウンの髪をした黒いスーツの女の子が、床にうつ伏せになってベッドの下に腕を伸ばしている姿だった。

「…………え？」

　あまりの事態に動けずにいる俺の目の前で、謎の少女はなにやら呟つぶやきはじめた。

「あれ？　ここじゃないのかなぁ……。ああいう本は、大体ベッドの下って──」

「あ、あの……」

　恐る恐る声をかけると、少女は身体からだを驚いたように跳ねさせて、慌あわてた顔をこちらに向けた。

「あ、えっとね？　これは、その、知的好奇心を抑えられなくなったんだ！　ホラ、見ちゃいけないものとかって、見たくなるでしょ？　つまりその────へ？」

　言いかけていたセリフがどこかへ霧む散さんする。

　そして、ごまかすように浮かべていた笑顔が、一時停止でもかけられたかのように人間味の失うせた表情に変わった。突とつ如じよ目の前にパンツ一枚の男が現れたら、無理のないことかもしれない。

「えっ──え、えぇええええええ？」

「しっ、失礼しましたッ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　俺は急いで頭を下げ、ドアを慌ただしく閉めた。

　家……間違えた？　確かに、俺の家ではないみたいだとは思ったけど……。

　いやだが待て。俺はこの家に入るとき鍵を開けたはず。冷静に考えてみても、他よ所その家にしては勝手を知りすぎだろう。間取りも酷似しすぎてる。

　どう考えても俺の家だ。それじゃ、今のは？

　どうして、彼女が──木枕コトハがここにいるんだ？

　っていうか……さっき、何をしてたんだ？

『ああいう本は、大体ベッドの下って──』

　ああいう本？　ああいう本……。

　まさか──と、俺は自らの予想に目を見張った。

　世の八割の男子がベッドの下に隠すと言われる、ああいう本のことかッ！

　世にも恐ろしい事態が迫っている。その可能性に押されてドアに飛びつくが、開かない。内側から押さえつけられている。

「ちょ……ちょっと待って！　待ってってば！」

　部屋の中から、木こ枕まくらさんの切せつ羽ぱ詰まった声が聞こえてきた。

「な、なんて恰かつ好こうしてるの？　パンツ一枚で出てくるなんて、全然予定になかったよ！」

「こっちもだ──誰かいるなんて予定になかった！　なんでウチにいるんだ？」

「さっき、『また会おうね』って言ったでしょ！」

「早すぎる！　もっと間を置こう！　それに、それが俺の家だとは言ってなかったぞ！」

「だから、開けないでッ！　早く服着てよ！」

「俺の部屋だから、服もそっちなんだ！　開けてくれッ」

「ダメダメダメッ！　密室にパンツ男子と二人きり、っていうのはちょっとハードルが高いよ！　私にはまだ無理！」

「パンツ男子とか言うな！　だったらせめて、さっきまでの作業を永久に凍結してくれ！」

「も、もうちょっとだけ！　後学の為ためにっ」

　俺のプライベートスペースで学んでくれるなぁあああああああ！

「即刻この扉を開けろ……！」

「声低ッ！　なにそれ、魔王？　地獄の底から響くような声！」

「魔王じゃないが、これ以上手を煩わせるなら──蹴破る」

　すると、ドアの向こうの声が静かに訊きいてきた。

「──本気なの？」

「脅しだと思うか。本気でやるぜ……？」

　秘蔵の本が発見されそうなときの、思春期男子の戦闘力を甘くみるなよ。

　やがて──抵抗がなくなり、俺はドアを開いた。

　立て籠っていた木こ枕まくらさんは、ベッドの上に置いていた黒い帽子（俺の物ではない）を目深に被り、ぎこちない動きで背を向けた。

「ホ……ホラっ。言われたとおり捜索は終了しました！」

「確認したいことがある。……何か、見つけたか？」

「見つけてないから！　と、とにかくっ！　早く服着てよっ」

　そこまで言われると、俺がパンツ一枚でいることにこだわりがある人間のように聞こえる。心外だ。そんな露出癖は持ち合わせていない。

「分かった。まずは服を着よう」

　俺は頷うなずき、クローゼットに向かった。

　出会って間もない女の子に着替えを見られたくはない。部屋から出てもらおうと思って振り返ると──再び、ベッドの横に膝をついていたところだった。「さて、その間に捜索を……」なんて言っている。問答無用で首根っこを掴つかみ、ドアのほうに引きずっていった。

「しまった、バレちゃった！　もうちょっとだったのに！　なんかさっき、指に雑誌的な物が触れた気がするのにーっ！」

　興味津々な彼女を放り出してから、俺は手早く服を着たのだった……。



「──それで？」

「それで、って？」

「どうして、俺の家にいたのか訊きいてるんだ」

　俺（服は着た）と木枕さんはリビングに移動していた。最初は部屋で話をしようとしたのだが、事あるごとに彼女がベッドの下を覗のぞこうとするので会話が進まなかったのだ。

　ひと心地がついたので改めて見てみるが……やはり木枕さんの服装には違和感がある。

　向かい側のソファに座った彼女は、全身が真っ黒いスーツ姿。パンツではなく、スカートタイプだ。学校の制服のときにも感じたスラリとした脚が、ストッキングの光沢感と相まって、妙に視線をくぎ付けにする。

　極めつけはスーツと同色系統の中折れ帽子。今は脱いでいて、膝の上に置いている。映画に出てくるマフィアが被るような帽子──そんな表現がぴったりだ。

　それともう一つ。彼女が傍らに置いている書類入れ、これも気になる。一体何が入っているのか。危なっかしいものでなければいいのだが。

「第一……どうやって入ったんだ？　鍵はかけたぞ」

「ピッキング、って知ってる？」

「なるほど。違法だな」

　俺はソファから腰を上げた。

「あ、別にお茶とか出してもらわなくていいよ？　でも、どうせならアイスがいいなっ」

「いや、通報する」

「やめてー！　固定電話に向かわないでー！　かといってケータイもダメだけど！」

　ダダダッと俺の前に回り込み、泣きそうな顔で祈るように指を組む。

「お願いだから、話を聞いて！　色々と事情があるのっ。不法侵入したのと、ベッドの下を探ったのは謝るから！」

「ベッドの下を探る事情って存在するのか？」

　上目遣いの瞳は潤み、唇は不安げに震えている。すがりつくようなポーズと相まって──なんというか、俺のほうが傍ぼう若じやく無ぶ人じんの限りを尽くした悪人のような気分になってくる。

　……こっちに非はないんだけどなぁ。

　俺は頭をかき、キッチンのほうへと足を向けた。

「安物しかないけど……それでいいか？」

　冷凍庫を開けて、運よく残っていたカップアイスを手にする。そのアイスと小さなスプーンをリビングのテーブルに置いて、

「とりあえず、話を聞こう」

　驚いたようにこっちを見ていた彼女の表情は、段々と明るいものへと変わっていき──最終的に例のひまわりのような笑顔となった。

「うんっ！」

　……やっぱり、いい笑顔だな。俺もつられて笑──えはしないけど、そんな気分になってくる。少なくとも、心は晴れるから不思議だ。

「いただきますっ」と両手を合わせてから、ストロベリーアイスのフタを開ける彼女。美お味いしそうに顔をほころばせて、スプーンを口とカップに行き来させる。

「ほれれね？　わらしがひみの──」

「食べるのと喋しやべるのは別々にしたほうがいいぞ。行儀が悪い」

　注意したらコクリと頷うなずいて、口の中のアイスを飲み込んだ。やっと話す──かと思いきや、再びスプーンでアイスをすくい始める。

「……（ぱくっ）。……（ぱくっ）」

「…………」

　ははぁん……。食べ終わるまで喋らないな、この展開は。

　見ていると、向こうも見つめ返してくる。何も言わないが、口の中でアイスを溶かしながら見てくる表情は妙に幼い。……別に欲しくて見てるわけじゃないから。そんな警戒心出してカップ隠さなくていいから。

　目を吊つり上げてアイスを隠す彼女をその場に残し、キッチンで急須にお湯を入れる。一杯お茶を飲むくらいの時間はありそうだ。こっちも何か口にしてないと、物欲しそうにしているように見られかねない。

　──緑茶をすすりながら、無言でアイスを食べる木こ枕まくらさんと向き合うこと五分ほど。

　スプーンを置いて、彼女は静かに手を合わせた。

「ごちそうさまでしたっ」

「お茶、飲むか？」

「ありがと。でも、熱そうだからいいや。猫舌なんだ。熱いの苦手」

　眉根を寄せてチロリと舌を出してくる。見せられても、見た目では猫舌かどうか判別できないと思うが。

　それじゃ、と彼女は居住まいを正した。

「私がここに来た理由を話すね」

　俺は湯のみを置いた。それと同時に木枕さんは書類入れを開く。

「はい」と、一枚の紙を差し出される。受け取り、文面に視線を走らせる。

『雇こ用よう契約書──（甲）内ない藤とう優ゆう一いちは、（乙）羽は島しまグループ特務機関〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉との雇用契約を結んだことをここに同意する』

「雇用契約……はい？」

「ご覧のとおり、スカウトだね。ちなみに拒否権はないよ。しっかりサインも書いてあるし、拇ぼ印いんも押してあるでしょ？」

　確かに、俺と似た筆跡で名前が書かれている。拇印についてはまじまじ見たことないが、そのもののように思える。

　しかし、何よりも重要なことは──、

「サインした記憶はないぞ……？」

　何度見てみても、こんな契約書に見覚えがない。（甲）と呼ばれたのだって初めてだ。

「それに……この〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉とかいうのは？」

　手から契約書をかすめ取られる。彼女は手早く書類入れに契約書を戻し、

「ちゃんとよく見た？　羽島グループの特務機関、って書いてあったでしょ。──羽島の名前くらいは聞いたことあるよね？」

「まぁ……名前くらいは」

　羽島グループといえば大企業──高校生の俺でも聞いたことがあるくらいの大企業だ。国内トップの知名度と実績がある。もとは製薬だかなんだかの会社だったらしいが、今では色んな方面の会社を傘下にいれて、規模と業種の幅を広げている。テレビで関連企業のコマーシャルが流れない日はないばかりか、羽島が完全提供している番組もあるくらいだ。

　そんな世界の羽島が、一高校生相手に文書偽造？

「……順を追って説明してくれないか。何から何まで分からない」

　木枕さんはさもありなん、と言った様子で頷うなずき、神妙な顔つきで話をはじめた。

「特務機関──〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉。羽島の一部署でありながら、その存在を知る者は一握りしかいないの。表向きには存在しないことになってる組織なんだよ」

「公表できない理由があるのか」

「うん。それは業務内容が特殊だからだよ。業務内容は──」

　言葉を切り、彼女は声を潜ひそめた。

「超常的観点からグループの利益に貢献すること。身も蓋もない言いかたをすれば、オカルト現象を利用してお金かね儲もうけをする、ってことだよ」

「オカルトで金儲け？」

　そんなこと──。

「そんなこと、できるわけがない？」

　俺の心を読んだように、彼女は継いだ。唇には自信ありげな不敵の笑みが浮かんでいる。

「私の特技を忘れたの？」

　忘れるものか。そう易やす々やすと忘れられる内容じゃあなかった。

「本当なのか？　君が……その……超能力者だ、っていうのは」

「私の髪の色が変わったのを見たんでしょ？　──オカルト以外に説明がつく？」

　そう言われると、何も言い返せない。

　実際に目で見て手で触った俺だから、断言できる。あれはウィッグの類たぐいでは決してない。紛まぎれもなく彼女自身の髪だ。仮に人工毛だったとしても、色が変わる原理が分からない。

「念のために言っておくけど、頭の中に変な機械が埋め込まれてるとかじゃないよ？　実は未来からやってきた人型アンドロイド──とかでもないからね？」

「その発想はなかったな」

　安心したように胸を撫なで下ろす彼女（分かりやすいリアクションだな）を見やり、

「つまり……超能力者だから、君はオカルト専門の部署で働いてる、と？」

「うん。平たく言えば、バイトかな」

　バイトときますか……。

「超能力者なのに？」

「超能力者なのに、って？」

「いや……俺の超能力者のイメージは、こう──超能力を使って正義の為ために戦ったり……。悪用して犯罪に手を染めたり……。世界征服をたくらんでたりしているものだから」

　彼女は観察するような目で俺を眺めたあと、可お笑かしそうに口元を緩めた。

「見た目の割に、意外と子どもっぽい発想するんだね」

　バッサリ言われた……。

「どんな分野でも超能力の存在を認めてなかったら、そういうこともあったかもしれないね。そういう能力ちからに対処する前例がないからさ。正義の味方になるのも、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの大泥棒になるのも自由。でも、現実にはその存在が知られてる」

「自分では無敵の能力だと思って超能力を乱用したら……すぐ足がつくわけか」

「そういうこと。超能力の有ゆう益えき性せいを認めたのが、政府の機関とか犯罪組織とかじゃなくて経済界だっただけの話。政府だったら、超能力で秘密裏に国の平和を守る防衛隊。犯罪組織だったら超能力者の暗殺集団とか作っちゃうのかな」

　組織が違うだけで、使し役えきの仕方がここまで変わってくるのか。企業という利益を追求する組織だからこそ、超能力を有益に活用している。ただ、それだけのこと。単純な理屈だ。

　俗っぽいが、正義の味方よりも遥はるかに理解できるような気がする。特殊な能力ちからがあるのなら、それを使って収入を得るのも合理的といえるだろう。ヒーローも、悪人退たい治じだけじゃ食べていけないだろうしなぁ。

「分かってくれた？」

「仕組みは。でも……」

「でも？」

「俺がスカウトされる理由は分からない」

　そこだ。どんな話を聞いても、理屈を理解しても、そこに行きつく。

「俺は超能力者じゃない。ただの人間だ。雇やとわれる理由がない」

「──そうだね。調べさせてもらったけど、君は……普通の人だよ」

『普通の』という言葉を言う前に、一瞬だけ、彼女の顔が曇ったように見えた。だが、瞬まばたきを終える頃には、真剣な眼まな差ざしをこちらに向けていた。見間違いだったのかもしれない。

「だけどさ。私にとって、そこはさして重要なことじゃないんだ。君が超能力者じゃなくてもいい。もっと大事な物が君にはあるの」

「大事な物？」

　俺の問いかけに、彼女は目を伏せ、深く息を吸い込んだ。また同じように息を吐き出し、ゆっくりと視線を上げる。その大きな双そう眸ぼうが、俺の顔を捉とらえた。

「魂だよ。──私は、君の魂に用がある」

　そう言って、彼女は白い指で自身の胸を指した。

　その瞳はとても真剣で──何な故ぜだか、不思議な色を帯びていた。

　強い意志があるようにも見える。だが逆に、酷ひどく弱々しくも見える。どちらなのか、或あるいはその両方がない交ぜになっているのか。判断に迷う。

　判断できないからこそ見み極きわめようとして、寸分たりとも目を逸そらすことができない。

「私には──ううん。私達には、君が必要なの。どうしても」

『私には──ううん。私達には、あなたが必要なの。どうしても』

　記憶の中にある、赤毛の少女の言葉が蘇よみがえる。

「嘘うそみたいな話だけど、全部本当のことなの。本当に君が必要なの。だから、お願い……」

『──でも、必要なの。本当に必要なの。だから、お願い……』

　その言葉。その表情。どれもが二人分に見えて仕方がない。

　双子のように同じ顔をしているのに、髪の色だけは違う同一人物。

「力を貸して。これは、君にしかできないことなの。君でないとできないことなの」

「俺にしか、できない……？」

「そう。君にしか──君の魂にしかできないこと」

　彼女は音もなく立ち上がった。テーブルを回り、俺の目の前に立つ。

　そして、右手を動かした。

「信じて……」

『信じて……』

　彼女は気がついていないかもしれない。自分の手が微かすかに震えていることを。

　手を差し出し、たった四文字の言葉を言った刹せつ那なから──その目元、口元にうっすらと不安そうな色がにじみ始めたことを。

　不安、なのか。

　俺が信じるか、否か。信じてくれるかどうか、不安なのか。

　おかしな話だ。その不安そうな顔が嫌だから、俺は君と──力になると約束したのに。

　俺は、温かく柔らかな手を取った。

「分かった」



    

  
    
      



    

  
    
      

　どうせ、わけが分からないことばかりだ。だったら一つ……。

　──信じてほしいと言ってる人を、信じてみてもいいかもしれない。

　木こ枕まくらさんはホッとしたように息を吐き、それから笑った。白い歯を見せた、快活そのものの笑顔。どことなく少年ぽい感じすらある、やんちゃな笑顔だ。

「ありがとう」

「どっちにしても……拒否権はないんだろ？」

「まぁねっ」

　緊張が解ほぐれて気分が高揚しているのか、彼女は打って変わって上機嫌で中折れ帽子を手に取った。ウィンクして見せて、人差し指をピンと立てる。

「おばあちゃんの代から続く、『木枕家のナイスな家訓』その十っ！　『目的の為ためには手段を選ぶな──ただし、自分なりの手順は踏むべし』」

「ナイスな？」

　注意書きみたいなのが添えられた家訓なんて初めて聞いた。

「改めて歓迎するよ、内ない藤とう優ゆう一いち君！　ようこそ、特務機関〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉へ！」

　芝居がかった動作で深々を頭こうべを垂れてくる。帽子のおかげで、余計に大おお仰ぎように見えた。

「それから、いきなりだけど。君には私とチームを組んでもらうよ」

「チーム？」

　その通り、と彼女は窓際に向かって足を進めた。庭に面したガラス戸の前に立ち、爽やかな朝日を迎えるかの如ごとく、元気一杯にカーテンを開ける。

　えッ？

　そこにある我が家の狭い庭に、身長二メートルはある筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした黒服の男が数人、立ち並んでいた。夜なのにサングラスをかけた厳いかめしい面構えは、往年のアーノ○ド・シュワルツェネガーを彷ほう彿ふつとさせる。

「……いつからいたんだ？」

「私がここに来たときから。君が抵抗したら、実力行使で連れていく予定だったからね」

　サラッと物騒なことを……。

　木枕さんが指でオッケーサインを出すと、男達たちは示し合せたようなタイミングで頷うなずき、庭から立ち去った。家の中にいても聞こえる足音に、彼らの屈強さを実感する。

　同時に、玄関のチャイムが鳴った。

「さ、相棒！　立った立ったっ」

　帽子を頭にポフッとのせて、彼女は俺の両手を掴つかんで立たせようとする。

「仕事だよ！　私達の初仕事っ」

「仕事、って……何をすればいいんだ？」

　ちょっと考えるように唇を突き出し、それから思いついたように彼女は言った。

「強いて言えば、未来を変えること──かな？」



　玄関のドアを開けると、そこにいたのは美女だった。

　若い。二十代半ばといったところか。化粧で誤ご魔ま化かしている感じはないし、なによりも肌のハリがみずみずしい。

　ウェーブがかかった、黒髪のショートボブ。艶あでやかな肌は小麦色で、エキゾチックな印象を受ける。砂漠の国の踊り子、とでも言えば分かりやすいかもしれない。起伏の激しい見事なボディラインが、そのイメージを強めていた。

　真紅のスーツが似合う美女は、俺を一いち瞥べつすると楽しそうに目を細めた。

「こんばんは。それからはじめまして。内ない藤とう優ゆう一いち君。私は時とき枝えだ章しよう子こ。こう見えても日本人。〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の人間よ。ポジションとしては……そうね。あなた達の上司、ってとこかしら」

「上司、ですか」

「ええ。章子さん、と呼びなさい。上司命令よ」

　フフッと忍び笑いを漏らして、突とつ如じよ現れた俺の上司は背を向けた。

「話は移動しながらするわね。早く車に乗って」

　ハイヒールの音も高らかに、章子さんは玄関先に停車していた赤い車に向かって歩いていく。ピタッとしたタイトスカートから伸びる抜群の脚線美。長いだけでなく、ほどよい肉付きのあるメリハリがついたライン。何から何まで、とても日本人とは思えない。



    

  
    
      



    

  
    
      

「……章しよう子こ姉ねえを見て鼻の下が伸びてない人、はじめて見た」

　ボーッとしていると、横から木こ枕まくらさんが覗のぞき込んできた。クリクリした目が興味深そうに動いている。背伸びしてまで目線を近づけなくてもいいと思うが。

「〈死者の顔デスマスク〉恐るべしだね。……それとも、年上は守備範囲外なだけ？」

　十歳くらい上までなら──危ない、答えそうになった。

「そういうのに、歳は関係ないだろ」

「なるほど。──『下は幼女から上は白寿までドンとこい！』と……」

「情報操作した上にメモるな」

　その小さいメモ帳、いつ、どこから出したんだ？

　真っ赤な外車の後部座席に乗り込むと、運転席に座った章子さんがアクセルを踏んだ。

　後ろからは黒塗りの車がついてきている。あの大男達たちが乗っているのはあっちの車だ。この車には俺と木枕さん、章子さんの三人しかいない。

「優ゆう一いち君。お姫さまの能力ちからは、どんなものか訊きいた？」

「お姫さま？」

　聞き返すと、隣にいた木枕さんが烈火の如ごとく、

「ちょっと、章子姉ぇ！　その呼びかた止めて、っていつも言ってるでしょ？」

「仕方ないじゃない。今は作戦行動中。だったら、暗号名コードネームで呼ぶのがセオリーでしょ？　暗号名コードネーム・〈全知全能の姫君アカシツク・プリンセス〉。私の可愛かわいいお姫さま？」

「うぅう……」と気恥ずかしそうに唸うなり、お姫さまは目深に帽子を被った。

「その呼びかた、変えられないの？」

「変えるつもりはないわ。何な故ぜなら可愛いから」

　軽くいなされて、ブスッと唇を尖とがらせるお姫さまに、どうして嫌なのか訊いてみた。

「可愛い、って言われるのはまんざらじゃないけど。お姫さまは、子どもっぽくてやだ」

　子どもっぽい理由だった。

「『木枕家のナイスな家訓』その二十。『夢見る乙女じゃいられない──シンデレラに憧れるのは十二歳まで』。お姫さまになる幻想は、四年前に綺き麗れいさっぱり捨てたのさっ」

　また家訓か。察するに、かなりのおばあちゃん子らしい。

「憧れてはいたんだな」

「それは……子どものときはね？」

　誰でもそうでしょ、と言いわけ臭く付け加える彼女。

「高校生にもなって、お姫さまになりたがってたら笑われるよ。『運命の赤い糸で結ばれた、白馬の王子さまがどこかにいるはず』なんてさ？」

　運命の赤い糸に白馬の王子さま。確かに少女趣味だ。嫌がるのももっともかもしれない。

　話を続けてもいいか章しよう子こさんに訊きかれたので、説明をしてもらうことにした。

「コトハの能力ちからは〈未来予知〉。その本質は、地球上あらゆる全ての情報が集約されているデータバンク〈アカシック・レコード〉へのアクセス能力」

「〈アカシック・レコード〉？」

「地球全体を網のように覆おおい尽くしている、文字通り情報網のことよ。過去・現在・未来……果ては個人の一生まで。地球に関係する全ての情報は、その情報網にデータとして収められている。ううんっ。これぞオカルト、って感じの存在よね～」

　誰も信じてくれないわ、と章子さんは微笑ほほえんだ。

「今のところ、コトハは予知が得意なの。だからコトハの能力ちからは基本的に〈未来予知〉。今日の仕事も、その予知で見えた情報を頼りに動いてる、ってわけね」

「……未来が分かるのか。凄すごいな」

　隣の超能力者を褒ほめると、照れくさそうに破は顔がんして足をパタパタ動かした。

「へへへ……。意外に凄いでしょ」

　自分で『意外』って言っちゃったよ。

「話を戻すわね。優ゆう一いち君。最近、この辺りで路上強盗が多発してるのは知ってる？」

「ニュースで見ました」

「話が早いわ。今から向かう場所は、その現場──あ、間違った。まだ現場じゃないわね。このままだと、現場になっちゃう場所、と言ったほうが正確かしら」

　ハンドルを操りながら、章子さんは軽い口調で続ける。

「コトハの予知で分かったの。もう少ししたら、また新しい被害が起きる。今回の仕事は、その被害を未然に防ぐこと。防ぐ理由は……そうね、解決したら分かると思うわ」

「それじゃ……犯人を捕まえる、ってことですか」

「グッド。よくできました。優一君にしてほしいのは、まさにその役割」

　何な故ぜかは分からないが、褒められてちょっと嬉うれしかった。

「どうして直接現場に？　未来が分かるなら、もっと事前にどうにかできるんじゃ？」

　すると、木こ枕まくらさんが口を開く。

「遠い未来になればなるほど、場所から離れれば離れるほど、未来のビジョンはぼやけるの。それに未来は確定してない。なん千億通りの未来が並行して存在してる。だから、正確性を上げるには現場の近くで、事が起こる直前から予知したほうがいいってわけ」

「それに加えて、コトハの予知の方法はちょっぴり特別なの」

　超能力というだけでも十分特別な気がするが、黙って続きの言葉を待つことにした。

「眠らないと使えない」

　信号機が赤になっていたので、章子さんは肩越しに俺達たちのほうへ視線を寄こした。まるで猫のように目を細めて、

「あと、別の人格が現れる。赤い髪のコトハ──彼女がもう一人のお姫さまよ」

　別の人格。それは俗にいう、

「二重人格？」

「似てるけど違うわね。完全に魂そのものが別人なのよ」

　また……魂か。魂の概念はいまいちよく分からないが、木こ枕まくらさんの性格が違う理由は二重人格のようなもの、ということでとりあえずは納得しよう。

「能力ちからを使うとき、コトハは眠りにつく。たとえ別人格が出てきたところで肉体が眠っていることには変わりがない。つまり、コトハは動けない。実動を担当する人間、予知を聞いて行動する人間が必要なの。それが優ゆう一いち君とチームを組んだ理由ね」

　なるほど──とは、まだ言い切れない。

「俺が選ばれた理由は分かりません。魂がどうとか、って……」

「まだ、そのことについては言わなくてもいいんじゃないかなッ？」

　勢い込んで、木枕さんが口をはさんできた。

「ほら、まだ仕事も終わってないしさ？　まだ色々と説明しなくちゃいけないこともあるし、私もまだ心の準備的なものがすんでないっていうか……」

　やけに早口でまくし立てる。その目が泳ぎに泳いでいることから、何かを隠しておきたいことが見え見えだ。──っていうか、『まだ』が多いな。

　その様子を可お笑かしそうに眺めて、章しよう子こさんはフロントガラスに視線を戻した。

「お姫さまの言う通りね。──手順を説明するわ。あと五分くらいで、予定の現場に着く。コトハの予知で場所と大体の時間までは分かってるけど、正確にいつ起こるかまでは分かってない。少しの間、待機すると考えてもらっていいわ」

　言いながら、助手席に置いていた黒いバッグを取る。

「この中にトランシーバーが入ってるわ。羽ウ島チの特別製だから、性能はバッチリよ。使いかたはコトハに教わってね。──中に何枚か写真があるでしょ」

　バッグのジッパーを開くと、封筒の中に五枚ほど写真が入っていた。どこかの住宅街を写した写真。角度や方向は違うが、同じ道を撮ったものらしい。

　その写真には、一枚だけ人物写真が混じっていた。深いシワが刻まれた老人の写真だ。真白い髪と真一文字に結んだ口が、いかにも頑固そうな印象を受ける。

「そのオジサマが、今回の保護対象。──見たことある？」

「ないです」

「ま、そうよね。写真で見て分かると思うけど、そこには車を置くスペースはない。優一君には、単独でその辺りに隠れていてもらうわ」

「それで、例の犯人が来たら捕まえればいいんですね？」

「できる？」

　試すような口ぶりに、一瞬言葉に詰まる。

　──正直に言って半信半疑だ。

　髪の色の変化を間近で見たから、木こ枕まくらさんに何かしらの特殊な能力ちからがあることは理解できる。しかし、その精度や超能力自体を見たわけではない。本当に予知なんてできるのか保証は──極きよく論ろんを言ってしまえば──ない、と言っていいだろう。

　でも、だ。

「……なんとかします」

　一度引き受けた以上、そう答えるしかない。

「グッド」とだけ言うと、フロントガラスに映った大人の女性は、何かを楽しみにしているかのように微笑ほほえんだ。



「トランシーバーは使えそう？」

「はい」

「ここからの道順は分かってるわね？」

「覚えてます」

　目的地からほど近い有料駐車場に車を停とめて、章しよう子こさんはエンジンを切った。

「あとは……コトハ。出番よ」

「わ──分かってるよっ」

　おや、と思った。木枕さんの声が、どうもおかしい。

　見てみると、帽子を目深にかぶって腕を組んでいた。

「どうかしたのか？」

「べ、別にっ？」と、答えた声は裏返っている。やはり、おかしい。

「……緊張してるのか？　実動担当は俺だから、別に──」

「そういうことじゃないんだけどさ」

　遮っておきながら、あとに言葉は続かない。帽子の下に見える唇が無意味に動く。

　やがてポツリと、消え入りそうな声で囁ささやいた。

「ただ……怖いだけ」

「怖い？」

　理由を訊きいたつもりだったのだが、彼女は答えてくれなかった。

　何が怖いのかは分からない。しかし横にいる彼女は怯おびえている。

　だったら、やるべきことはたったの一つだ。

　俺は彼女に近い側にある右手を、ジーンズで拭った。

「手を貸してくれないか」

　彼女は顔を上げた。不思議そうな目をして、組んでいた腕を解く。

　俺は彼女の左手を握った。

「ちょ──いきなりっ！」

「昔、人から教わった。……怖かったり、不安になったりしたときには、誰かにそばにいてもらうのが一番いいそうだ。一人じゃない、って思える──らしい」

　堪たまらず顔を逸そらした。表情にはでなくても、羞しゆう恥ち心しんはある。

「こうしてれば、少なくとも誰かがいるのは分かるだろ？　だから、その……安心してくれ。相棒」

　こういうのは苦手だ。言葉が出てこない。本を読まないから、語ご彙いが少なくて困る。

　それに大体、人を不安な気分にさせるからこその〈死者の顔デスマスク〉だしな。

「……半分、だね」

　彼女がどんな顔をしているのか気にはなったが、気恥ずかしさのほうが勝って見ることができない。

「半分？」

「安心は半分。あとの半分は──なんか、落ち着かない気分」

　声で推測すると……印象としては、やはり恥ずかしそうだ。どんな気分なのか考えつつも、素直に答えようとしているたどたどしさが異様に──可愛かわいく聞こえる。

「──お楽しみのところ失礼？」

　いつから見ていたのか、章しよう子こさんがニヤニヤしながらこっちに顔を向けていた。

「大変いい雰囲気のところ悪いんだけど、時間も迫ってきてるのよね～。章子さんとしても、若い二人のためにご延長させてあげたいのは山々だけど……」

「なっ──何もそんな言いかたしなくてもいいじゃない！」

　脊せき髄ずい反射的とも言える返事をして、我が相棒は声を荒らげる。

「もういいよ、もう大丈夫！　時間なんかもらわなくて結構ですよーだ！　眠ればいいんでしょ？　どうして、そうイジワルな言いかたするかなっ……」

　どこから見ても拗すねた彼女は、スーツから小さな香水ビンを取り出して、俺に放った。

「……これは？」

「催眠スプレー。どんなに寝つきの悪い子も、サッとかければ即熟睡。特許申請中」

　帽子を脱いで、木こ枕まくらさんは握っていた手を振りほどいた。

　それから彼女は横たわり、俺の両りよう腿ももに頭を乗せる。……え？

「どうしてひざまくら？」

「眠るときには、枕が必要でしょ？　これくらい提供してよ」

　もう片目を瞑つぶって、寝る態勢になっている。こういうアングルで女の子を見たことがないので新鮮だ。ちょっと──いや、かなりドキドキする。肩がしゃちほこばってきた。

　ひざまくらなら、役割を逆にしたほうが絵になるのになぁ。

「それじゃ、それ──私の顔にかけて？」

「これをか？」

「それ以外に何があるの？　ホラ、早くっ！　ぐずぐずしてると、気が変わっちゃうから」

「わ、分かった……」

　急せかされるままにスプレーのフタを外して、彼女の顔に近づけた。

「……いくぞ？」

「……うん。信用してるよ、相棒」

　その言葉を聞いてから、俺はスプレーのボタンを押した。霧状の物が噴射される音。ほのかに漂う、名前も知らない花の香り。本当に香水にしか見えない。

　しかし、効果はすぐにやってきた。



「うぅ……ん」

　スプレーを顔に感じ、一瞬彼女は顔をしかめた。数秒もすると、顔の力は抜けていき──やがて、全身の力も抜け切った。

　どうすればいいのか分からず、動けずにいると──彼女の体が小さく跳ねた。

「うんっ、んあっ……ん」

　呼吸が荒く、不規則になっていく。口を酸欠のように広げ、浅い息を繰り返す。

　握っている手に力がこもり、太ももを擦り合わせて、身をよじる。

　この状態は、今日図書室で見たものと全く同じだ。

　章しよう子こさんが、驚いたようなニュアンスで口笛を吹いた。

「あら、もう始まったのね。──これは予想以上かも」

　頬ほおを上気させて、熱病にかかったように額には玉の汗が噴き出す。せめて汗を拭いてやりたかったが、ハンカチを忘れてしまっていた。

　真下から漂う柑かん橘きつ系けいの香り。濃縮された甘い香りは、鼻孔を貫き脳天をくすぐる。

「能力ちからを使うとき、身体からだに影響はないんですか？」

「その点は問題ないわ。疲れるだけよ。安心して」

　髪の色が変化をはじめる。頭頂部、その髪の根元からライトブラウンの色がなくなり──炎のように鮮明な赤い色が顔を出す。

　それからのことは、あの時と全てが逆だった。

　業ごう火かが実った小麦畑を焼き払うが如ごとく、灼しやく熱ねつの色が髪に広がり──やがて全てを真っ赤に染めた。そのころには呼吸もすっかり落ち着き、安らかなものへと変わっていた。

「──誰たがためにドアは開あく？」

　まるで呪文のような文言を唱えると、木こ枕まくらさんはもぞもぞと身体を動かす。

「あの、その……こんばんは」

　消え入りそうな声で、赤毛の少女は宵よいの挨拶を口にした。

「……こんばんは」

　この薄はつ幸こうの美少女を思わせる儚はかなさは間違いない。俺が初めて会話をしたときの彼女だ。

「あら、章しよう子こ姉には挨拶なし？」

「あっ……ごめんなさい。章子さん。こんばんは」

「こんばんは。今夜も可愛かわいいわね。──どう？　未来はよく見える？」

「……はい。とても、よく見えます」

　答えてからも、木こ枕まくらさん（赤）──暫定的にこっちの木枕さんをそう呼ぼう──はどこか驚いた表情で「すごい……」と呟つぶやいていた。

「同調シンクロ率四百パーセント超え──って感じかしら？　フフッ、妬やけちゃうわ」

　歌うように言って、章子さんは俺に頷うなずいてみせた。時間だ。

　膝の上にある相棒の横顔に向かって、声をかける。

「行ってくる。指示は頼んだ」

「……うん。任せて」

　キュッと手を握り、彼女は本当に少しだけ、得意そうに微笑ほほえんだ。

「私は、超能力者だから」

　頼もしい言葉を聞いて、車を降りる。窓を開けて、車内から章子さんが顔を覗のぞかせた。

「これからは単独行動よ。気をつけて。──頼りにしてるわよ、〈死者の顔デスマスク〉君？」

「もし予定があるなら……俺の暗号名コードネーム、そのあだ名はやめてくださいね」

　クスッと笑って、「覚えておくわ」と章子さんは首を傾かしげた。

　俺は車に背を向けて、トランシーバーのイヤホンを耳に突っ込んだ。電源を入れる。

「あー……聞こえるか、相棒？」

『……うん。聞こえるよ』

　思いのほか明瞭に聞こえる。電話で話しているのと遜そん色しよくがない。

　事前確認のおかげで、迷うことなく現場となる予定の場所に到着した。

「隠れる場所は、どこでもいいのか？」

『待って……。生いけ垣がきが見える？』

　確かに、俺から見て右側に生垣が見える。

『その生垣の端まで行って。隣の家の塀との間……分かりにくいけど、間が空いてるはず』

　指示に従って生垣とブロック塀の境目まで行く。手前の木が生い茂っていて、一見するとそうは見えないが、枝を寄せてみると人一人隠れられそうな幅の隙間が伸びていた。その隙間に身を潜ひそめて、息を殺す。

　なんとかするとは言ったものの、情けないことに具体的な策はない。確かニュースによれば、犯人はバットのようなものを持っているはず。

　……こんなことなら、格闘技でも習っておくんだったな。

「俺は、なんとかできそうか？」

　ここに至いたって不安になり、ついつい気弱なことを訊きいてしまった。

『……大丈夫。なんとかできるような、未来を見るから』

　安心させるような声に、さっきまで繋つないでいた手を見やる。今度は、こっちが励まされる番か。内心苦笑し──こんなときでも笑えない、自分の面の皮の厚さを恨む。

「分かった。頼りにしてるぞ、相棒？」

『任せて。あ、あ……相棒』

　声だけでも恥ずかしがっていることが分かる。最初に相棒、と言ったのは彼女のほうなのに。……いや、あれはもう一人の木こ枕まくらさんか。ややこしいな。

　すぐに動けるように、狭いなかでストレッチをしながら待つこと三分ほど。

『────来た』

　緊張した声がイヤホンから聞こえてきた。身がまえ、枝の間から目を凝こらす。

　右手の奥から、杖つえをついた老人がゆっくりと歩いてきた。写真で見た老人に間違いない。

『次は反対側……』

　指示を受けて、左側に顔を向ける。そして、目を剥むいた。

　呼吸を落ち着けてから、ゆっくりと訊たずねる。

「確認したいことがある。──犯人は、一人じゃなかったのか？」

『違うの。犯人は二人組』

　視線の先にいる二人組の男は、なにやら駄だ弁べりながら歩いていたが……遠目に老人の姿を認めた途と端たん、肩にのせていた金属バットをおもむろにぶら下げた。

　見たところ、俺よりも遥はるかに腕力がありそうだ。ケンカ慣れもしてるだろう。人を殴ることに躊ちゆう躇ちよがない、そんな顔をしている。それに武器も持っている。

　それが、二人か……。

『タイミングは全部指示する。だから、私の言葉をよく聞いて』

　冷や汗が頬ほおを伝うのと同じくして、相棒の声が耳じ朶だを打つ。

　覚悟を決めろ。信じると決めたはずだ。

　萎えそうになる脚を殴り、弱腰になる根性を叱しつ咤たする。

　ここまできたんだ。ここまできたら、裏切れない。

　──誰かを裏切ることだけは、たとえ死んでもしたくない……！

　老人は考えごとでもしているのか、思いつめた表情で下を向いている。誰かが近づいてきているのは分かっているのだろうが、気に留めた様子は見られない。

　対して二人組のほうは、完全に狙いを老人に定めたらしい。最初は周りを確認するようにキョロキョロとしていたが、今では下げ卑びた笑みを張り付けてバットを弄もてあそんでいる。

　二人組が、俺の目の前を通りすぎた。老人との距離が縮まる。

　ふと、老人が顔を上げた。数メートル前にいる二人組を視認する。

　瞬間──二人組の内一人がバットを振りあげ、老人の顔が恐怖に歪ゆがんだ。

『行って』

　指示を受けて飛び出した。枝が顔を打つ。音に気づき、二人組がこちらを振り向く。

『狙いがこっちに向く。右側の男が走ってくる』

　右側の男が苛いら立だたしそうに唾を吐き、俺に向かって走ってきた。

『左側からの横なぎ。次は右から。軌道は同じ』

　まるで見てきたように相棒は言う。そして、その通りに相手は動いた。

　危なげなく後ろに歩を踏んで、攻撃をかわす。

『もう一人のほうも来る』

　相方の不ふ甲が斐いなさが頭にきたのか、肩を怒らせてもう一人が突っ込んできた。

『思い切り、頭の上に振りかぶる。ギリギリまで引き寄せて左側に跳んで。カウントする』

　俺は跳ねる心臓を押さえつけながら、脇目も振らずに駆けてくる男の姿を睨にらみつけた。

『カウント、三──』

　バットが上がる。

『二──』

　大根切りでもするように反り返った男の身体からだが肉にく迫はくする。

『一──』

　目が合った。血走り淀よどんだ眼めが曲がる。

『ゼロ！』

　跳んだ。殺気立った風が、右側の身体を撫なで下ろす。

　かわした──そう思うと同時に、金属音が響く。

　全身全霊の一撃を地面に打ち込み、その衝撃が男の手に伝わったのだろう。不発に終わった攻撃の代償から、男は苦く悶もんの表情で歯を喰くいしばっていた。

『大きく右に！』

　声に応じて足を動かす。風切り音が聞こえ、風が耳をかすめた。

　いつの間にか、もう一人のほうが近くに来ていたらしい。視線をやると、驚きよう愕がくの色に染まった顔でこちらを見ていた。死角からの攻撃をかわされることが念頭になかった顔だ。

『その男のほうを見ながら歩いて。手は出してこないから、安心して』

　言われたとおり、男のほうを見ながら歩き出す。

　警戒しているのが見て取れる。バットの先がブルブルとしていて定まっていない。

『さっき、地面に打ち付けた方が後ろから近づいてくる。……挟み撃ちの合図を出す』

　目の前にいる男の目が、細まったように見えた。

『止まって。それで……何か、挑発するようなことを言って』

　俺は立ち止り、声が震えないように気をつけて、言い捨てた。

「無駄な足あ掻がきはやめておけ。俺は──お前の未来を知っている」

　正確に言えば、俺の相棒は──だけど。

　男は怒り心頭、といった様子で無理やりに口の端をねじりあげて、咆ほう哮こうした。バットを振りかぶり、地面を蹴る。

『後ろからも来る』

　なるほど。挟み打ちだな。だったら悪いが……。

『伏せて』

　──挟み打ち合いしてもらおうか。

　深く身を屈かがめると、上から何か鈍い音と呻うめくような声が聞こえてきた。

　続けざまに、金属が落ちる音が二つ。目の前を空虚な音をたててバットが転がる。

　最後に砂袋が落とされたような音がして──渾こん身しんの一撃を打ち合った男が二人、大の字になって倒れた。

『気絶してる。命に別状はないの』

　少し安心した。別に、誰かの命をどうこうしたいわけじゃない。

　俺は立ち上がり、ズボンの汚れを払った。老人はといえば、尻もちをついてこちらを見上げている。

「立てますか？」

　手を差し出すと、かすれる声で応じてから、節くれだった手で握り返してきた。

　老人を助け起こしていると、遠くのほうからサイレンの音が聞こえてきた。

『章しよう子こさんが通報したの。すぐに警察が来る。見つかったら色々面倒。すぐに帰ってきて。あの人達たちはしばらく起きないから、そのままで大丈夫』

　予知能力者がそういうのだ、間違いないだろう。俺は老人に杖つえを手渡し、背を向けた。

「ま……待ってくれんか」

　振り返ると、先ほどまでの曲がった背中が嘘うそのように、シャンと背筋を伸ばした老人が立っていた。その顔は写真で見た、意志の強そうな気色を湛たたえている。

「助けてもらった礼がしたい」

「お礼とかは、別にいいですよ。偶然……居合わせただけですから」

　すると、トランシーバーから何な故ぜか章子さんの声が聞こえてきた。今から言うとおりに言え、と言う。

「──失礼な言いかたをすれば、あなたは老い先短い。きっと今のまま我を通せば大そう満足して天寿を全うできるでしょう。ですが、後に残される人間のことを思えば、とてもそんなことはできないはずです。今回は、運よくそれを防ぐことができた」

　老人はキョトンとした顔をしているが、心境としては俺も同じだ。

「あなたが明確な意思表示をしなければ、残された者の間で意見は割れます。そうならないように未来を見据えて、決断しなくてはいけません。……どうか、後悔のない選択を」

　言い終えて、俺はその場を去った。

　まるで通りすがりのヒーローみたいだな──そんなことを思ったが、すぐに頭を振った。

　凄すごいのは、俺の相棒であって俺じゃない。俺はただ、言われた通りに動いただけだ。

『──そは、汝なんじが為ためにドアは開あく』

　前にも聞いた謎の呪文が聞こえて、トランシーバーの通信が切られる。

　駐車場に帰ると、黒いスーツを着た美少女が車に寄りかかって、そわそわとした様子で辺りを見回していた。彼女は俺と目が合うと、被っていた帽子を脱いだ。安蛍光灯の下に、ライトブラウンの髪がさらされる。

　それと同時に俺のほうへと駆け出して、まるでテーマパークのきぐるみを見つけた小学生のように抱きついてきた。柔らかな衝撃と甘い香りが、思考を奪う。

「……よかった」

　目を白黒させる俺の耳に届いてきたのは、心底安心したような声音。

「あ……えっと、心配してくれたのか？」

「当たり前じゃない。……やっと、見つけたんだからさ」

「見つけた……？」

「うん。私の──」

　言いかけて、ハッと息を呑のむ。抱ほう擁ようを解き、三歩ほど後ずさって帽子を目深に被り直す。腕を組み、小さく唸うなること数秒。

「……枕」

「枕？」

「そうっ、枕！」

　ボリュームを上げて、帽子を後ろにズラす。そこにあったのは大胆不敵な明るい笑顔。

「私は眠れる超能力者！　君はその相棒。だから私が眠っている間、君は私のそばにいなくちゃいけないの！」

「さっき、離れてたけど……」

「通話してたからセーフっ」

　ルールの基準が分かんねぇ。

「つまりっ！　君は、今日から安眠枕なのさ──私のねっ」

　そう言って、殊こと更さら無邪気に微笑ほほえんで俺の相棒──いや、俺が彼女の枕なら所有者と言ったほうが適切だろうか──は茶ちや目めっ気けたっぷりに言い放つ。

「だって、眠るときには枕が必要でしょ？」



　この日の仕事はこれで終了したのだが──翌日になって、ことの顛てん末まつが分かった。それを教えてくれたのは、章しよう子こさんでも相棒でもなく、全国放送のニュース番組だった。

　俺が焼き過ぎたトーストをかじりながらテレビを見ていると、とある大手電機メーカーが羽は島しまグループの傘下に入ることを承諾した、というニュースが流れた。事実上の吸収合併に、業界は少なからず動揺しているらしい。

　この合併を決めたのは、一代で会社をここまでに育てあげた会長の鶴の一声だという。

『業績が停滞してきたとはいえ、私には我が社に対する誇りがある。出来ることなら名前を変えることなく続けていきたかったのだが、それは我わが儘ままであることに気が付いた。後に残される社員のことを考えると、今回の決断が最も後悔のない選択だと思い至いたった……』

　そのように流れるテロップの上にあった顔写真は──昨夜、俺が助け起こした老人と同じ顔をしていた。



    

  
    
      


第二章





　小さな女の子がいる。

　可愛かわいらしい顔立ちだ。腰まで届く長い黒髪が目を引く。

　年齢は、見たところ五歳くらい。視線の高さが変わらないということは、俺も彼女と同じくらいの身長になっているらしい。

『──ゆうちゃん』

　彼女は言って、小さく柔らかそうな手を伸ばしてきた。

　握り返そうとして手を伸ばす。見えた俺の手は、高校生の手ではなく幼稚園児みたいに小さな手をしていた。

　幼い少女は首を傾かしげると、穏やかな口調で訊たずねてきた。

『──わたしのこと、すき？』

　視線が上下に動く。何もそこまで、と我ながら思うほどに勢いのある大きな動きだ。

『──だったら、そばにいなくちゃだめよ。ぜったい、なにがあっても。しっかりつかんで、はなさないでね。しんじてるわよ』

　再び、激しく視界が上下する。

『わたしのこと、ぜったいにうらぎっちゃダメよ。わかった？』

　うん──と、俺は答えたのだろう。彼女はふわりと微笑ほほえんで、俺の頭を撫なでてくれた。

『──いいこね』



　目が覚めた。目を瞬まばたかせて、ベッドに寝転んだまま天井を見つめる。身動きせずに、枕もとにある時計が秒針を動かすのを聞いていた。

　しばらくの間そうしてから──寝起きの粘ついた口で呟つぶやいた。

「……夢か」

　わざわざ口に出して言ったのは、自分に言い聞かせたかったのかもしれない。

　だけど、分かっている。夢じゃない。あれは記憶だ。

　夢の中で彼女と繋つないでいた手を、顔の前にかざしてみる。

　身体からだだけは大きくなった。力も、子どものときよりはついた。手だけじゃない。頭だって少しは回るようになった。

　中身はそれの成長に追いついているだろうか？　今なら、あんなことはしなかったと言い切れるだろうか？　今なら……今だったなら──。

　……やめよう。

　俺はベッドから起き上がり、未練がましく言い訳するのを止めた。

　──俺は彼女を裏切った。その事実は変えられない。

　通信販売で買った爆音目覚まし時計が騒音問題スレスレのベルを鳴らすまで、あと十分以上の猶予がある。いつもより早く起きてしまったが、たまには時間に余裕を持って登校する日があってもいいだろう。

　俺は階下に降りて、慣れない食事の準備をした。焼き時間を誤ったトーストを口に運びながら、テレビの電源をつけて……昨日の結果を知ることになったのだった。

　ただ、どのニュース番組を見てみても、連続路上強盗犯逮捕の報道がされていなかったことが、少しだけ気になった。



「おはよう。内ない藤とうにしては早い登校だねー」

　気だるさを感じながら朝の教室に入ると、見知った顔に話しかけられた。挨拶を返し、そいつの前にある自分の席につく。

　色白の肌にメガネ。中性的な顔立ち（というより、一見すれば女の子に見える）に柔和な微笑みを浮かべた小柄な男子生徒。名前は中なか友とも。残念な性質を持った、俺の友人。

　残念というのは、自分から話してきたのにも拘かかわらず携帯ゲームでギャルゲーをプレイし続けている現状を見てもらえれば理解してもらえるだろう。ここは学校の教室なのに。

「いつもは遅刻ギリギリで登校してくるのに珍しいね。何かフラグでも立ったの？」

　フラグ──マンガやゲームなどによくある伏線のことだ。あるセリフや行動から、今後のストーリーを推測できる。例えば「この攻撃を受けて倒れなかったヤツはいない」というセリフを言った自信過剰なキャラは、噛かませ犬になりやすいとか、そういうのだ。

「いや……別に」

　中なか友ともの質問にはさらりと答えたが、内心では驚いていた。

　フラグとは違うが……ゲームなら、さしずめ俺は『超能力ルート』を選んでいることになるのだろう。多分。

　……なんにしても、相談できる話題ではないけど。

　教科書を机の中に移動させて、クラス一うるさいもう一人の友人を探してみる。

「親おや川かわなら、もう来てるよ」

　俺の様子で理解したのか、中友がゲームを続けたままで答えた。

「入れ違いだね。さっきまで『英語の宿題を見せてください』って僕に土下座してたんだけど。よそのクラスの男子が来て、何か耳打ちした途と端たん、血相変えて飛び出してったよ」

　仮にも友達に土下座させてたのか。さすが、三次元には手厳しい男だ。

　俺は英語のノートを取り出し、机の上に置いた。それを中友に見み咎とがめられる。

「ホント、内ない藤とうは甘いよねー。ナイトウじゃなくて、サトウに改名したほうがいいよ」

　置いただけで、親川にノートを貸すつもりなのがバレてしまった。

「佐さ藤とう？」

「砂糖とかけてね」

　全国の佐藤さんが一度は言われているであろうダジャレだ。そうすると、全国の武む藤とうさんは無糖とかけて「甘くない」とか言われてしまうのだろうか。

「僕達たちは心配してるんだよ？　内藤はどこまでも他の人に甘いから、いつか借金の連帯保証人になったり、変な契約書にサインしちゃうんじゃないか──なんてさ」

　変な契約書──その言葉に、再び心臓が跳ね上がる。コイツはいつも勘が鋭いというか、タイムリーな話題を振ってくるというか……。

「別に……甘いわけじゃない。勝手にやってるだけだ」

「そのやってることが甘い、って言ってるんだよ。そこがいいんだけどね。ホント……内藤は二次元の美少女だったら萌もえキャラなのに。惜しいなー」

「悪い。朝からわけが分からない」

　そんな会話をしていると、大げさな足音を立てて教室に飛び込んでくる生徒がいた。

「オイオイオイ！　大変だぞ中友──と、内藤来てたのか。うっす！」

　返事をして、英語のノートを渡す。するとソイツはわざとらしく涙を拭う真ま似ねをした。

「ありがてぇ……！　黙ってこういう粋な計らいをしてくれるから、俺はお前を気にいってんだ。死人には血も涙もねぇというが、お前を見てるとそうじゃねぇと思えてくるぜ」

「勝手に人を殺すなよ」

　この色黒で声のデカいやつが親おや川かわ。男らしい顔つきと１８０センチ超えの身長で体育会系に見えるが、実際は将棋部部員。さらに、将棋では頭を使うはずなのに勉強ができない。

「まぁいい！　今はとにかく別の重大事件についてだ！」

　息を荒らげ、瞳を爛らん爛らんと輝かせた親川は口火を切った。

「聞いて驚け！　──今日、このクラスに転校生がくる」

「へー」と、興味無さそうに答えたのは中なか友とも。「そうか」と、俺は答えた。

「なんてこったァ！　リアクション薄いぞ、お前ら！　もっと食いついてこいよ！　せめて男か女か、どっちなのか訊きいてくるのが友情ってもんじゃねぇのか？」

「女子でしょ？」

　机をバンバン叩たたいて憤りを露あらわにする親川を、ソプラノの一言で中友は静めた。

「男子が転校するくらいで親川がテンション上がるはずないよ。それに、さっき来てた人は〈清せい納な美少女親衛隊〉の隊員でしょ？　そこから推測すれば女の子だね」

　親川はフッと笑い、砂上の楼閣のように崩れ落ちた。

「名推理だぜ、探偵さんよォ……」

〈清納美少女親衛隊〉とは、その名の通り清納高校に通う美少女を日夜守るために結成された組織──と大げさに本人達たちは言っている。可愛かわいい女の子が好きで、写真を撮ってみたり声援を送ってみたり一方的に信仰したりしている……要するに変態の集まりだ。その絆きずなは強い。親川曰いわく、『下心に勝る絆ナシ』だそうだ。酷ひどい絆もあったものだ。

「四月の中旬に転校なんて、半端な時期だね。急な親御さんの転勤とかかな？」

「……どんな娘こなんだ？」

「よく聞いてくれた、〈死者の顔デスマスク〉！」

　床に大の字に寝転んでいた親川を不ふ憫びんに思って話を振ると、跳ね起きんばかりに変態が復活した。制服からケータイを取り出し、手早く画面を操作しはじめる。

「転校生の写真がある。目ん玉ひんむいてよっく見やがれ！」

「どうやって撮ったんだ？」

「そいつはもちろん、被写体の許可を得ずに、かつ撮影していることを悟られないように細心の注意を払った上、周囲に気取られないような場所から撮影したに決まってらァ！」

　犯罪の臭いがプンプンする！

「中友、１１０番」

　言うと、中友はケータイの操作をはじめた。もちろん通報まではしてないだろう。なんだか話し始めたが、きっと演技だろう。具体的に場所まで話しているが、多分話しているフリをしているだけだと思う。そこまで鬼じゃない……はずだ。

「安心しろ。別にパンチラ、ブラチラ、腋わきチラ、ヘソチラの類たぐいじゃねぇ。普通の写真だ。……クソ。タッチパネルは操作しにくいな」

　例えからして、全然安心できねぇよ──とは口に出さず、買い換えたばかりだと言っていたケータイに四苦八苦している親おや川かわの準備が終わるのを待った。

　親川には黙っておくが、俺は誰が転校してくるのか知っている。昨日、本人から聞いた。しかし、それを言ってしまっては友人の楽しみを奪うことになるだろう。

「──お取り込みのところ申し訳ありません。少々よろしいでしょうか？」

　静かな声が聞こえてきて、俺達たち三人は同時に顔を向けた。すると、突とつ如じよとして親川が主人を迎える駄犬のように飛び上がる。余りの勢いに、俺の机が揺れてペンケースが落ちた。

「ひっ──姫ひめさまァアアアア！　おっ、おはようございます！　ご挨拶をいただき、ワタクシ天にも昇る心地であります！　この世の春たァ、このことです！」

　興奮を隠そうともしない親川に、話しかけてきた女子は冷たい一いち瞥べつをくれる。

「おっしゃるとおり、間違いなく季節は春ですね。皆さん、おはようございます。──それはそうと、一体いつになれば私の名前を覚えていただけるのですか、親川君？」

　我らが二年七組のクラス委員長、小こ日向ひなた蓬ほう子こだ。

　涼やかな目鼻立ちに、小さく引き締めた口元。長い髪は黒く、光を反射するほどに艶あでやかだ。その一本一本が、見み惚ほれてしまいそうなほどに真まっ直すぐでサラサラとしている。

　加えて、常にピンと伸ばした背筋。どこかたおやかな仕草。学年でも上位の学力。大和やまと撫子なでしこというものが現存するのなら、こういう人を言うのかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      

　その立ち振る舞いと切りそろえた前髪の印象から、誰かが『姫さま』というあだ名をつけた。学園随一のクールビューティとして、男女問わずファンが多い。

「それで、ご用のオモムキはどういったものでしょうか──姫さま」

「ですから私の名前はっ……もう結構です」

　言っても無駄だということを悟ったのか、姫さまは小さなため息をついた。

　姫さまと俺達たち三人は、一年のときも同じクラスだった。その時も姫さまは委員長。責任感が強いというか、物好きというか。

　ちなみに、俺は去年、隣の席だったことがある。そのときには何回起こされたか分からない。あまりに起こされるので、一度寝たフリをして姫さまの様子を窺うかがったときがあるが……そのときは、なにやら落ち着かなそうな感じで俺の顔を眺めていた。いつ起こそうかとタイミングを計っていたのだろう。

「先ほどから、親おや川かわ君のおっしゃっている発言の内容が不適切であると苦情が出ています」

　あれだけの大声で盗撮疑惑が濃厚な発言やらパンチラやらを言っていれば、嫌でも聞こえるだろう。念のため、どのような状況になっているのか周囲を確認してみるか。

　ゴキブリを見るかのように蔑さげすんだ顔をしている女子達が、俺の視線に気がつくと怯おびえたように震えはじめる。血の気が引いたような顔色は、ホラー映画でも見たかのようだ。

　今のも、威い嚇かく行動と思われたのだろう。そんなつもりで見たんじゃないのに。そういう顔してるだけなのに。確認するんじゃなかったな……。

「聞き耳を立てていたわけではないのですが、私の耳にもあなたのお声が聞こえました。苦情が出るのも無理のない内容かと思われます。親川君。あなたのご趣味に口を出すつもりはありませんが、もっと高校生らしい健全な生活態度を心がけてください」

「はい！」

　愉ゆ悦えつに歪ゆがんだ顔で親川は答えた。本当に大丈夫かこいつ。よだれ垂れてるぞ。

　姫さまは髪を耳にかけて、腕を組んだ。その動作の一つ一つがどことなく控え目で優雅に見える。これが品性というものなのだろう。

　あら、と彼女は親川が小脇に抱えている俺のノートに視線を止めた。

「親川君。そちらのノートは……」

「〈死者の顔デスマスク〉のノートです！　ワタクシは英語の宿題をしてきませんでしたので、アサハカにもノートを写そうと画策していたのであります！　どうか、この卑いやしい不ふ忠ちゆう者ものにお叱りのお言葉をッ」

　ハァハァと口で息をしながら、恍こう惚こつの表情で説教を懇こん願がんする親川へんたい。手遅れかもしれない。あだ名で呼んだことも許してやろう。病人には優しさが必要だ。

「──私はあなたを追及します」

　姫さまの薄い唇から、冷え切った声が聞こえてきた。声と同じように、瞳も冷たい。切れ長の双そう眸ぼうは、肌を切る永久凍土の突風のような鋭さを帯びている。

「宿題をしてこない怠たい慢まん。他人の力を平然と利用してやり過ごそうとする姑こ息そくさ。その二つだけでも見過ごすことはできません。それなのに、あなたは恩人である内ない藤とう君の人間性を貶おとしめるかのような発言をしています。私にはその発言が我慢なりません」

　言葉は丁寧だが、有無を言わせない重さがある。これこそ、一部の人間が狂喜乱舞するお説教タイム。その一部の代表とも言える親おや川かわが、歓喜に打ち震えている。

「あなたは日ごろから内藤君に色々と力添えを頂いているにも拘かかわらず、することと言えば内藤君に不当な評価を与えることばかり……。彼に謝るべきです」

「そんなことはありません！　〈死者の顔デスマスク〉なんて洒落しやれたあだ名をつけてやったのは、何を隠そうワタクシです！　中学までの内藤のあだ名は〈ゾンビ〉ですよ？」

「きちんと姓名で呼べばよろしいでしょうッ」

　うおぅ……忘れたい過去の傷跡まで触れられ出した……。

「あの……委員長」

　俺が恐る恐る声をかけると、姫さまは糸のように目を細め見下ろしてきた。養豚場のブタを見る目に、怖くて身震いしてしまう。

「──なんでしょうか？」

「宿題は……頼まれたから貸したわけじゃない。俺が勝手にやったんだ」

「その点はもはや問題ではありません。今は内藤君に対しての不穏当な呼称についてのお話をしているのです」

　固い声色で、口早に返される。取り付く島もない、といった具合だ。

「別にいい。気にしてない」

　嘘うそだ。本当はしてる。滅め茶ちや苦く茶ちやしてる。

「だから……もう勘弁してやってくれないか？」

　白はく皙せきの美貌を見上げて、彼女の鋭い視線を受け止める──すると。

「とっ……当事者のあなたがそうおっしゃるのなら、仕方がありませんね」

　三秒もしない内に彼女は下唇を噛かみ、そっぽを向いてしまった。

　女の子から視線を逸そらされることには慣れっこだが、姫さまは特に過敏な気がする。ここまで拒絶の意志を出されると、精神的に辛つらい。

「……前々から思っていたことなのですが、内藤君は他の人に甘すぎます。頼み事をなんでもきいていては、相手の為ためにもなりませんよ。嫌なことは嫌、とはっきり言いなさい」

「……すいません」

　普通に怒られた……。

「話を戻します。注意をしたので、宿題の写しは未遂に終わった──そのように私は認識します。それでも不正行為を続けるおつもりならば、せめて私の目の届かないところでしてください。──それでは、失礼します」

　辞去の礼をして、踵きびすを返す。そのまま立ち去るかと思ったが、意外にも彼女は肩越しにこちらを見てきた。

「……内ない藤とう君。今日はいつもよりお早い登校なのですね。何か、あったのですか？」

　輪をかけて意外な質問がされる。遅刻ギリギリという、日頃の行いが悪いせいか。

「別に……何もないけど」

「そうですか。──今日こそは、授業中の居眠りを控えてください」

　最後に釘くぎを刺して、姫さまは離れていった。つい目で追ってしまう、美しい黒髪が、歩みに合わせて揺れている。

　──姫さまとあの子が別人だとは分かっているのに。それでも、無意識の内に見てしまうのは、きっと姫さまの髪が綺き麗れいだからだろう。そういうことにしておいた。

　しばらくの間ぼんやりとしていた親おや川かわが、ケータイを耳に当てた。

「……俺だ。朝一のお説教を頂いたぜ。今日もダイヤモンド・ダストの眼光と、胸の奥ゆかしさは健在だ。あぁ……黒ニーソに包まれた姫さまのおみ足に踏まれてぇなァ……」

　相手は変態仲間らしい。菩ぼ薩さつのように穏やかな表情が、親川の心境を物語っている。……あと、お説教に胸の大きさと危険な願望は関係ないだろ。

　通話を終えて「ふぅ……」と息をつくと、親川はおぼつかない足取りで自分の席へと戻っていった。

「……中なか友とも。１１９番」

「むしろ病院が来い、って感じだね」

　抜け目なく隠していたゲームを再開しつつ、中友はメガネを押し上げた。

「相変わらず、姫さまは堅物ってくらいに真面目だよね。確か、実家は合気道かなんかの道場だっけ？　今時、道場の経営なんか難しいと思うけど……まぁ、姫さまの稽古着姿を見れるだけでも、入門者は掃いて捨てるほど出てくるかなー」

　俺は一度、親川に姫さまの稽古着姿の写真を見せてもらったことがあるが（入手方法は訊きかなかった）、あそこまで似合う人はそういないだろう。長い髪を結った姫さまの凜りんとした美しさが、よく引き立てられていた。

「きっと厳しくしつけられたんだろうね。あの物腰は一朝一夕じゃ身につかないよ。二次元あつちなら萌もえポイントだったのに。惜しむらくは奥行きの存在だね」

　最後の発言以外は理解できた。

「機嫌……悪そうだったな」

「そう？　僕にはそう見えなかったけど。大小の区別なく不正は見逃さない姫さまが見逃してくれたんだよ？　機嫌が悪いなら、見逃さないのが普通じゃないかな」

　そう言われれば、そうかもしれない。

「あと、面白いイベントも見れたし。……ついに、直接どう思ってるか言うなんて……。ふぅん……こういうフラグかぁ」

「なんの話だ？」

　ニヤつき、中なか友ともがゲーム機を持った手を振る。

「こっちの話だよ、鈍感君」

　こっち……ゲームの話か。いきなり話題が変わったら、答えられなくて当然だ。

「照れ屋で真面目な子は、デレの仕方も不器用なんだよねー」

「話の途中に、ゲームの話を混ぜるなよ」

　チャイムが鳴り、クラスメイト達たちはざわざわと自分の席についていく。

「分かってないね」と首を振る中友と話を切り上げ、俺は頬ほお杖づえをついて窓の外を眺めた。

　窓際の席だけあって、日当たりがいい。姫さまには悪いが、春しゆん眠みん暁あかつきを覚えずといこう。

　怠たい惰だな決意を固めていると、教室の戸が開いて担任がダルそうに入ってきた。

「あー……おはようさん。……あれ？　出席簿、どこやったかなぁ」

　美人で若いのに恐ろしくヤル気のないことで知られる女教師は、どう見ても手ぶらだった。大おお欠伸あくびをしながら、大儀そうにジャージのポケットを探っている。

　出席簿がポケットに入るか──クラス全員の胸の内に、そんなツッコミが浮かんだと思われる瞬間。

　ひょこっ、と。開かれたままだった扉の向こうから、黒い出席簿が差し出された。

「あー……そうか。持っててもらったんだな。ついでだから、そのまま持ってきてぇ」

「扱いが雑！　転校生なのにっ！」

　端たん的てきにして的確なツッコミが響き、出席簿とカバンを手にした女子生徒が現れた。

　それを契機にして、教室の至いたる所から感嘆の吐息が聞こえてくる。

　ライトブラウンの癖のある髪。長くほっそりしつつも貧弱さは感じさせない生命力に満ちた肢し体たい。服の上からでも分かる胸の大きさに引き締まったくびれ。腰からの曲線もモデルのようだ。きめ細やかな脚の肌が目に眩まぶしい。

　小さな顔にある大きな瞳は活力が宿り、見るもの全てを惹ひきつけるような引力がある。通りのいい鼻筋、小ぶりな唇、みずみずしい頬。

　人形と呼ぶには躍動感がある。しかし、人間と呼ぶには造形美の極きよく致ち。

　彼女はフワリとスカートを揺らして、教室に向き直った。

「おはようございますっ」

　開口一番。元気良く挨拶して、ペコリと頭を下げる。

「はじめましてっ！　本日転校してきました、木こ枕まくらコトハです！　これからよろしくね！」

　そう言って微笑ほほえんだ木枕さんに、クラスは割れんばかりの拍手でもって答えた。



「──ほい、全員出席と。連絡は特になし。一時間目は……転校生との親睦を深める、ってことで自習にする。委員長、後は頼むわぁ」

　一時限目が自分の担当する世界史であるのをいいことに、姫さまに丸投げして担任は出ていった。それと同時に、木こ枕まくらさんの席に人だかりができる。同性の強みというか、女子ばかりだ。男子も気になって仕方なそうにそわそわしているが、近づく勇気のあるやつは……あ、親おや川かわがいた。デカい図体して、最前列に陣取ってる。

「木枕さんって、前はどこに住んでたの？　都内？」

「ううん。田舎だよ」

「好きなものは？」

「こたつ！　食べ物ならアイスだね」

「特技とかは？」

「特技はちょ──」

　言い止さして、言葉が途切れる。人の背中に隠れて、彼女がどんな顔をしているのか見えない。それでも、『しまった』みたいな顔をしているだろうことは想像できた。

　……上う手まくごまかせるか？

「ちょ…………チョークスリーパー」

　武闘派！

「絞め落としてください！　その胸を俺の背中に押し付けて、熱い吐息を耳の裏に吹きかけて！　そして、肘の裏に滲にじんできた汗をペロペロしながら気を失いたい！」

「初対面でなんだけど、君は変態だね？」

　そんな親川へんたいを押しのけて、姫さまが人ひと垣がきを割って入っていった。そのおかげで、チラリとではあるが木枕さんの顔を見ることができた。

「ご挨拶が遅れました。私は二年七組のクラス委員、小こ日向ひなた蓬ほう子こと申します。木枕さん、これからどうぞよろしくお願い致します」

　深々と頭こうべを垂れる姫さま。「どうも、ご丁寧に……」と言いながら、つられたように木枕さんも頭を下げた。

「転校されてきたばかりで、何かと不都合なこともおありかと思います。一日でも早く学校に慣れていただけるように、私はもちろんのことクラス全員でお手伝いさせていただきます。お困りになったら、遠慮なさらずにお訊たずねください」

　とても同じ歳とは思えないくらいに、大人な対応だ。この理知的な雰囲気こそ、姫さまが『姫さま』と呼ばれる所以ゆえんとも言える。

　考えてみれば……姫君プリンセスと姫さまが向かい合っているというのは、なかなか面白い構図なのかもしれないな。

　そんなことを思って眺めていると、後ろから中なか友ともが声をかけてきた。

「可愛かわいい娘こだねー。どうして三次元なのか不思議なくらいだよ」

　おや？　二次元オタクでも可愛いと認めたか。

「見た目もいいけど、中身もよさそうだね。営業スマイルにしては、自然すぎる。性格が捻ひねくれてれば、あんなに真まっ直すぐな笑顔は出てこないよ」

「……そうだな」

　ともあれ。何も問題なく、好意的に彼女が受け入れられたのはなによりだ。

「あー……言い忘れてた」と、担任が廊下から顔を覗のぞかせる。

「その転校生と〈死者の顔デスマスク〉は、親戚らしいぞぉ」

　はいっ？

　そういうことで、と爆弾を投下した担任は廊下に消えた。

　一拍の間の後。

「マっ……マジですかァアアアアアアア！」

　親おや川かわの獣じみた声を切っ掛けに、俺と木こ枕まくらさんは問い詰められることになったのである。



「……お疲れさま」

「お互いにな」

　俺と木枕さんは、購買の脇に設けられた喫茶スペースに移動していた。数席のテーブルと自動販売機があるだけの狭い場所だ。昼休み前ということで購買のおばちゃんはいない。

　丸いテーブルに突っ伏して疲労しきっている木枕さんを見やり、俺は自販機に小銭を入れた。ホットのミルクティーを買おうとして思いとどまる。木枕さんは猫舌だ。

　冷たいミルクティーを買い、彼女に手渡した。

「ありがとっ」

　軽く振って、木枕さんはプルタブを起こす。一口飲んで「甘いなぁ……」と、幸せそうに顔をほころばせた。昨日アイスを食べているときにも感じたが、美お味いしそうに飲み食いをする。隣の芝は青い、なんてことわざじゃないが、一口飲みたくなってきた。

　俺もミルクティーにすればよかったかな……。熱い緑茶をチビチビすすりながら、少し後悔をした。

　糖分を摂取して上機嫌になったのも束つかの間ま、すぐに彼女は不満げに唇を尖とがらせた。

「……妙なことになったよね」

　──今は一時間目。俺のクラスは自習ということになっている時間だ。

　担任の女教師による爆弾発言で騒然とする教室から、俺達たちは命からがら脱出した。その足で職員室へ駆けこみ、週刊マンガ雑誌を読んでいた担任を問とい質ただした。曰いわく、

「おっぱいの大きいエロい雰囲気の外国人ぽいお姉ちゃんが、そんなこと言ってた」

　とのこと。百パーセント章しよう子こさんのことだろう。

「手続き、章子姉に任せるんじゃなかったよ。ギリギリ言い逃れできそうなラインを狙ってくるのがタチ悪いよね。遠い親戚なら、小さい時に一度会っただけ、って言えば済むし」

　もしかすると、俺達たちが二人で会話しやすい設定を作ってくれたのかもしれない。結果的に二人きりになることができたわけだから、目もく論ろ見みとしては成功しているか。

　とにかく、だ。二人きりになれた今の内に、確認しておきたいことがある。

「昨日言ってたこと、本当なのか？」

「どのこと？」と、甘い紅茶を飲みながら首を傾かしげてくる。その動作だけでも絵になるというのは、誰にでもできることではないだろう。キョトンとした表情が、無邪気さに磨きをかけている気がする。毎秒がベストショットとはどういうことだ。

　美少女と同席している気恥ずかしさを、俺はお茶を飲むという動作で誤ご魔ま化かした。

「……俺の無表情をどうにかしてくれる、って話だ」



　──昨晩。車で送ってもらい、自宅の玄関前に立つと、誰かが俺の背中をつついてきた。ポケットから鍵を探しながら振り返ると、難しそうな顔をした木こ枕まくらさんがこちらを見上げていた。

「忘れ物でもしたのか？」

　頭を振って、それでも見つめてくる。眉間シワを寄せたしかめ面だが、どことなく可愛かわいげがある。小さい子が大人の真ま似ねをして新聞を読んでいるときのような背伸び感だ。

　不意に──彼女が俺の頬ほおに触れてきた。手のなめらかさに肌が粟あわ立だつ。

　彼女の表情から曇りが消えたような気もする。顔の赤あか味みが増し、瞳は潤み……なんというか、何かをやろうとして躊ちゆう躇ちよしているようなぎこちなさが感じられる。

　この表情に、手を伸ばしているこの状態……まさかキ──。

「ていっ」

　思春期的な妄想は、そんな掛声と共に打ち砕かれた。ついでに、頬には軽い痛みが。

「ろうした（どうした）？」

　木枕さんは答えず、俺の皮膚をぎゅっと引っ張った。

「……もひもひ（もしもし）？」

「どうして、こんなになっちゃったの？」

　甘酸っぱいことを考えた俺がバカだった。〈死者の顔デスマスク〉の話か。

「話すと長いことになる」と、発音しにくいままで答える。

「薄暗い中で見たら、ホントに死体に見えちゃったよ。目も死んでるしさ」

　おっと、失礼だな。

　パッと指が離れた。

「決めた！　その無表情、私が解消してあげよう！　『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その三！　『気になることは捨て置くな──思い立ったら即行動』。続けて、その十四！　『頼られたら、相手が驚くくらいにしゃしゃり出ろ──親しい人間の場合には、頼まれなくても強引に介入すべし』」

「思ったんだけど、家訓多くないか？」

　いくつあるんだろう。全部覚えてるのかな。

「いっぱいあるよ。とにかく──いきなり君を巻き込むことになったわけだし、相棒としてそれくらいはしてあげる。チームを組んだからには、もう親しい間柄だと思うしさ」

「……お手柔らかに」

　木枕さんは「フッフッフ」と不敵に笑い、人差し指で帽子のつばを押し上げた。

「そいつは保証できないな」

　できないかー。

「まぁ、そんな感じで。──バイバイ！　明日からよろしくねっ」

　大きく手を振って、章しよう子こさんの待つ車に向かって走っていく。

　俺は赤い車体が住宅街の角を曲がって見えなくなるまで見送り──それから、自宅のドアに鍵を差し込んだ。



　──これが、昨晩木枕さんと最後に交わした会話の一部始終。

「うん！　もちろん、ホントだよ。大船に乗ったつもりで、私に任せておきなさいっ」

　木枕さんは得意そうに胸を反らした。大きめの胸が突き出される形になり、自然と視線がそっちに──行きそうになるのを自制する。頑張れ理性。

　本心を言えば、彼女の申し出は嬉うれしかった。自分なりに無表情を直すために色々と試みてみたが、何をやっても効果はなかった。ここで第三者の観点から手助けしてもらえるのなら事態は好転──とはいかなくても、今よりは前進すると思える。

「昨日も言ったとおり、巻き込んじゃったのはこっちだしね。少しくらいは──罪滅ぼし、させてもらわないとね」

　罪滅ぼし。その言葉はちょっと重い。

「……訊きいてもいいか？」

「どうぞ？」

「どうして羽は島しまで働いてるんだ？」

「気になる？」

「気になる」

『罪』という単語を使ったからには、木枕さんは俺に負い目を感じていることになる。巻き込んだことが負い目と言ってしまえばそれまでだが……。そんな感情を抱いてまで、どうしてオカルト専門の部署で働いているのか。俺にはそれが気になった。

「そこでないと、生きていけないから……かな」

　そう言った木こ枕まくらさんは両手で缶を持ち、飲み口に視線を落としていた。

「超能力は異質な存在。能力ちからを持っている以上、その存在は当たり前のものじゃなくなる。つまり──超能力なんて存在しないのが当たり前の世界から弾はじき出されちゃう」

　ミルクティーで口の中を潤し、彼女は続ける。

「人は価値観が共有できない人間に対してとっても冷たい。圧倒的多数が共有する当たり前から追い出された少数派は、どう足あ掻がいたって元には戻れない。その当たり前の外にあるのが、非現実的な存在──オカルトなんだよ。私も、そっちの側にいる」

　言われてみれば納得もいく。望むと望まざるとに拘かかわらず、一度異質な存在と認められた以上、異質な存在として生きていくしかないのだろう。自分とは違うものに対して、人間は臆病だと言うことも理解できる。理解できるが受け入れたくはない──厳げん然ぜんたる現実。

「……ごめん」

　辛つらい話をさせてしまった。彼女も辛い思いをしてきたに違いない。配慮が足りなかった。

　頭の悪い自分に嫌になっていると、木枕さんが不思議そうな声を出した。

「なんで謝るの？　ここは、『なんで、俺をそんな世界に引っ張り込んだんだ！』──て、怒るところじゃない？　それで私が、『お許しください、お代官さまっ！』──って泣き崩れる場面だよ」

「……時代劇の見すぎじゃないか？」

「私が時代劇好きなの、よく分かったね」

　自分でお代官さま、って言ってたよ？

　彼女は缶に口をつけながら、嬉うれしそうに目を細めた。

「……甘いね」

「まぁ……ミルクティーは甘いな」

「そっちじゃなくて」と彼女は眉根を寄せて、缶を置いた。

「まぁいいや。さっきは重い話になっちゃったけど、私は超能力自体にはそこまで恨みはないんだよ。超能力者でよかったのかな、って思ってるくらい。そのおかげで羽は島しまに雇ってもらえたし──君を見つけられたんだからさ」

　そう言って、照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「君を探し当てるのには苦労したよ。私の能力ちからは基本的に予知だから、情報を検索するのは得意じゃないんだ。──まぁ、目的のためには仕方ないんだけどね」

　こういう照れ笑いみたいな表情をされると、こっちまで照れてしまう。

　自分の心情を悟られないために飲んでいるとしか思えないお茶をすすり、俺は口調を改めて訊きいた。

「……どうして、俺のことを探してたんだ？」

「え？」

「昨日も教えてくれなかったよな──どうして、俺が君の相棒に選ばれたのか」

「うっ」

『ギクッ』という擬音そのままに、木こ枕まくらさんは妙なポーズで静止した。後ずさりと口を隠すのと耳を塞ぐのを同時にしようとして、中途半端に固まってしまったようなポーズだ。顔には『言うんじゃなかった』と書かれているように見える。

　うわぁ……分かりやすく困ってる。

「そっ……それは、ですね……」

　しどろもどろになりながら、視線を泳がせている。それでも姿勢は維持したままだ。

「確か、俺の魂がどうとか言ってたな？　それが関係してるんじゃないのか？」

　畳みかけると、ダラダラ冷や汗もかきはじめた。まるで容疑者を問い詰める刑事のような気分になってくる。……いい気分じゃないな。

　俺は一呼吸置いて、今度はできるだけ柔らかい口調で頼んでみた。

「……正直に話してくれないか？　ただ、理由が知りたいだけなんだ」

　すると──制服のポケットから小さなメモ帳を取り出して、なにやら書き込みはじめる。どこかで見た光景だ。

「──『顔は温かみの欠片かけらもないのに、無駄に優しい声も出せる』と……」

　思い出した。昨日も、あんな感じで偽造した俺の守備範囲を記録していた。

　何を書いてるんだか……。書き込むような内容でもないだろうに。

　メモ帳を閉じ、木枕さんは観念したかのように、深くため息をついた。

「『木枕家のナイスな家訓』その三十。『隠し事がバレたときには潔く──開き直りはしても言い訳はするな』」

　開き直る可能性は孕はらんでいるが、話してくれる気にはなってくれたらしい。

「でも、約束して」と、深刻そうな顔で指を立てる彼女。

「理由を聞いても……子どもっぽいとか、言わないでね？」

「分かった」

　約束すると、彼女は固く結んでいた唇を動かした。

「──輪りん廻ね転てん生せいって言葉、聞いたことある？」

　唐突に訊きかれ、慌てて頭の引き出しをかき回す。

「確か……魂は何度も生まれ変わる、とかいうやつだろ」

「そう。性別や種族、時代に国境。それらがいくら変わっても、魂の本質は変わらない。そして、生まれ変わりは自分だけがすることじゃない。膨大ともいえる長い魂の旅路を共にする仲間がいるの。その仲間のことを〈ソウルメイト〉、っていうんだ」

「魂の仲間ソウルメイト？」

「〈ソウルメイト〉は魂の絆きずなが強いの。親、兄弟、友達、競争相手……極端に言えば、お互いのことを知らなくても、知らず知らずの内に影響し合うことだってある。いい影響もあれば、悪い影響もあるけどね」

　どうやらスピリチュアルな領域の話へと移行しているようだ。

　俺は別に神さまが絶対にいるとか、生まれ変わりなんかを頭から信用している人間ではない。神さまはいるのかもしれないし、生まれ変わりなんかもあるかもしれない。その程度の考えしかない。どっちつかずと怒られそうだが、大抵の人がそうじゃないだろうか。

　ただ……超能力者が目の前に存在していることは確かだ。そうなると、なんとなく魂も実在する気になってくる。

　とにかく。今は、魂諸もろ々もろが存在すると仮定して、話を聞いておこう。

「魂──命、って言い換えてもいいかもしれないね。生まれて死んで、また生まれて……。命は廻まわるんだよ。だから、輪りん廻ね転生。そのまんまだよね」

「その輪廻転生を繰り返す中に、〈ソウルメイト〉がある？」

「うん。えっと、例えるなら……観覧車みたいなものかな」

　彼女は自分の缶を、円形のテーブルの縁に沿って移動させはじめた。

「このテーブルを観覧車の輪だと思って。それで、缶これがゴンドラ。何人かの人を乗せたゴンドラがこうやって……回るわけでしょ？　これを輪廻転生に当てはめると──」

　手をいっぱいに伸ばしてくる彼女から缶を受け取り、回転を手助けする。

「この輪が輪廻転生のシステム。同じゴンドラの中にいる魂が〈ソウルメイト〉。絆の強さは……席の近さ、ってところか？」

「そんな感じ」と彼女は言って、俺から缶を受け取り一口飲んだ。

「……難しいな」

「漠然としてるしね。私だって、章しよう子こ姉からの受け売りだし。でもさ？　私の能力ちからには、この〈ソウルメイト〉がかなり関わってるから、そうも言ってられないんだよ」

　ここで超能力と繋つながるのか。

「人には相性、ってあるでしょ？　そういうのは、全部魂が決めてるんだって」

「相性を……〈ソウルメイト〉が？」

「うん。〈ソウルメイト〉同士は絆が強い。だから自然と相性もよくなる。逆に相性が最悪な魂もあったりする。私の場合、そばにいる人との相性が良ければ良いほど能力ちからが洗練される傾向にあるの」

「どうしてだ？」

「〈アカシック・レコード〉には、魂でしかアクセスできないから。魂の相性がいい人の影響を、自分に上乗せする感じかな」

　ロケットの噴射剤みたいなもんか。

「私は能力ちからを使うときに別の人格が出てくる。でも、身体からだは私だし魂だって私自身の物がある。つまり、一つの身体に魂が二つある状態」

　彼女は自分の胸を指で叩たたいた。

「だから、私の能力ちからを最大限に発揮するには──私達二人分の魂と相性がいい人間が必要になる。さっき君が言ってた、観覧車の席の近さで例えるなら……私達に挟まれて座ってるような人」

　後半になるにしたがって、声のボリュームが落ちていく。合わせるようにして、顔も俯うつむいていった。

　さすがに、頭のよくない俺でも分かってくる。

「それが俺……ってことか？」

　小さく頷うなずき、上目遣いにこちらの様子を窺うかがってきた。

「……うん。魂は、どんな生き物にもあるからさ？　だから、一番相性のいい〈ソウルメイト〉が人間じゃなかったかもしれないんだ。ミジンコとかミドリムシとか」

「微生物はキツいな……」

　彼女の頬ほおは赤く上気し、瞳は熱っぽく揺れている。そのまま、口寂しいのを紛らわすかのようにミルクティーを口元に運んだ。

「で、でもさ？　私の相手は……君だったわけでしょ？　同じ人間で、同い年で、同じ国で、しかも──男の子。これは、凄すごい確率だと思うんだ」

　指先をもじもじと動かし、木こ枕まくらさんは視線を右往左往させた。

「だからって別に……変に意識するほどでもないよ？　私だって、そんなには……まぁ、ちょっとくらいは色々と考えちゃったけど。でも、気持ちのほうが大事だし……」

　照れ隠しのような笑みでなにやら呟つぶやき、言葉の合間にこっちの反応を盗み見てくる。

　これは……ちょっと反則だろ。

　天てん真しん爛らん漫まんな美少女が、恥ずかしそうにしている姿がここまでときめくとは思わなかった。

「確かに…………凄い、確率だな」

「…………うん」

「…………」

「…………」

　数十秒の沈黙の後。

「……他には？」

　訊きかれて、もう一度頭を捻ひねる。

「なんというか……チームの絆きずなが強いのは、いいことだと思う。それに、チームワークを重んじる気持ちのほうが大事だ、って言うのも正しい」

「……………………へ？」

「魂の仲間ソウルメイトなんだろ？　仲間はチームじゃないのか」

　すると、驚きよう愕がくの表情で口をパクつかせる木こ枕まくらさん。

　解かい釈しやくが間違ってたか？　仲間＝チームという解釈で間違ってないはずなんだけどな。

「まぁ……仲間探しっていうのは、ＲＰＧみたいで子どもっぽいかも──痛ッ！」

　頬ほおに走ったあまりの痛みで、反射的に苦痛を訴えていた。

　木枕さんが、思いきり両頬を引っ張っている。もう容赦ない。指先に入っている力が半端じゃない。あんまり指を立てているから、爪も食い込んでいる。

　痛い痛い痛い！　上う手まく喋しやべれないから言わないけど、マジで痛い！

「……チーム？　ＲＰＧ？　マンガの読み過ぎ、ゲームのやりすぎじゃないの？」

　眼前に迫った美少女は、目を吊り上げて眉をピクピク動かしている。その背中と瞳の奥には不動明王ばりの劫ごう火か。

　あ。死ぬかも。

「失礼だね、君はッ！　あー、もうッ！　緊張してたこっちがバカみたい！」

　キャンキャン喚わめき、指をむやみやたらに動かしまくる。

「お……おふぃふへ（落ち着け）」

「これが落ち着いていられるかーっ！　バカ！　鈍感！　〈死者の顔デスマスク〉！　パンツ一枚だったくせにッ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　パンツ関係ねぇ！

「私がどれだけ苦労したか！　私がどれだけソワソワしたり、アタフタしたか知らないんだからーっ！　これも章しよう子こ姉が変なこと言うからいけないんだっ！　あんな風に言われたら、なんか気になっちゃうのはしょうがないでしょーッ！」

　後半は何を言ってるのか分からなかったが、今は陸地なのに船酔いしてしまいそうな揺さぶりを止めることを最優先にしよう。

　彼女の手に触れた瞬間、ピタリと動きが止まった。

「……ほめん（ごめん）」

　涙目で唇を尖とがらせている木こ枕まくらさんに謝罪する。まさか、子どもっぽいと言っただけでここまで怒るとは思わなかった。相当、子ども扱いされることが嫌らしい。

「……許してほしい？」

　首しゆ肯こうすると、ぶすっとしたままの彼女は条件を提示してきた。

「私のこと──下の名前で呼んで」

「………下の名前で？」と言ったつもりだが、伝わっただろうか。

「うん。一応、親戚って設定だから不自然じゃないでしょ？」

　見ている間にも、顔の赤さが増していく。怒り心頭が止まらないようだ。

「それとも、下の名前で呼んだら……マズい、かな？」

　間近に迫る赤面した美少女が、軽く俯うつむいて訊きいてくる。どことなく、瞳の潤み具合も進んでいるように思えた。

　確かに、親戚なら名字で呼び合うのも妙だ。彼女の提案は尤もつともなことだと言える。

　俺は首を横に振って、問題ないことを示した。

「ホントに？　女の子と一緒にいるところを見られて、こ、困る相手とか……いないの？」

　母さんくらいだな。あの人は、文化祭のフォークダンスで女の子と踊っていた俺を見ようものなら、その日の晩から一週間に亘わたって赤飯を炊く人だ。

「つ……付き合ってる人……とか、さ？」

　そういうことか。彼女なりに気を使ってくれたらしい。もし俺に付き合ってる相手がいたら、色々と具合が悪いだろう──そんな風に配慮してくれたと見える。

「そんな相手はいない」

「じゃあ……す、好きな人、は？」

　鼻先がぶつかりそうな距離まで近づいてきた彼女に、「いない」と答える。

「それじゃ、彼女も好きな人もいないんだね？」

　頷うなずくと、やっとのことで拘束を解いてくれた。

　そのまま、彼女はブレザーのポケットから小さなメモ帳を取り出してペンを走らせる。

「──『内ない藤とう優ゆう一いち、現在はフリー』と……」

「メモるなよ」

「やだ」

　ハッキリ断られた……。

「それじゃさ。改めて、よろしくね──優一っ」

　そう言って、彼女は手を出してきた。しかし、その手は握られている。昔のヤンキーが友情を確かめるために、互いの拳を合わせるのをドラマで見たことがあるが……そういう熱い展開が好みなのだろうか。

「よろしく。コ……」

「コ？」なんて言いながら、彼女はニヤニヤしている。

　俺は視線を逸そらしながら、拳を突き合わせた。

「──コトハ」

　無性に恥ずかしい。思えば、下の名前で女子を呼ぶのは……あの子以来だ。十年近いブランクのおかげで、上う手まく感覚が掴つかめない。

　羞しゆう恥ち心しんに身み悶もだえしそうになっていると、木こ枕まくら──いや、コトハがぶつくさ言うのが聞こえてきた。

「──『私の名前をはじめて呼んだときでも、顔色一つ変えない』と……」

　凄すごいな。俺の面の皮。

「さっきのは、お仕置きと顔のマッサージを兼ねてたんだけど──効果はあったかな？」

「痛い。……あと、なんか熱い」

　不平を漏らすと、コトハが急にミルクティーの缶を頬ほおに押し付けてきた。

「ちょっと温ぬるくなってるけどさ。少しは冷えた？」

　どうしてこう、躊躇ためらいがないんだろう。人の警戒を易やす々やすとかいくぐり、なんでもないことのように触れてくる。こうするのが当たり前だ、と言わんばかりの行動力だ。

　缶は冷えていると言い難がたい。元から彼女の体温が微量ながらも移っていたし、触れている時間に比例して俺の体温で温かくなってしまう。

　それでも気がつけば「冷えてきた」と、言ってしまっていた。

「へへへっ！　それじゃ、こっちもね」

　ニコッと笑顔を見せて、もう一方の頬に缶を移動させる彼女。もうすっかり人肌になってはいたが、任せることにした。拒否をする気になれない。この感覚は、年端もいかない子どもがじゃれついてくるのを無下にできない感覚に似ている。

　なんか……妹ができたような気分だな。怒ったり笑ったりで忙しい妹が。



　先にも言ったが、今は授業中。騒然となった教室から逃れ出てきたとはいえ、いつまでも隠れてはいられない。

『小さい時に一度会ったきりで、今まで連絡を取ったことはなかった。今回この学校に引っ越してきたのは、全くの偶然である。人生って不思議だね』

　という方向で話を合わせ、コトハと一緒に教室へ戻る。

　戻ると、授業中だというのに教室から飛び出したことを姫さまにこっ酷ぴどく怒られた。

「──ですが、先ほどの皆さんの態度にも問題があることは事実です。もう少し、質問される側の立場を考えて、交流を図ってください。……よろしいですか？」

　そんな風にクラスメイト達たちをたしなめることも忘れない姫さまは、担任よりも担任らしく見えた。本当の担任は、授業サボってマンガ読んでるような人だし。

　さて、それからのことは……よく覚えていない。今朝の決意通り、『春しゆん眠みん暁あかつきを覚えず』を誠実に実行したおかげだ。

　うつらうつらしたままで見たところ、コトハは天才タイプらしい。数学の板書のとき、数式をすっ飛ばして答えだけを書いたときには、教師が驚くやら呆あきれるやらで絶句していた。しかも、天才らしく解説が上う手まくない。

「ここの数字をクルッとしてガシッとさせてからポーンすれば、暗算だけで答えは出ます」

　だ、そうだ。計算に擬音を使う文化がどこにあるのか知りたい。

　休み時間になる度にコトハの席には人だかりができ、そのおこぼれがちょろちょろと俺のところにもやってきた。おこぼれ──女子の間に入っていく勇気のない男連中だ。

　普段の〈死者の顔デスマスク〉っぷりが功を奏そうしたというべきか、その量は微々たるものだったが、俺は辟へき易えきしてしまった。囲まれたり、注目を浴びたりするのは苦手なのだ。

「内ない藤とうはこういうの苦手なんだから、あんまり囲まないでねー。緊張して、もっと黙りがちになっちゃうから。……ホント、なんで二次元の美少女じゃないのかなぁ」

「情報は俺が責任を持って、独占する！　気が向いたら教えてやるから、引っ込んでやがれ！　ところで内藤！　木こ枕まくらさんは今日、どんな生地で何色のパンツを穿はいてんだ？」

　中なか友ともと親おや川かわが気を利かせて防波堤になってくれたのが、本当に助かった。あとで何かおごることにしよう。それと、よく分からない主張は聞こえないフリをした。



　昼休みになると同時にコトハがやってきて──両りよう頬ほおを引っ張られた。

「優ゆう一いち、ご飯一緒に食べようよ！　『分かった。代金は俺が持つ』──え、ホント？　『ああ。男の財布は、女の為ためにあるようなもんだからな』──やだ、カッコいい……」

　勝手に口を動かされた上に、ノリノリでアフレコされる。これも治療の一環なのかな。

　財布が話に出るということは、弁当は持ってきていないらしい。となると、購買に行くか学食に行くかだ。どっちにするか……。

「ハイ、立った立った！」

　考えあぐねている内に、両手を掴つかまれて強制的に立たされてしまった。

　周囲から好奇の視線で見られていることを自覚しつつ、平気な顔をして手を引っ張るコトハに、目的地を訊たずねる。すると、「学食」という答えが返ってきた。

「さっき聞いたんだけど、ここの学食のラーメンはすっごく美お味いしいらしいんだ！　だったら、記念すべき一食目はそれにしようと思って」

　清せい納なの学食はレベルが高い。それを学校の売りの一つにしている節もあるくらいだ。聞いたところによると、清納の創設者が食に一家言ある人だったとか。そのおかげで、学生達たちは少ない出費で上質な昼食をとれるのだから、ありがたいことだ。

「分かった」と答えてから、ふと気付く。

「猫舌じゃなかったか？　ラーメンは熱いぞ」

「……ッ！」

　衝撃が走った表情で、額に汗を浮かべるコトハ。『美味しい』という情報が、自分の『猫舌』という情報を上回っていたのか。熱い食べ物が苦手なことを忘れていたらしい。

「が……頑張る！　薦められたからには、頑張って残さず食べる！」

　そんなに切せつ羽ぱ詰まった顔で宣言しなくてもいいのに……。

　コトハに手を引かれたまま、教室を後にする。出がけに、中なか友ともと親おや川かわには学食に行くことを伝えておいた。そういえば、あの二人以外の人と昼食を取るのは久しぶりだ。

「優ゆう一いちって、いつも学食なの？」

「いや……いつもは弁当。ちょうど母さんが出かけててな」

「ふぅん。お母さん、か……」

　コトハは目を伏せた。

　その、どことなく思うことがあるような仕草に対して「どうした？」と声をかけると、

「別に？　ただ、相棒はマザコンなんだなぁ──って思っただけ」

　失礼なことを言われた。心配して損した。

「ちなみに。私は料理、得意だよ？　今日は面倒だったからしなかったけどね」

　ただでさえ、コトハは目立つ。アイドルなんかお呼びじゃない顔立ちに、出るとこは出ていて引っ込むところは引っ込んでいるスタイルの良さ。その出るとこだって、悪目立ちするほど出ているわけじゃない。あくまで私見になるが、理想的なバランスだと思う。

　そんな美少女が、無愛想な顔をした男子（つまり俺だが）の手を引っ張って歩いているわけだ。廊下は人目も多いから、教室よりも注目を集めてしまうのは道理。

　正直手を離してほしい……が、この屈くつ託たくのない笑みを向けられると何も言えなくなってしまう。どうしたものかな。どうにもならないか。諦めよう。

　遠慮のない視線に晒さらされたまま、学食に到着。券売機で日替わり定食（今日はエビフライ定食だった）を買い、行列に並ぶ。ちなみに、コトハはチャーシューメン。

　驚くべきことだが、食券を置いてラーメンを受け取るまでの間に、コトハは対応してくれたおばちゃんの家族構成から最近膝の関節痛が酷ひどいこと、今日の昼に放送しているドラマの録画予約を忘れてきたことまで聞き出してしまった。

　その甲か斐いあってか、「チャーシューおまけしてっ」とさりげなく付け加えられたオーダーはすんなりと受け入れられて、通常より二枚も多かった。

　屋内に空いている席が見当たらなかったので、屋外のテラス席へと向かう。そうして空いていた四人掛けのテーブルに腰を落ち着けるが……気持ちのほうは落ち着かない。露骨な野や次じ馬うまの目がそわそわさせる。

　コトハは気にしていないのか、手を合わせて「いただきます」と言うと、箸をとった。

　これでもかとばかりに麺を冷ますコトハから視線を動かし、俺は視線を向けてくる連中を見返す。この感じなら……三十秒もあればいいだろう。

　ゆっくりと時間をかけて視線を動かしているうちに、こっちを見てくる輩やからはほとんどいなくなっていた。多くの生徒が、青い顔で箸やらスプーンを黙々と動かしている。

「……何したの？　呪いでもかけたの？」

「見ただけだ。呪いも睨にらみもしてない」

　人を不安な気分にすることこそが、〈死者の顔デスマスク〉の真骨頂。

　何を考えているのか分からない。でも見てくる。意図が見えない。気持ちが不安定になる。不気味だ。怖い。そういう連想ゲーム。

　理屈を説明すると、コトハは柔らかな笑顔を浮かべて自分の皿をおしやってきた。まるで雲間から差し込んだ陽光──天界から舞い降りた聖母のような慈愛に満ちた微笑ほほえみ。

「半熟たまご、食べていいよ」

　聖母の同情は、安いのか高いのか、筆舌に尽くし難がたいものがあった。

　礼を言って、口に運んだたまごは……何な故ぜか物悲しい味がした。

「やっぱり──（ちゅるんっ）ひゅういひのれすますくふぁ……」

「食べながら喋しやべるなよ。消化に悪い」

　黙って、コトハは一生懸命咀そ嚼しやくする。素直でよろしい。

　味はどうか訊たずねると、「美お味いしい！」という元気な答えが返ってきた。

　こんな笑顔を見せられたら作り手冥みよう利りに尽きるだろう。

「やっぱり、優ゆう一いちの〈死者の顔デスマスク〉は異常だよ。これは一刻も早い対応が望まれるね。どんな方法で直せばいいのかな……電気ショックとか？」

　しかつめらしい顔をして、レンゲでスープをすするコトハ。

　物騒なことも言っているが、真剣に悩んでくれている。なんだか申し訳ない気分だ。

「……悪いな。厄介な体質で」

「別にいいって。昨日も言ったでしょ？　巻き込んだのはこっちなんだからさ。優一はもっと堂々としてればいいんだよ」

「いや……俺の場合は仕事とかじゃなくて、ただの──ワガママみたいなもんだからな。ワガママのせいで、迷惑をかけるのは気が進まない……ん？」

　コトハの箸の動きが止まっている。俯うつむいているせいで、表情は読み取れない。

「自分のせいで他の人に迷惑をかけるのはワガママ……か。そうだよね」

「どうかしたのか？」

「──ううんっ。なんでもない！」

　パッと顔を上げて、コトハは明るく微笑ほほえむ。

　……？　一瞬、暗く見えたのは気のせいか。

　首を捻ひねりながらも、エビフライを口に運ぶ。狐きつね色いろの衣を噛かみ切った音が、聴覚から食欲を刺激してきた。エビの身の適度な甘さとプリプリとした食感が、またなんとも言えない。タルタルソースとの相性も抜群。身の大きさも満足できる。コレが二つもあるのはお得だ。

　グルメリポーターにでもなった気分でエビを堪能していたら──コトハがこっちを凝視していることに気が付いた。正確に言えば、俺の箸の先を。

　……いやに物欲しそうな顔をしてるな。

　試しに箸を動かしてみると──エビフライを視線で追い掛けてきた。最初は視線だけだったのに、段々と口まで開いてくる。最終的には、エビフライを食べた俺と同じ口の動きをするまでになった。これはちょっと面白い。

「美お味いしそう……」

　予想通りの感想を言って、コトハは恨みがましそうな視線で見つめてきた。

「食べたい！　ちょうだい！」

　これまたド直球な要求。

「いいでしょ、減るもんじゃないし！」

「いや、減るだろ。……自分の（ラーメン）を食べなさい」

「教え諭さないでよ」

　彼女は未いまだに湯気の立つラーメンにしかめ面を向けた。

「美味しいけど……熱いの」

　それに、とコトハはイジワルそうな笑みを顔に張り付けた。

「どうせ私はワガママだしさッ。ここまできたら、とことんやってあげるよ！」

　とことんって、どこまでだよ……。

　俺は頭をかいた。何か失言してしまったようだ。子どもっぽいとは言ってないのだが、さっきのワガママうんぬんの一言が気に触ったのかもしれない。

「半熟たまご……貰もらったしな」

　このまま不機嫌でいてもらいたくもないので、皿をコトハのほうに向かって押しやった。

　すると──コトハは箸を置いて、テーブルに両手をついた。

　それから小さな口を開いて、彼女は目を瞑つぶる。

「あ～ん……」

　…………え？　俺が食べさせないといけないの？

　餌え付づけを待つヒナ鳥のように、Ｏの字になった唇。ぱっくりと広げていても、柔らかな唇が急せかすように動く。うっすらと赤あか味みを帯びた頬ほおが、やっておきながらも恥ずかしさを感じていることを知らせてくる。長いまつ毛も微かすかに震えていた。

「はやく……」

　咎とがめるかのように眉根が寄せられる。鼻にかかった声が甘えるような、じれったいような響きを持って理性を揺さぶってきた。

　本当にとことん攻めてきたな……いかん。緊張してきた。

　ただエビフライを食べさせるだけだというのに、心臓がバクバク言い出した。そんな風に俺がたじろいでいる間にも、コトハのぷるんとした唇が更に近づいてくる。

　手の震えを押さえながら、食べかけではない方のエビフライを口の中に入れてやる。並びのいい白い歯で衣を噛かみ切られた瞬間、『サクッ』という小気味のいい音が耳に届いた。

　よほど美お味いしかったのか、コトハはニコニコしながら口を動かしている。

「やっぱり、誰かに食べさせてもらうと一味違うね。……へへ」

　こういう天てん真しん爛らん漫まんな笑顔には弱い。何をされても「まぁいいか」と思えてしまう。

「……それはよかった」

　自分に可愛かわいい妹でもいれば、こんな感じなのかな──なんて考えるのは気持ち悪いか。

「──お食事中失礼します」

　突とつ如じよとして、冷気を帯びた言葉が断頭台の刃の如ごとく落ちてきた。

　この声は……！

　コトハもただならぬ雰囲気を感じ取ったのか……笑顔のまま、冷や汗を流している。

　俺達たちは、恐々と声の主を見上げた。

　腕を組み、流れるような黒髪を春のそよ風になびかせている人物。怜れい悧りな美貌は冷たく、視線は──友人の言葉を借りれば、ダイヤモンド・ダストの眼光。

「内ない藤とう君。木こ枕まくらさん。私はあなたがたを追及します」

　いつもの宣言を口にして、姫さまは二の句を継いだ。

「お二人は公共の面前で、何な故ぜ破廉恥な行為をされているのですか？」



「──お二人が御親戚である旨は存じあげています。二人きりで昼食をとる理由にもなりましょう。ですが、先ほどの行為はとても容認できません。風紀を乱すような、ふ……ふしだらな行動は慎んでください。──よろしいですか？」

『……すいませんでした』

　腰をおろした姫さまのお説教に、俺とコトハは声をそろえて反省の意を表す。

　姫さまはほっそりとした指を唇に当てると、一層厳粛な声色で重ねて訊たずねてきた。

「それとも……お二人はすでに、お付き合いをされているとでもいうのですか？」

　そんな浮ついた話を振ってくるのは意外だな──と思ったのは、数秒のこと。清せい納なが校則で男女交際を禁止していることを思い出して、質問の意図が分かった。校則違反はしてないか、ということだ。

　唇をきつく噛かんだ固い表情なのに、目元が桜色に染まっているように見える姫さまに、俺は否定の意を示した。

「そんなワケない。ただの親戚──なにふるんら（なにするんだ）？」

　ほっぺたをつまんできたコトハをジロリと見やる。コトハは急角度に眉を吊つり上げ、口を尖とがらせていた。

「なんかむかついたの！」

　なんかってなんだよ……。

「……事情は呑のみ込めました。お二人は、あくまでも御親戚ということで仲がよろしい──そういうことでしたら、問題ないでしょう。安心しました」

　幾分か和らいだ様子の姫さまは、小さな包みを手にしていた。

「お昼をご一緒してもよろしいでしょうか。ゆっくり木こ枕まくらさんとお話をしたいのです」

「いいよ。優ゆう一いちもいいよね？」

　俺は頷うなずいた。姫さまのことだ、担任が頼りにならない分、転校生が学校に慣なれるように手助けしたいと考えているのだろう。

「……下のお名前で呼んでらっしゃるのですね」

「うん！」

　切れ長の視線が、射殺すように飛んで来る。

「内ない藤とう君もそうなのですか？」

「親戚だしな」と誤ご魔ま化かし、俺はみそ汁を啜すすった。

　こういうときに無表情というのは便利だ。感情を殺せば、大抵の嘘うそや冗談は事実のように聞こえてしまう。あまり褒ほめられた特技（？）ではないが、この際仕方ないだろう。

「あのさ。小こ日向ひなたさんのことも下の名前で呼んでもいいかな？　名字で呼ぶのって、他人行儀な感じがして苦手なんだ。その代わり、私のことは好きに呼んでくれていいからさ」

　すると、姫さまは唇を噛みながら、視線を逸そらした。

「は……はい。お願いします」

「それじゃ──蓬ほう子こちゃん、お昼ごはんそれだけで足りるの？」

　見れば、姫さまの昼食は自作と思われるおにぎりが二つ。大きさも、コンビニに並んでいるおにぎりよりも一回りは小さい。

「それだけじゃ、おなか空いて倒れちゃうよ？」

「大丈夫です。いつも、この量ですので」

「ダメだよ！　育ち盛りなんだから、もっと食べないと」

　世話の焼きかたが、いかにもおばあちゃん子らしい。

　だが、コトハでなくても心配になる量だ。素人目でも栄養面も足りているとは言い難がたい。ダイエットでもしてるのか？　スレンダーな姫さまに、そんな必要はないと思うが。

　すると、コトハが姫さまのすぐ隣に椅子を移動させて、チャーシューメンの乗ったトレイも同じように近づけていった。

「あ、あの……木こ枕まくらさん？」

　姫さまの顔に、困惑の色がうっすらと浮かぶ。微々たるものだが、確かな変化だ。彼女にしては珍しい。

　そんな姫さまの横で、コトハは麺を箸でつまむと、口をすぼめて軽く息を吹きかけた。その冷ました麺を、姫さまの口元へと持っていく。

「はい。あ～ん」

「は、はい？」

「熱くないから大丈夫だよ。口、開けて？」

　安心させるような人懐こい笑顔で、もう一度「あ～ん」と口を動かすコトハ。

　対して姫さまは、助けを乞うかのように俺のほうを見てきた。さっきよりも、狼ろう狽ばいしている気がする。コトハのコミュニケーション術に戸惑っているらしい。

「付き合ってやってくれ。コトハの家の家訓なんだ。えっと……」

「『木枕家のナイスな家訓』その三！　『気になることは捨て置くな──思い立ったら即行動』。続けて、その十四！　『頼られたら、相手が驚くくらいにしゃしゃり出ろ──親しい人間の場合には、頼まれなくても強引に介入すべし』！」

　コトハの自慢げな顔から、姫さまの困惑ぎみな顔へと視線を戻す。

「つまり……委員長の食事が気になったから、強引に介入してるんだ」

　噛かみ砕いて説明すると、コトハがぷんすか怒りはじめた。

「その言い方はおしつけがましいよ！　失礼だね、優ゆう一いちは！」

「家訓をかいつまんで説明しただけだけど……」

「他人の家の家訓なのに、『強引に介入』って言いかたはマイナスイメージでしょ！」

「……すいません」

　分かりやすく解説したのに怒られた……。

「──というわけだから、はいっ」

「……わ、わかりました。ご厚意に甘えさせていただきます」

　観念したのか、姫さまは元からシャンとしている背筋を更に正した。髪を耳にかけて、恐る恐る顔を寄せていく。薄い唇がかすかに開き、黄金色の麺を口にふくむ。口と麺が触れ合う一瞬──こっちの様子を確認するように、姫さまの瞳がこちらを向いた。

　その目は何な故ぜだか軽く潤んで見えて、俺は原因不明の動どう悸きを覚えた。

　……なるほど。「あ～ん」は、見ているだけでもドキッとしてしまうものなのか。勉強になった。確かにこれは風紀が乱れる。

「美お味いしい？」

　不安げな顔で訊きいてくるコトハに、姫さまは品良く口元を手で隠しながら答えた。

「……とても、美味しいです」

「よかった！　それじゃ、次はチャーシューね」

「もうこれ以上頂くには……それに、お肉は高価ですよ？　勿もつ体たいないです」

「大丈夫だよ！　確かに昔の私は、チャーシュー一枚を賭けておばあちゃんとケンカしたこともあるけどね。今の私は、お高いお肉を誰かと共有したいと思っているのさ！」

「…………」

　なんだこのノリは。チャーシュー一枚が、まるで高級食材の扱いだ。

　高校生の懐事情では『ラーメンにトッピングをつける』か『麺を大盛りにする』かのどちらかを取る人が多いだろうが……二人ともちょっと大げさじゃないか？

「蓬ほう子こちゃん。あ～んして？」

　今度はチャーシューが運ばれていく。姫さまはと言えば、先ほどよりも顔を桜色に染めていた。それから繰り返されたことは同様。

「……どうかしたのか？」

　食べる直前に二度も行われたチラ見が気になり、姫さまに訊いてみる。

　すると、彼女は目を伏せた。

「いえ。ただ、その……男性に、食事を見られるのが……恥ずかしいのです」

「恥ずかしい？」

「それも、誰かに食べさせてもらっているところなんて……はしたないですから」

　固い表情と、ほんのりと上気した頬ほおのギャップが──いい意味で凄すごい。

　これは……大分奥ゆかしいな。羞しゆう恥ちの概念が乙女にすぎる。なんというか……。

「萌もえた！」

　いや、俺が言ったんじゃない。コトハだ。勢いよく立ちあがり、メモ帳片手に弾はじけんばかりの笑顔をしている。

「この気持ちが『萌え』ってやつだね？　分かったよ！　なんか、こう……上手に言えないけど、キュンとしちゃった！」

　しちゃうなよ。しちゃったとしても、大きな声で言うことじゃないぞ。

「えっと……『ふわふわしてると同時に、胸をチクチクと刺してくる』──ううん、違う！　これじゃ、冬にセーターを着たときの表現だよ。なんて書けばいいのかな……」

「例えがよく分かりません。……それよりも、何を書かれているのですか？」

「蓬ほう子こちゃんの情報に、『萌もえ』を追加してるんだよ？」

　ビクッと肩を震わせて、姫さまが唇を噛かんだ。

「や……やめてくださいっ」

　確かに、セーターはふわふわしてるし時々静電気でチクチクするな──なんて思いながら、俺は美少女二人が談笑（？）している光景を眺めた。

　……コトハに一口あげたエビフライを食べたことで、結果的に間接キスとなってしまったことは黙っておくことにしよう。一応、念のために。



　休み時間終了のチャイムが鳴る少し前に、俺達たちは学食を後にした。コトハと姫さまの後ろにつき従い、騒々しい廊下を進む。

　ざわつきの質が違う。取りとめのない騒々しさではなく、何か対象が限定された騒がしさだ。年末の空港にトップアイドルが二人現れた、と考えてもらえればいいだろうか。

　そんな美少女二人組から若干の距離を置き、俺は無関係のフリをして後に続いた。

「申し訳ありません、木こ枕まくらさん。本来でしたら、放課後にでも校内をご案内したいのですが……すぐに帰宅しなければならないのです」

「気にしなくてもいいよ。何か用事でもあるの？」

「はい。私の家は合気道の道場を開いておりまして、生徒さんの指導のお手伝いを」

「それじゃ、先生なんだ！」

「いえ、先生は父です。私には、初心者の方や小さいお子さんの稽古を見てさしあげるくらいしかできません。まだまだ未熟ですので」

「それでも凄すごいよ！　カッコいいなぁ～」

　目を輝かせて褒ほめ称たたえてくるコトハに、姫さまは柔らかい眼まな差ざしを送っている。同じ食卓を囲んだ効果はあったらしい。普段の堅苦しさが僅わずかながら取れたように見える。

　今にも姫さまの手を握って歩きだしそうなコトハが、思い出したように言った。

「そういえば、さっき見えたんだけどさ。蓬子ちゃんのケータイについてるストラップ、『アームストロングさん』だよね？」

「ご存じなのですか？」

　心なしか嬉うれしそうな声で言って、姫さまは制服からケータイを取り出した。そこには、ピンク色をしたキャラクターの小さなフィギュアがぶら下がっている。

「やっぱり！　私も昔、ぬいぐるみ持ってた！」

　そのキャラクターの名前なら聞いたことがある。大きな耳に短い手足、丸っこい体型。それだけなら癒いやし系のデザインなのに、死んだように無気力な目が全てを台無しにしている。そんな、購買意欲がそそられないウサギの名前がそれだった。

　確か、俺の家にもぬいぐるみがあったはずだ。姉さんのお気に入りだった。理由は──『弟おれと目が似てるから』だそうだ。嫌な理由だ。

「愛らしいですよね。生産中止になってしまったのが残念でなりません」

　アレを……愛らしいと？　俺が言うのも悲しいけど、目つきが酷ひどいぞ？

　美少女二人に意識を取られていると、ズボンのポケットに入れていたケータイが震えた。着信かメールがあったらしい。画面に視線を走らせる。

　メールだ。差し出し人の名前は、時とき枝えだ章しよう子こ。

　件名はたったの一言。

『仕事よ』



    

  
    
      


第三章





　仕事。そう言われて思い出されるのは、昨日の仕事についてだ。

　あの時点では、ひったくり犯を捕まえることと羽は島しまグループのビジネスとがどう繋つながるのか、考える余裕もなかった。しかし、今朝のニュースを見て「もしかしたら」という考えも浮かんでいる。

　未来を変えること──相棒コトハは、仕事の内容をそう表現していた。

　コトハの能力ちからは〈未来予知〉。何十億通りもある未来が見えるとしたら、その中から羽島グループに有益となる未来も見えるはず。

　章子さんに言われて、俺が伝えたセリフ。今朝のニュースで流れていた、会長の言葉。それらを踏まえて考えると、おおよその見当がつく。

　吸収合併を円滑かつ合理的に行うために、発言力のある会長の一言が必要だった。だからこそ、高齢の彼が健康である内に決断をしてもらわなければならなかった。残された者の間で意見が割れて、会社の方針がブレる前に。そういうことなのだろう。

　回りくどいかもしれないが、威圧や脅迫するよりはよっぽど効果がありそうだ。現に老人はかすり傷一つ負わず、自分の意志で合併を承諾している。

　今回の騒動の裏に超能力者が暗躍していたなんて、一体どれだけの人間が気付くだろうか。恐らく、ほとんどの人が思いもしないだろう。批評家やコメンテーターが、自論や独自の見解をしている様が目に浮かぶ。きっと、そのどれもが間違いではないのだろう。

　だが、決して全てではない。

　何な故ぜなら、超能力があるのが当たり前の世界で議論しているわけではないから。

　──そんなことを、俺は午後の授業中にぼんやりと考えていて、おかげで国語の授業で指名されたとき、教科書のなんページから朗読すればいいのか分からなかった。



　放課後になり、俺とコトハは連れ立って校舎を出た。ちなみに今週は掃除当番だったのだが、急用があるのを言い訳にして免除してもらった。

「もう桜の季節も終わりだね」

　コトハが舞い落ちる桜の花びらを視線で追いながら、感慨深そうに言った。

　清せい納な高校の名物と言われる、正門へと続く桜並木も今では葉桜になりつつある。足元に広がる花びらは、春の名残りとでもいえば詩的だろうか。

「満開のときに来たかったなぁ。綺き麗れいだったでしょ？」

「ああ。……でも、一番見応えがあるのは、グラウンドのほうにある桜の樹だな」

　そう言って、並木の向こうに見えるグラウンドに視線を動かす。

　野球部や陸上部が青春の汗を流している景色の隅に、一本の桜の樹があった。ここに並んで植えられた木々よりも幹が太く、その樹齢を感じさせる。聞いた話では、学園が設立される前からあったのだそうだ。

　そう説明したら、コトハは「ご神木みたいだね」と信心深いことを言った。

「学校の歴史を見守ってきた桜の樹かぁ。だったら、もうちょっと大切にしたほうがいいよね。……あれ、何部の人たち？　枝にタオルとか引っかけてるよ？」

　コトハは幽霊みたいに虚うつろな顔をして、手をプランと下げてみせる。

「バチ当たるかも……ふふふ」

　コトハが見たのは陸上部の連中だが、俺も体育のときに何度か物干し竿代わりに使ったことがある。太い枝が、背を伸ばしたところにあるおかげで何かと便利なのだ。

　バチ当たるのは勘弁してほしいな──と思って、深みにはまる前に話を変えた。

「中学の時は何部だったんだ？」

　見た目の印象で判断すると、コトハは運動神経がよさそうだ。サッカーでもバスケでも陸上競技でも、嬉き々きとして走り回っている映像が容易に想像できる。

「部活はしてなかったよ。バイトがあったからさ」

「羽は島しまのか」

　だとすれば話も分かる。今みたいに呼び出されることに備えていたのだろう。

「違うよ。お肉屋さんと八百屋さんと中華料理屋さん」

「そんなに？」

「うん。毎日、どれかはやってたね」

　そう言って、コトハはバツが悪そうに笑った。

「『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その一。『働かざる者食うべからず──お金がなければ知恵と根性』──なんて言ってるけど……要するに、木枕家は貧乏だったんだよ」

　自慢にならないよね、と苦笑して付け足した。

「そう……だったのか」

　想像がつかない。中学時代の俺には、バイトをしようという発想すらなかった。第一、働く必要性がなかった。高校に進学したときに働いてみようかとも思ったが、接客向きの表情ができないことに気付いて断念した記憶がある。

　裏を返せば……働かなくても生きていけるから断念できた、ということになるか。

「ハイ、黙りこまない！」

　注意と同時に、片方の頬ほおが引っ張られる。

「過去の話だよ。今は羽は島しまで働いてるから、人並みの生活にはなってるって」

　そういうコトハの口調は、後ろ暗さのないサバサバとしたものだった。

「それにさ？　優ゆう一いちが想像してるような、切せつ羽ぱ詰まった貧困生活をしてたわけじゃないよ。『今日こそ、借金耳を揃そろえて返してもらおうか！　じゃなきゃ、娘を貰もらってくぜ？』『いや、離して！　おとっつぁん！』『お菊、お菊ぅううう！』──みたいな」

「お菊さんって誰だ？」

　番町皿屋敷？

「私の家の近くに商店街があったんだよ。バイトさせてくれたのは、全部商店街にあるお店。ちっちゃいときから顔見知りの人達たちだから、すぐ働かせてくれたんだ。こう見えても、色んなお店で看板娘、って言われてたんだからね？」

　得意げに胸を張るコトハ。こう見えてもと言うより、どう見ても看板娘だ。こんな娘こが元気に働いてれば、通い詰めるやつが十ダース以上いてもおかしくない。

「……いい人達だったんだな」

　コトハは、心から嬉うれしそうな顔をして「うんっ！」と指を離した。

「基本働いてたのは、さっき言った三軒なんだけどね？　お店が暇なときには、他のとこに手伝いにいってたんだ。そうすると、バイト代の代わりに色々融通してくれるんだ──」

　コトハが変にひねくれずに育ったのは、きっとその商店街の人達が親切にしてくれたからなのだろう。道理で世間話が得意なはずだ。

　子どもっぽいなんて考えてたのは失礼だったな──弾んだ声で語られる思い出話に相あい槌づちを打ちながら、俺は認識を改めた。

「あ、章しよう子こ姉だ！」

　正門の門柱に赤いスーツを着た章子さんが寄りかかっていた。細いサングラスをかけて、ケータイで何か会話をしている。殿堂入りしそうな美脚を軽く交差させた何気ないポーズでさえ、まるで洋画のワンシーンのようだ。横を通り過ぎる高校生の熱い視線に時折微笑ほほえみ返しては、未成年の男女を陥落させている。

　それだけではない。門の近くには中年の警備員が二人いたが、オッサン達たちは人目を気にせず章子さんに夢見るような視線を送っていた。給料分の仕事はしていると信じたい。

　章子さんは、俺達の姿を視認すると通話を切り上げた。すぐさまコトハが駆け寄る。

「何話してたの？」

「ちょっと部下が無断欠勤しててね──その確認。それは置いておいて、迎えに来たわよ。私の可愛かわいいお姫さま？」

「だからっ、章子姉！　そういう子どもっぽい言いかた──きゃっ！」

「ダ～メ。やめてあげない」

　コトハの抗議を抱ほう擁ようで黙らせ、豊満な胸に顔を押し付ける章子さん。余裕の笑みが、微笑ましい光景に一握りの妖よう艶えんさを与えている。とどのつまり、妙にエロい。

「優ゆう一いち君にもハグしてあげる？」

　お願いしま──危ない。飛び込みそうになった。

「……お気持ちだけで」

　理性を総動員して固辞すると、サングラスの隙間から悪戯いたずらっぽい目で見られてしまった。

「あら、残念。──それじゃ、行きましょ。あんまり路上駐車してると怒られちゃうから」

　苦しそうに手足をバタつかせたコトハを解放し、ハイヒールを鳴らして敷地から出ていく絶世の美女。去り際、警備員に軽く手を振るのも忘れない。最敬礼を以もつて答える中年を見て、我が校の警備に本格的な危機感を覚えた。

「もう、章子姉！　いきなり、ああいうことしないでよ」

　コトハが文句を言いながら横にくると、章子さんはコトハの乱れた髪を直してやった。

「怒らないで？　つい嬉うれしくなっちゃったの。何な故ぜなら、コトハが可愛いから～」

「な──なんで、そんなに恥ずかしい言いかたするかなっ」

　こんな風に、美女と美少女が仲なか睦むつまじくしているのは非常に絵になる。

　しかし……バイトの上司と部下にしては仲が良すぎやしないだろうか。

　女性同士のスキンシップの取りかたは見当がつかない（男なので）が、どうにも仕事の関係以上のものを感じて仕方がない。そう、まるで家族のような雰囲気を二人から感じる。

　そういえば、コトハの転校の手続きをしたのは章子さんだったな。そういうのは普通、保護者がするものなんじゃないか？　どうして章子さんが？

「どうしたの？　早く乗らないと置いてくよ」

　コトハに声をかけられて、真紅のジャガーの傍らにたどり着いたことを知った。

　磨き上げられた滑らかなボディが、鏡のように風景を映している。昨日は夜だったのでよく見なかったのだが……車に詳しくない俺でも、上流階級か、よっぽどの車好きでないと購入を断念するお値段であることは一目で分かった。

「……高級車だよ」と、コトハが耳打ちしてくる。

「私もはじめて乗ったときには緊張してさ。思わず靴脱いで乗っちゃった」

　いつの時代の人だ──と思いつつも、小声になって訊きいてみた。

「〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉って、そんなに儲もうかるのか？」

「うん。私が契約したとき、学費・生活費・お小遣い……その他諸もろ々もろの出費から、グループ関係各社の特別待遇まで面倒みてくれるって言われたから」

　さすが天下の羽は島しまグループ。財力は半端じゃない。

「二人とも、何コソコソ話してるの？」

　運転席に乗り込んだ章しよう子こさんに言われ、慌ててコトハと後部座席に乗り込む。

　乗り込むと、章子さんから大きな分厚い封筒を手渡された。

「その中に優ゆう一いち君の契約書のコピーと、契約内容の書かれた書類があるわ。長くて読むのが面倒だろうから、重要なとこだけ言うと──内緒にしててね、ってこと」

　〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉はおおやけにはないことになっている部署だ。誰にも話してはいけないのは道理だと言える。もちろん家族にも、だろう。

「優一君のご希望なら、キチンとご両親に説明するわよ？　それが嫌なら、どこかの会社で働いてることにもできるけど」

「いえ……どっちもいいです」

　コトハが俺を巻き込んだことを気に病んでいたように、俺だって他人を悪戯いたずらに巻き込むようなことは避けたい。家族ならなおさらだ。

　だからといって、バイト先を偽っても母さんがいる。あの人にバレたら、どこで何時から働いてるのかを拷問してでも問い詰めて、バイトに行く度に邪魔をしにくるだろう。

「それじゃ、お給料は新しく口座を作って振り込む形にしましょうか」

「あの……章子さん。給料、預かっててもらうことはできませんか？」

「ご家族に黙って、お金を稼ぐのは気が進まない？」

「それもあります」

　給料が入るなら、少ない額でも家に入れたい。しかし、それができないとなると……。

　同じ金額ではないかもしれないが、コトハ一人の生活を支えられるほどの金。そんな大金があることを分かっていて、自制できるほど俺は聖人じゃない。我慢することを忘れてしまいそうで、嫌だ。俺は聖人じゃないが、まだ若い内から堕落したくもない。

「とにかく……俺にはまだ、そこまで金は必要じゃないんです」

「勿もつ体たいないこと言うね」

　コトハが驚いたように言い、俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「お金は大事だよ？　世の中お金が全てなわけじゃないけどさ……」

「分かってる。でも、説明がつかないのに金を持ってるのも変だろ？」

　そうかもね、とコトハは納得したように頷うなずいた。

「急に家族の羽振りが良くなったら、変に思うよね。『おとっつぁん。このお金、一体どうやって工面したの？』『なぁに、割のいい仕事を紹介してもらっただけさ。お前はなんの心配もしなくていいんだよ』──って、時代劇なら絶対に悪いことの片棒担いでるよ」

「それで口封じに殺されるパターンだな」

　それにコトハの話を聞いたあとでは、金に執着したような姿を見せるのは憚はばかられた。生きるためにバイトをしているコトハと違い、俺は親のおかげで食べていけている。必要でもないのに、金に反応するのは守しゆ銭せん奴どになったような気がして嫌だった。

「必要になったら、そのときに言います。ですから、それまでは」

「……分かったわ。それじゃ、一時的に預かっておくわね」

　俺の心情を見透かしたのか、章しよう子こさんは呆あきれたように微笑ほほえむと、助手席から妙な物体を取り出した。

「でも、これは渡しておくわ。入社記念と昨日のお礼を兼ねたプレゼント」

「……それは？」

「あら、見たことない？　──ランプよ」

　章子さんが手にしていたのは、おとぎ話に出てくる魔人が封じ込められているような金色のランプだった。肌が褐色の章子さんが持つと、なんの違和感もなく見える。エキゾチックな衣装に身を包めば、即座にアラビアンナイトの世界観だろう。

「これ、ＩＣレコーダーになってるの。フタの部分が録音ボタンになってるわ。時計回りに回転させてから押すと、押してる間だけ録音できるから、口の部分に話しかけてね」

　持ち運びに不便なレコーダーだな……。

「ホントは優ゆう一いち君に一筆書いてもらうだけでもよかったのよ。でも、技術部が張り切っちゃってね。折せつ角かくだからって、ノリノリで作ってくれたの」

　俺にランプ型レコーダーを手渡すと、章子さんは人差し指を立ててみせた。

「そのランプに、願いごとを言ってみて。どんな願いごとでも、一つだけ叶えてあげるわ。羽は島しまの財力とネットワークをフル活用してね。見た目の通り、魔法のランプってこと。──本家より二つも減っちゃってるのは、ちょっと締まらないかしら」

「どんな願いでも？」

　コトハの「いいなぁ」という声に顔を向けると、キラキラと両目を輝かせていた。

「それじゃ、アイス一年分とかでもいいの？」

「一年じゃなくて、十年でも二十年でもいいわよ。でも、優ゆう一いち君は男の子だし……フフッ、ハーレムとかお願いしちゃうのかしら」

　妖よう艶えんな流し目とセリフを受けて──俺の身体からだを、電流に似た衝撃が走り抜けた。

　ハーレム、だと……？

　石油王っぽい人が、金ピカの宮殿で美女に囲まれて毎日キャッキャッウフフするあの──ハーレムのことか！　これを使えば、俺があのセンターポジションに？

　ランプを持つ手が、自然と震えてくる。自分でいうことでもないが、これでも俺は健全な男子高校生だ。人並みの妄想くらいする。

　俺は……とんでもないものを手に入れてしまったのかもしれない……ッ！

「ダっ──ダメだよ、ハーレムは！　絶対ダメ！」

　がしっ、と。コトハが俺の手を掴つかんだ。真剣そのものの表情で、

「優一が美女を侍はべらせてたら、それこそただのドＳ王子にしか見えないよ！」

「…………」

　うわぁ……イメージ映像が。成金趣味で頭の悪い明るい雰囲気から、陰惨で外道なイメージへと変化した。それはまさに世紀末。人を人とも思わない冷血漢が、泣き崩れる美女たちを傍らに座らせている。その冷血漢が──そうか。俺なのか。

　……ハーレムはやめとこう。

「まぁ、いつ使ってもいいわ。よく考えてね」

　クスッと微笑ほほえみ、章しよう子こさんは車を発進させた。



「それじゃ、仕事の話に移りましょうか」

　しばらく車を走らせてから、章子さんが口火を切った。

「昨日はご苦労さま。二人の仕事が合併の決定打になってよかったわ。おかげで、羽は島しまの幽霊ゴーストの評価はまた上がっちゃった」

　羽島の幽霊ゴーストというのが課の自称らしい。覚えておこう。

「あのときはサラッと説明しただけだから、今のうちに軽くおさらいしておきましょ。──未来は確定してない。いくつもの未来がある。それはコトハが言ったわよね？」

　俺が頷うなずくのを見て、隣のコトハが補足してくれる。

「と言っても、可能性は平等じゃないんだ。現状のまま行ったらこうなる可能性が高い、っていうのはあるの。選択によって方向性は変わるけど、その方向性の中で未来は増える。ゲームみたいに、選択肢が減っていくってことはありえない、ってわけだね」

「つまり、見える未来が変わってくるのよ。優一君が羽島にいるのが確定してない昨日と、優一君が羽島に協力してくれて、なおかつオジサマのことを救ってくれた今日だとね」

　それで納得が言った。詳細な予知は、直前でないとできないと言っていた意味。可能性が数えきれないほどある中から、一人の人間の一挙手一投足を予知するなんて、藁わらの中から針を見つけるような気の遠くなる作業だ。不可能と言ってもいい。

「ま、詳細な予知は、昨日みたいなときくらいにしか使う機会がないの。大体は大まかな未来の流れを見るだけ」

「その大体な流れの場合でも……見えない未来はあるんですよね」

　俺の質問に、章しよう子こさんは指を鳴らした。

「そこで優ゆう一いち君の出番。──〈ソウルメイト〉の話は？」

「聞きました」

「グッド。相性によっては、断片的にしか見えないことなんてよくある話。しかも、それがどんな未来の延長上にあるかも定かにできない。不確定要素が強すぎちゃうのよ」

　でも、と章子さんがもったいぶった口調で言った。

「コトハと優一君は魂の繋つながりが強い。繋がりが強ければ強いほど、コトハの能力ちからは強化される。それは、見える範囲が広がるのと同義語。大げさに言えば……現時点でありとあらゆる未来が見える可能性が出てくるのよ」

「見える範囲が広がる……」

　そう聞くと、とんでもない能力ちからだ。長期的な予知も可能。どんな未来が来るのか、ある程度の予測はできる。事前対処も可能。極めつけは、自分で未来を選べるということだ。

　そんなの──。

　俺は信じられない気持ちで、隣に座る相棒を見た。彼女は大きな瞳を丸くして、言葉を失った俺を不思議そうに見つめ返している。

　まるで……神さまじゃないか。

「全てを知り、全てを見通す能力ちから。それを人は全知全能というの。それを可能とするのが〈アカシック・レコード〉と繋がる者。それが〈全知全能の姫君アカシツク・プリンセス〉──あなたの隣にいる人なのよ」

「だから、お姫さまはやめてって！　それに、まだ大事なこと言い忘れてるよ」

　プリプリと怒り出したコトハが、元から近いのに、もっと顔を近づけてきた。

「優一。私には、未来がどうやって見えてるか分かる？」

　改めて訊きかれると、明確な答えが返せない。どう見えているんだろう。俯ふ瞰かん？　その場面に自分が居合わせていると仮定する？　どうもしっくりこない。

「……分からない」

　コトハはこっちを指さしてきた。

「……俺？」

「そう。──優一がいる場所を基本地点として未来を見てるの」

「俺がいる場所？」

「予言者の目になること。それも質問者の役割。優ゆう一いちが行かない場所の未来は、私の目には映らない」

「俺の目が……コトハの目、ってことか」

「完全にそういうわけじゃないよ。優一の横に私達たちがいるって考えてくれればいい」

　思わず、もう一人のコトハを目で探すと──隣にいるコトハに（馬鹿にした顔で）吹き出されてしまった。ちょっと悔しい。

「情報を調べて予知をする、もう一人の私。〈アカシック・レコード〉にアクセスして私の身体からだと繋つなぐ、今の私。それで、予言者の目となり実際に行動する優一──三人の仕事が合わさって、はじめて予知ができるの」

　なるほど、と得心がいった。

「だから……俺達は二人組コンビじゃなくて、チームなのか」

　表面上は二人だが、実質は三人いることになる。そうなると相棒という呼称は正しいのかどうか疑問になるが……まぁ、そこまで細かく論じる必要もないだろう。

「未来は、あなたの行動次第──って、わけ。フフッ、映画のキャッチコピーみたい」

　冗談混じりに言って、章しよう子こさんが笑う。

「ま、難しい話は後にしましょ。今日の仕事は、とっても楽しいから」

「どんな仕事なの？」

　どこか緊張した面持ちのコトハの横で、俺は固唾を呑のんだ。

　初仕事のレベルがあれだ。多分、今日も難しい内容のはず……。

「優一君の入社記念＆コトハとのチーム結成記念のお食事会～！」

　仕事じゃなかった！

「やったー！　外食だ──って、仕事じゃないでしょ！」

　おお、ノリツッコミ。型通りに手までビシッと動かしている。

「社会人ならこういうのだって立派な仕事なのよ？　パーティの仕切りもできないような人間なのか──って、判断されたりするんだから。……あら？」

　章子さんが飄ひよう飄ひようと受け流していると、気だるい音楽が聞こえてきた。曲名は失念したが、有名なボサノヴァの曲だ。章子さんがケータイに登録している着信音らしい。

「誰からの電話？」と、コトハが訊きく。

「さっき言った、無断欠勤の部下よ。さ、どんな言いわけしてくれるのかしらね～」

　軽い口調の中に上司らしい気配を漂わせて、章子さんは道の端に車を停車させた。電話に出ると、二言三言返事をして──口笛を吹いた。ハリウッド映画で、俳優が驚いたときにするような口笛に似ている。

　それからも章子さんは、「早いわね」「あっちの対応は？」「プランの進行具合は？」──といった、いかにも大人な会話を続けてから電話を切った。

　章しよう子こさんが、考えをまとめるような顔をしながら髪をかき上げた。車に乗ったときから感じていた花のような香りが、その動作で一層強くなったように思える。

「……うぅん。やっぱり、未来は一筋縄じゃいかないわね～」

　章子さんは微笑を漏らして、アクセルを踏み込んだ。

「ごめんなさい。二人とも、さっきのお仕事はキャンセルになったわ」

「えー？」と、コトハが残念そうな顔をする。なんだかんだ言っても楽しみだったんだな。

「……何かあったんですか？」

「ええ。監禁されてた、って」

　俺が訊たずねると、章子さんはあっさりと答えた。へぇ、監禁されてたのか────ん？

『監禁？』

　思わず、コトハとユニゾンしてしまった。

「昨日優ゆう一いち君の家に迎えに行った黒服の人がいるでしょ？　その内の一人よ」

　あの特殊部隊みたいな体格の人が？　ロケットランチャーでも平気で撃てそうだぞ？

「彼には昨日の証拠隠滅と、現場の見張りをお願いしてたの。その仕事中にやられちゃったみたい。監禁場所からは、自力で脱出したらしいわ」

「現場の見張り？　もう終わったことなのに？」

　コトハの問いに、章子さんが答えた。

「残ざん留りゆう思し念ねんよ。人工物・非人工物の区別なく、全ての物には記憶が残る。それを読み取る能力ちからが〈サイコメトリー〉」

　その超能力は聞いたことがある。テレビのオカルト特番だったと思うが、超能力者が腕時計や指輪に触れただけで、持ち主が誰か当てているのを見たことがある。

「それとは別に、過去の景色を見る〈過去視ポストコグニシヨン〉っていうのもあるわ。過去を知る術はある、ってこと。とにかく、何らかの方法で昨日の現場を探る人がいないかどうか、調べてもらったわけよ。それがアダになったの」

　ミイラ取りがミイラになったのね、と苦笑して付け加える章子さん。

「その人、大丈夫なの？　ケガしてない？」

「目立った外傷はないそうよ。情報は漏らしちゃったみたいだけど。報告から判断すると、相手は〈精神感応テレパス〉ね。強力であればあるほど、相手の心の内を暴く。隠しごとや嘘うその効果は期待できないわ。自白剤の立場ナシよね～」

　ポンポン超能力の名前を挙げられて混乱してきた。〈サイコメトリー〉に〈精神感応テレパス〉くらいは予想がつくから、まだついていけるが、これ以上増やされたら堪たまらない。

　俺が情報の処理に手間取っていると、コトハが「う～ん」と唸うなった。唇を突き出した、考えごとをするときの癖が出ている。

「つまり……昨日の仕事をしたのが私達たちだって、他の会社にバレたの？」

「グッド。その通りよ」

「それはおかしいよ。予知をしたのが昨日の夜で、合併がニュースになったのは今朝のことでしょ？　他の会社の人が知るまで、時間が早すぎるんじゃない？」

　確かにおかしい。まず、オカルト絡みだと気付くのに時間がかかるのが道理だ。続けて、どんな場面で、どのように超能力を使ったのか調べる必要があるだろう。

　それこそ、事前に知っていないとできないような……。

「まさか……他の会社にも、〈未来予知〉の能力者が？」

「残念。ハズレよ。今回の場合は、そうじゃないわ。もしそうだったら、ここまですんなり合併が進んでるわけないもの」

　章しよう子こさんは、ケータイを操作しながら別の話題を振ってくる。

「ねぇ、優ゆう一いち君。昨日、優一君は路上強盗犯の犯行を事前に防いだわけよね。それで、私の通報でお巡りさんが来て、二人組は逮捕された。……そのニュースを見た？」

　昨日の件が気になって、今朝はニュース番組のはしごをした。どのチャンネルでも合併の話が大きく取り上げられていたが……連続路上強盗犯の情報はどの番組でもやっていない。政治家のバッシングや芸能人のゴシップ、人気スイーツ店の情報を知ったくらいだ。

「見てないですけど……傷害未遂だから、放送されなかったんじゃ？」

「犯人が捕まったのに？　事件の経過だけ放送して、結果を流さないなんておかしいわよ。そう思って、課の情報担当に調べさせておいたんだけど……」

　言いながら、章子さんはケータイを差し出してきた。コトハがズイッと顔を寄せてくる。

「さっき配信されたばかりのニュースよ。連続路上強盗犯逮捕の記事」

　コトハと一緒に画面を見ている内──途中で異変に気付いた。もう一度、最初から読み直してから、やっとのことで疑問を口にする。

「……容疑者の男は、五十歳の無職？」

　おかしい。昨日の男は、どう若造りしていたとしても三十代前半と言ったところだ。それに、この記事では複数犯ではなく単独犯として書かれている。ということは──。

「優一が捕まえたのは、本当の強盗犯じゃなかったってこと？」

　俺の頭に浮かびあがった考えを、コトハが代弁した。

「グッド。犯行を真ま似ねた模倣犯の仕業。しかも、あの二人組ははじめからオジサマのことを狙ってたのよ。その二人については現在調査中だけど……私の部下を監禁した会社と因果関係がない、とは考え難がたいわね」

　そっか、とコトハが思い至いたったように呟つぶやいた。

「その会社と模倣犯が裏で繋つながってたから、ここまで早く対応できたんだね。予定では、昨日の襲撃は成功するはずだったのに、結果は失敗。その原因を調査するために襲撃現場に向かったら、羽は島しまの人間がいる」

　それで、監禁して真相を突き止めたのか。

「こういうトラブルに対処するために、オカルト専門部署を設けてる会社もあるの。証拠が残っていない場所から、証拠を見つけ出せる能力ちから。口を割らせなくても、情報を引き出す能力ちから。そして、触れずに人を傷つける能力ちから。それがとっても便利な超能力」

　そう言って、章しよう子こさんはミラーのほうへ視線をやった。

「……相手の会社に心当たりはあるんですか？」

「まぁね。──鍛か冶じ火か重工って聞いたことある？」

　鍛冶火……聞いたような気もするが、自信はない。俺は首を横に振った。

「重工業では大手の会社よ。最近、工業用ロボットに力を入れ始めててね。その開発に電子機器のノウハウが必要だったわけ。それで、オジサマの会社を傘下に入れて、技術を丸ごと頂いちゃおうとしてたの」

　それを羽は島しまがかっさらったということか。

「報復行動自体は想定してたんですか？」

「ええ。昨日の現場を予知したのは、私とコトハのチームだったの。詳細な日時の特定を重視したから、時間の関係でその後のことはよく調べられなかったのよね。だから、大まかな流れ──合併が決まったら、鍛冶火が仕掛けてくると分かったのが精いっぱい」

　事件が起こる直前に予知をしたのとは違い、遥はるか未来に起きる事件の日時や場所を特定するのは、遥かに難しいのだろう。それくらいは、推測できた。

「向こうも買収にノリ気だったから、元々情報収集はしてたの。結局は……オジサマの腹積もり一つで決まるのなら、本人を黙らせればいいやって判断したのね。そうすれば、残った重役全員を買収して万事丸く収まるもの」

　万事丸く……？

「──人を傷つけておいてですか」

　俺は怖い声を出してしまったらしい。コトハがビクッと肩を震わせ、怯おびえたような顔をした。

　ハンドルを操る章子さんは、先ほどから背後を気にしている。

「優ゆう一いち君の気持ちも分かるわ。でも、誰かを傷つけることと利益を手に入れることを天てん秤びんにかけて、利益を取りたい人間がいることも確か。それに──忘れてないかしら。私達たちだって、似たようなことをしてるのよ」

　反はん駁ばくしようと口を開き、俺は止めた。止めざるを得なかった。

　昨日、俺がしたことは……直接手を下してはいないとしても、超能力を利用して相手を傷つけたのに変わりはない。

「バレなければ問題ない──それが悲しい真理。連続引ったくり犯の犯行に見せかければバレない。超能力なら何をしても痕跡が残らない。自分の手を汚さずに相手を死地に追いやる。悲しいけど──それが社会の本質よ！」

　最後の言葉を言った直後、章しよう子こさんは急にハンドルを大きく切った。バランスを失ったコトハが、悲鳴を上げてもたれかかってくる。

「しっかりつかまってて？」

　ギアを入れ直し、章子さんはアクセルを踏み込んだ。腹にイグゾーストノートが響き、尾てい骨が痺しびれる。コトハの細い肩を抱いたまま、後ろを確認する。

　制限速度違反のスピードを出しているにも拘かかわらず、一台の車がついてきている。黒い車だ。サングラスで人相を隠した、派手な柄のシャツを着た男が運転していた。

　後部座席にも誰かいる。窓がスモーク張りになっていて車内が暗いのと、座席に隠れているせいで性別までは分からない。

　まさか、襲撃？

「おかしいわね。さっきの報告では、もうすでに鍛か冶じ火かとコンタクトを取っているはず。それなのに攻めてくるってことは……舐められてるのかしら？　それとも追いかけてきてるのは、表向きの関係はない会社？　これも調べさせないと」

　巧みに車線変更を繰り返し、車の合間を縫って追跡を撒まこうとする章子さん。

「まさか私の車のナンバーまで知られちゃったなんて……フフッ。やっぱり、オカルトが絡むとロクなことにはならないわね～？」

「そう思わない？」とばかりに振り返る章子さんに、コトハが涙目で、

「いいから前見て！　危ないから──車とか信号とか歩行者とかバイクとか自転車とか！」

「見てるわよ？　でも、後ろが何をしてくるのかも気になっちゃってね～」

　俺達たちの緊張を解そうとして、わざと軽い口調で話しているのだろう。そうでなければ、ただのスピード狂にしか見えない。

「オカルト分野の最古参、羽は島しまの幽霊ゴーストに楯たてついてるのよ？　何かしら決め手を持ってきてるはず。カーチェイスの運転操作ミスで事故──じゃ芸がないもの」

　章子さんはジェットコースターでも楽しむように話しているが、コトハの悲鳴は止まらない。ちなみに、俺も心の中では似たような声を上げている。あと、コトハがしがみつく手に力を入れているので、かなり痛い。我慢するけど。

　先行する車を次々に追い越し、非難のクラクションを浴びても、逃走劇と追跡劇は終わらない。車線変更に信号無視、急なＵターンまでより取り見取り。乗物酔いになりそうだ。

　映画のようなカーチェイスを繰り広げていると──相手の車に動きが見えた。

「えっ？」

　コトハは驚きと困惑の中間のような声を出し、俺は目を見張った。口笛を吹いたのは章子さんだ。

　後方につけてくる車の後部座席の窓から、何かが飛び出してきた。

　そして、そのまま──浮いている。

　夕暮れの色合いが強くなり、車道をヘッドライトの不躾な光が照らしている中──ピンク色をした何かが、追跡者の車と並走して浮いていた。いや、飛んでいた。

　車窓はすでに閉じられているので、車内から紐ひもで引かれているわけではないだろう。風に煽られているようにも見えない。あまりにも飛行姿勢がとれすぎている。

　一体なんだろう。色はピンク。大きさはそれほど大きくない。二、三十センチといったところだ。形状は丸っこく見える。よく見れば、上のほうに何か……風にはためいている箇か所しよが二つあった。はためくということは、布のように柔らかい材質らしい。

「……『アームストロングさん』？」

　目を凝こらしていると、同じように注視していたコトハがポツリと呟つぶやいた。

「『アームストロングさん』だ！　絶対そうだよ──だって、優ゆう一いちみたいに目が死んでるから！」

「よりによって、そこで確認できたのか？」

　俺にはキャラクターの特定は難しいが、あの飛行物体はぬいぐるみに間違いないだろう。はためいているのは、ウサギの耳の部分か。

「どうやって浮いてるのかな──もしかして、ロボット？」

「〈念動力テレキネシス〉ね」

　コトハの疑問に、章しよう子こさんが即答した。

「超能力の中でも、反応速度と精密動作にかけては随一。遮しや蔽へい物ぶつがあっても関係ない。ガラス越しでも操作できる。ホラ、相手は窓を閉めてるでしょ？　でも、作用するのは操作対象のみに限られる。あくまでも、念じて操作することに特化した能力ちから」

「サイコキネシスとは違うの？」

「〈精神動力サイコキネシス〉は、精神エネルギーを身体からだから外部に放出して物体を操作するの。エネルギーを出してるわけだから、動かしたい物との間に遮る物があれば、それに阻まれる。精神エネルギーを自分の腕に付け足してる、みたいな感じかしら」

「マジックハンドってこと？」

「悪くない例えね。パワーはあるし、物体を精神エネルギーで覆おおうこともできる。逆に緻ち密みつな動作は不得手で、動きの緩かん急きゆうもつけにくい」

「それじゃ〈念動力テレキネシス〉は、固定されてる物は動かせないの？　たとえば電柱とか」

「できないことはないけど、地面に固定されてたら難しいわね。電柱を動かせても地面は対象に入らないから。そういうのが得意なのは、パワータイプの〈精神動力サイコキネシス〉よ」

　へぇ、なかなか奥が深い──って、感心してる場合か！

「邪魔するようで悪いですが、現状をどうにかするのが先なんじゃ？」

　超能力講座を強制終了させて、俺はぬいぐるみのほうを見やった。

　今や、ウサギは俺達たちと追跡車の中間ほどに迫ってきていた。互いにスピードを出しているなかで距離を詰められる能力ちからの強さに鳥肌が立つ。

　……相手の狙いはなんだ？　わざわざ超能力者を使ってまで、何をしようとしている？

「──どんどん近付いてきてる……あれ？」

　切迫した声から一転、コトハは不思議そうに首を傾かしげた。

「『アームストロングさん』、何か持ってる……？　うーん……棒、じゃないね。先が細い……あれは──アイスピック！」

　そんなものでやることと言えば、悪質な悪戯いたずらしか思い浮かばない。

「……パンクさせる気か」

「こんな速さで走ってるのに、パンクなんてしたら……」

　コトハの言葉が宙に霧む散さんする。

　冗談抜きに血の気が引いた。いくら章しよう子こさんの運転技術が高くても、タイヤが潰されれば話が変わる。下手を打てば命に関わる大事故に発展するだろう。

「それは困るわね。この車、まだ廃車にしたくないの。もちろん怪け我がもしたくないし。……それじゃ、そろそろ手を打とうかしら」

　章子さんはスーツの内側に左手を忍ばせた。数秒の後、出てきた手には何かが握られていた。実際に見たことはないが、映画やドラマで何回も見たことがある代物だ。

　あれは──拳銃。

「スミス＆ウェッソン社製Ｍ三十六『レディ・スミス』。それをモデルに〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の技術班が改良した物よ。あえて言うなら、『レディ・スミス』ゴーストカスタムね」

　銃を右手に持ち替えて、絶世の美女は銃を手にした腕を窓の外に伸ばした。鈍く光る銃口が、背後に迫る黒塗りの車に向けられる。

「二人とも安心して。実弾じゃないから。でも……」

　ミラーに映った紅唇が、クスリと微笑ほほえんだ。

「この弾は──ただの弾じゃないわよ？」

　撃鉄ハンマーが起こされ、俺とコトハは耳を塞いだ。

　引き金トリガーが引かれると同時に、鼓膜を破るような轟ごう音おんが──響くことはなく、拍子抜けをするほど小さな破裂音が聞こえただけだった。不発したのかと、俺達は顔を見合わせる。

　章子さんは立て続けに引き金トリガーを引く。すると背後から悲鳴のようなブレーキ音が響いてきた。素早く、コトハが音の出所に向かって首を伸ばす。

「窓になんかついてる！」

「ハバネロ成分入りの特濃ペイント弾、計五発。利き手で撃ったんじゃないのに、全弾フロントガラスに命中！　私の腕前も大したものよね～」

　振り返って見ると、赤いペンキをぶち撒まけたようにガラスが着色されていた。視界が奪われてしまっては追跡できない。じょじょに速度は落ち、最終的に路肩に寄せていった。例のぬいぐるみは、と見てみると、姿が見えなかった。すでに車の中へと戻ったようだ。

　硝煙を吹き消す真ま似ね（煙は出ていなかった）をして、章しよう子こさんは含みのある笑みを浮かべた。

「──能力ちからを過信するからイケナイのよ。使いどころを知りなさい」

　車を直進させて、三つめの交差点で折り返した。周りに溶け込む速度に落とし、対向車線に注意する。

　やがて見えてきたのは、赤いペイント弾に前面を塗りたくられた黒い車。車の外で、苛いら立だった様子で電話をかけている柄シャツの男。

　そして──車から少し離れた街灯の下に立ち、ピンクのぬいぐるみを抱えている少女。停車の際にぶつけたのだろうか、俯うつむいて額のあたりを押さえている。

　あれが、さっきの〈念動力テレキネシス〉の超能力者か。

　遠目にも、明かりに照らされた黒髪の美しさが分かる。さらに驚くべきことに、その少女が着ているのは、俺の見慣れた清せい納な高校の制服だった。

　──心臓が妙にざわついた。

　確信に似た何かが胸を潰し、焦燥感が視力を上昇させているような錯覚を覚える。心音が急ぎ足に血を巡らせ、逆に脳はもどかしいほど緩慢に、見ている景色を整理していく。

　俺は、あの娘こを見たことがある。

　照らすという目的のためだけに作られた光の中、黒髪の少女はゆっくりと顔を上げた。その顔を見ることができたのは、すれ違う一瞬のことだったが、それだけで十分だった。

　俺は、あの娘こを知っている。

「……蓬ほう子こちゃん？」

　コトハが遠く離れた場所で喋しやべっているかのように、俺には聞こえた。



    

  
    
      


第四章





　章しよう子こさんは、住宅街にある小さな公園の前に車を止めた。先ほどの襲撃者を行動不能にした場所から二十分ほど離れている。追跡は撒まいた、と判断したのだろう。

「向こうの進行状況も知りたいから、ちょっと上司に報告するわね」

　コトハと俺が車外に出ると、章子さんがタブレットＰＣを手にしながら言った。

「対応策はあるわ。その段取りの確認と、他の部署との連絡をつけるだけだから。危険はないと思うけど──念のため、そこまで遠くにはいかないでね」

「子ども扱いしないでよ。大丈夫だって。ちょっと外の空気が吸いたいだけなんだからさ」

　コトハは笑って答えると、さっさと公園の中に入ってしまった。

　その後についていこうとするのを、章子さんに呼び止められた。

「なんですか？」

「──さっきの超能力者は誰なの？」

　質問してきた声は重く、鋭かった。今までとは違う次元の威圧感に、萎える舌を精一杯動かして答える。

「一瞬でしたから……誰とは、言い切れません」

「でも、あなたの知ってる顔だったのね？」

　まだ、認めたくなかった。

　一瞬だけで判別できるほど、俺は動体視力が良くない。それでも、言ってしまったら、完全に彼女と認めてしまう気がする。

　俺は答えと吐息がない交ぜになった物を飲み込み、下を向いて立ちつくした。

「黙っているということは、あなたはほとんど認めているということよ」

　上司の言葉が突き刺さる。

　顔を上げる。薄暗い車内から俺を見上げる章子さんはサングラスを外していて、普段の軽さとは比べものにならない重厚な眼力を放っていた。

「あなたの知っている人間が超能力者で、その人が私達たちを襲った。あなたはそのことを、ほぼ認めている。同時に、言い返せないことも分かっている。だから、何も言えない」

　章子さんは車を降りて、俺の前に立った。髪をかきあげ、うざったそうに前髪を揺らす。

「先に言っておくわ──事実から逃げることはできないの。事実は確実に目の前にある。否いやが応おうでも、どうしようもなく目と鼻の先に存在する。それが現実よ」

「…………」

「現実は甘くない──なんて言われるけど、私は違うと思っているの。現実は、ただありのままなだけ。原因があって、それに結果が付ふ随ずいしているだけなのよ。世界中に溢あふれる『原因』と『結果』が折り重なって絡み合って、複雑に現実を構築している」

　それが私の持論、と締めくくった。

「今回の場合で言えば……襲撃されたという結果の原因は、明らかに昨日の仕事ね」

「昨日のことがなければ、こんなことにはならなかったってことですか」

「そうね。少なくとも、今の未来にはならなかった。その代わり、一人の老人が暴行を受けている未来になっていた。恐らく、命にかかわるほどの。また、君の知っている人間が超能力者であることも知ることはなかった。それになにより──」

　言葉を切り、章しよう子こさんは目を瞑つぶった。

「コトハはきっと、泣いていた」

「コトハが……」

　泣いていた？

　章子さんの瞳がゆっくりと開かれ、同じような速度で唇が動く。

「優ゆう一いち君。──コトハの願いを、優一君は断れたの？」

　その質問が静かに、ハッキリと、鼓膜を揺らした。

　思い出す。あのときに見せたコトハの表情。震える手。言葉。

「……無理です。もう一人のコトハと約束しました。一度した約束は裏切れません。それに──」

「それに？」

　促されるままに、俺は胸の内に残していた不思議な感情を取り出した。

「何な故ぜかは分からないですけど……コトハを信じなければいけないと、思ったんです」

　章子さんは、ため息交じりに「業カルマね」と呟つぶやいた。車に寄りかかり、薄墨を流したような空を見上げる。それから腕を組み、長い脚を交差させた。

　高級車ですら、章子さんの前ではただの鉄の塊にしか見えなくなるのが不思議だった。

「今世の前の生涯でやらなかったこと。やり残したこと。もしくは因果応報。それが業カルマ。言い換えるなら……そうね。魂の宿題、とでも思ってくれればいいわ」

　魂の宿題──業カルマ。

「あなたの魂は、コトハの魂に対してやり残してしまったことがある。それが、どっちのコトハかは分からないわ。或あるいは両方かもしれない。どちらにせよ、あなたは説明できない義務を感じた。それだけで、証拠としては十分よ」

　俺の頭が悪いせいもあるが、魂の話は分からない。

「……難しいですね」

「そう？　『原因』があって『結果』がある点は分かりやすいと思うけど。ただ、その原因が──いつだったのか、どこだったのか、何故だったのか、誰に対してだったのか──それを覚えていないだけ」

　背を預けていた車から離れ、絶世の美女は俺と向き合った。真紅のマニキュアに彩られた指先が、俺の頬ほおへと伸びてくる。ひんやりとした手のひらに顔をはさまれ、視線の逃げ場すら奪われてしまう。柔らかな吐息が肌に触れた。

「──優ゆう一いち君。あなたは、どうして自分のことを考えないの？」

　花の香りが鼻をくすぐる。バラ、だと思う。

「いきなり、何を……？」

「あなたは自分のリスクを計算の中に入れていない。あなたは自分に対して、あまりにも無関心だわ。コトハのお願いをきいてくれたときがいい証拠よ。他人のことにしか関心がない。自暴自棄と言ってもいい」

　黒曜石のような瞳を見つめ、その中にいる自分を見つめた。

「それは……業カルマがそうしてる、って」

「前世からの因縁だけじゃ、いまいち納得できないわ。他にも『原因』があるはずよ」

　章しよう子こさんが俺の耳元に顔を寄せてくる。バラの花束に囲まれたかのような錯覚に陥るほどの芳ほう香こうの中、大人の女性の声は言った。

「自暴自棄な無償の優しさ。あなたをそこまで駆り立てるのは、一体あなたのどんな過去？」

「…………優しくなんかありません。俺は少しも、優しくない」

　俺はただ……ただ──。

　続きの言葉が出てこない。この感情をどう言えばいいのか。

　自分の気持ちが、分からない。

「いつか教えてね？　待ってるわよ」

　章子さんが、体温を宿した小ビンを俺に握らせてきた。

　自分の手の内に視線を落とす。昨日も使った──催眠スプレーがそこにあった。

「優一君、今からコトハの予言を聞きなさい。内容はさっきの超能力者を止めるには、どんな未来を選べばいいのか」

「止める……？」

「攻撃する意思を見せた以上、たとえ相手が誰であろうと対処しなければならない。昨日の作戦の実行をしたのがあなたたちであるからには、一番の報復対象もあなたたち。避けては通れないのよ」

「そんな──」

　無茶苦茶な理屈だ。

「どんな理由があるにせよ、これは個人の問題じゃない。企業と企業の問題になっているの。何万人もの人間が関わっている企業同士の争いになっているのよ。逃げることは、企業の信用も失うわ。組織は大きくなればなるほど、小さな綻びが目立ってしまうの」

「だからって……ッ！」

　そんな理屈で──彼女を傷つけられるか！

「優ゆう一いち君、だからこそよ。だからこそ、予言を聞きなさい」

　よく聞いて、と章しよう子こさんは噛かんで含めるように続けた。

「あなたが昨日、未来を変えた結果が今日。でも、そのおかげで少なくとも一人の老人を救うことができたのよ。それは、あなたの行動が誰かの命を救ったことに他ならない。──どうして、今回もそれができると思わないの？」

　沸騰しかけた頭に、章子さんの言葉が染み込む。

「相手の超能力者を、あなたは知っている。傷つけたくないのは当たり前。相手だって、自分から進んで攻撃したんじゃないかもしれない」

　そうだ。するはずがない。

　理不尽な暴力なんて、彼女からはほど遠いものだ。どれだけ手厳しくても、根本にあるのは清せい廉れん潔けつ白ぱくな精神。筋の通らないことなんて絶対にしない。きっぱりと断るはずだ。

「相手のことを思うのなら、止めなさい。相手も無事で、コトハも優一君も無事。そんな未来がきっとあるはず。そんな未来が見える人と、あなたはチームを組んでるのよ」

　ここまで言って、章子さんはポツリと訊きいてきた。

「昨日、私が言ったことを覚えてる？　あのオジサマに伝えるように言ったセリフ。それの最後に言った言葉よ」

　昨日──呆気に取られた老人に言った、あの長いセリフ。俺は最後に、こう言った。

「……どうか、後悔のない選択を」

　グッド、と章子さんが俺の頬ほおを軽く撫なでてくる。

「今を選んだ、過去の選択を悔やまないで」

　柔らかく微笑ほほえんで、章子さんは車の中へと戻っていった。



　住宅街に囲まれた小さな公園の中は、小さい子どもが半日を潰すには、遊具がないように思えた。ジャングルジムもなければ、滑り台もない。砂場とシーソーが二つほどと、鉄棒があるくらいだ。ベンチと公衆トイレもあるが、遊具の内には入らないだろう。

　明滅を繰り返す蛍光灯の下に据えられたベンチに、コトハが座っていた。ぼんやりとした様子で空を見上げている。俺の足音に気がつくと、ゆっくりと顔をこちらに向けた。

「横、座ってもいいか？」

　コトハは頷うなずき、場所を空けてくれた。

「章子姉と何話してたの？」

　俺は先ほど章子さんと話した内容を話した。さっきの超能力者と戦わなければならないこと。相手を止めるには、コトハの予言が必要なこと。その予言を、今聞くように言われたこと。俺のことについての話は省いた。

　聞き終えると、コトハは「……そっか」と小さな声で言った。

「優ゆう一いち」

「ん？」

　数秒の沈黙の後、意を決したようにコトハが訊きいてきた。

「さっきあそこにいたのは、蓬ほう子こちゃんだったよね？」

　認めたくないという気持ちは、コトハも同じだったのだろう。だから、今の今までお互いに襲撃犯の話をしていなかった。

　俺は答えるまでに、コトハと同じくらいの沈黙を必要とした。

「偶然かもしれない」

「たまたまあそこにいて、たまたま『アームストロングさん』を抱いてたかもしれない？　でも、どこにでもあるようなぬいぐるみじゃないんだよ？」

「そういえば……あのぬいぐるみは、今じゃ手に入りにくいんだったな」

　俺は視線を手元のスプレーに落とした。つい、手のひらで転がしてしまう。視界の端に、こちらを見つめているコトハがいることが分かる。

「……分かった。眠るよ」

　コトハのほうを見ると、今度は彼女が俯うつむいている番だった。膝の上に置かれた指がスカートを掴つかみ、深いシワを形作っている。

「あ……別に、急せかしたつもりじゃないんだ」

「分かってるよ。でも、巻き込んだのは私だから……ケジメはつけないといけないよね」

　また、『巻き込んだ』か。

「コトハのせいじゃない」

「私のせいだよ。私が優一を巻き込んだせいで、こんなことになっちゃった」

　そう言ったコトハの横顔には、微笑のような物が張り付いていた。

「優一を危ない目に遭わせちゃったし、蓬子ちゃんは超能力者だってことがバレちゃった」

　とても悲しく冷たい、自嘲の微笑ほほえみ。

「私が──ワガママだったから」

　その笑顔とは呼べない代物を目にした瞬間。

　俺はコトハの手を取っていた。

「コトハのせいじゃない」

「……ありがと」

　握り返してくる力は弱く、活力がない。

　彼女は俺のほうを見ることなく、手を引いた。繋つないでいた手がするりと抜ける。まるで水を掴んでいたかのように、あっけなく離れてしまう。

　それから彼女は瞳を閉じて、深く呼吸を繰り返した。

　精神統一をしているように見えるが……様子が違う。

　コトハの感情が読み取れない。

　それが集中の結果だと言えば、それまでだ。だがしかし、心のどこかが「そうではない」と告げている。これは──。

『ただ……怖いだけ』

　そうだ。昨日もコトハは超能力を使うことを躊躇ためらっていた。

『超能力は異質な存在。能力ちからを持っている以上、その存在は当たり前のものじゃなくなる。つまり──超能力なんて存在しないのが当たり前の世界から弾はじき出されちゃう』

　今朝、彼女はそう言っていた。あのあと、超能力自体にあまり恨みはないと付け加えてはいたが──今の様子を見る限り、それは強がりだ。

「……ごめん」

　思わず口をついて出た謝罪の言葉に、コトハは応えず、顔を伏せる。

　ベンチに横たわり、俺の膝の上に頭を乗せる一瞬──逡巡するような間があったことを、明確に理解できた。

　まただ。また、俺には何もできない。

　脳のう裏りに、あの表情が蘇よみがえる。

　俺を信じてくれた。俺を好きだと言ってくれた。そんな誰よりも大切だった、あの人を──裏切ったときに見せた、あの表情を。あなたを信じた私がバカだった──そう言いたげな、侮ぶ蔑べつと自嘲の微笑ほほえみを。

『自暴自棄な無償の優しさ。あなたをそこまで駆り立てるのは、一体あなたのどんな過去？』

　俺は優しくなんかない。そんな、綺き麗れいな感情で動いているわけじゃないんだ。

　数分の後、「いいよ」という声を受けて俺はスプレーを吹きかけた。

「…………うんっ」

　コトハの身体からだが跳ねる。

「くぅん……あ、はぁあああ……ッ！」

　苦痛のような、熱に浮かされたような吐息を苦しげに吐き、つま先が伸びたり縮まったりを繰り返す。赤くなった顔には大粒の汗が浮き出て、目の端には涙が滲にじむ。

　いやいやをするように首を動かす合間を縫って、ハンカチで汗と涙を拭ってやる。苦しんでいる彼女にできることがこれくらいしかないのが、歯がゆい。

「ふぅううんッ！　あぁん、かッ──あ、あぁああぁ…………」

　声にならない声で大きく口を開き、ビクンッと背中をのけ反る。

　そして始まる髪色の変化。頭髪の一番根元から赤い色が徐々に長い髪を染め上げ、まるで赤い水でも吸い上げているかのように、一本残らず鮮やかな赤い色に変えていった。

「──誰たがためにドアは開あく？」

　例の呪文を口にして、赤毛の予言者はおずおずと俺に挨拶をした。

「こ……こんばんは」

「こんばんは。昨日ぶりだな」

　コトハ（赤）はかすかに顎を引くのみで、他には何も言い出さなかった。

　こっちもか。こっちのコトハも、昨日と違う。

　ささやかに、けれど確かに存在した能力ちからの自信が、欠片かけらほども見受けられない。弱々しさと怯おびえしか感じられない。

「今こうなったのは……コトハ達たちのせいじゃない。気にしなくていい」

　もう一度、同じことを言った。

「でも……私達が、来なければ……優ゆう一いちを、危ない目に遭わせなかったの」

　蚊の鳴くような声で言った彼女は、身体からだを僅わずかに丸めて、口に握った手を寄せた。

「それに……小こ日向ひなたさんが、超能力者だって知ることもなかったの。小日向さんも、知られたくなかったはず、なの」

「……別にいい。いずれ分かったことかもしれない」

　辛つらい。ここまで──拒絶されるのは。

「頼む。未来を見てくれないか？」

　耐えられなくなり、話を進める。

　コトハ（赤）は頷うなずき、目を瞑つぶりながらも景色を見ているかのような顔つきをした。そして──申し訳なさそうに呟つぶやく。

「……未来がよく見えない」

「どういうことだ？」

「……コトハの気持ちが安定してないの」

　それに、と目を閉じたままの顔を向けてくる彼女。

「……私の気持ちも。私達の魂が噛かみ合ってない」

　噛み合わない？

「魂の相性が最高なんじゃないのか？」

「基本はそうなの。でも、三人の足並みがそろわないと、見えるものも見えてこないの。誰か一人が沈んでいても、誰かが先走ってもいけないの」

「そんなことッ……」

　聞いてない──そう言いたくなる気持ちを飲み込む。今更咎とがめ立だてしても仕方がない。それに……大きな声を出しかけたせいで、コトハを怖がらせてしまった。寒さに身を縮ませていると錯覚するほどの怯えようだ。

　俺は、ガリガリと頭をかいた。

「せっかく来てもらったのに……意味がなかったのか」

「待って……もっとよく見てみるの。──どうすれば彼女を止められるか、でいいの？」

「ああ。止める方法だ。なんでもいい……頼む」

　彼女の長いまつ毛が震えていることが分かる。集中しているのだろう。精神を研ぎ澄ませなければいけないほどに、困難な作業ということか。

　隠しきれない困惑の表情を見つめること数十秒。

　愕がく然ぜんとした声で、「……嘘うそ」と彼女は呟つぶやいた。

「分かったのか？」

　覗のぞきこむように彼女に顔を近づける。

「なんでもいい。どんな方法でもなんとかするから、教えてくれ」

　コトハ（赤）は言い辛そうに眉を寄せる。

「自信は、ないの。とても信じられない」

　一拍の間を置き、声を潜ひそめた。

「あと……この方法が、どんなタイミングかも分からないし、どんな未来の果てにあるのかも、確かじゃないの。本当に、分からない未来なの」

「それでもいい。なんとかする」

　誰も傷つけることなく終わらせられるのなら、どんなに困難な方法でもやってみせる。

「本当に……なんとか、するの？」

　囁ささやく声に、強く頷うなずく。

「ああ。教えてくれ──どんな未来なんだ？」

「キスしてたの」

「はいっ？」

　……………………………………聞き違えたか？

　あんまり小さな声だから、風の音か何かが変に邪魔をして、奇跡的な空耳を作りあげてしまったのだろう。多分そうだ。

「キス、してたのっ」

　無言でいたら、こちらのコトハに珍しいハッキリとした口調でダメ押しされてしまった。

「暗いところで、優ゆう一いちがキスしてるの。それが、相手の女の子を無事に止める方法なのっ」

「ちょ──ちょっと、待ってくれ！　見間違いじゃないのか？」

「違うのっ。見たのっ。だから、信じられないって言ったのに……」

　先ほどのおどおどとした態度と打って変わって、意固地になった口ぶりでコトハ（赤）は言う。控え目にではあるが、もう一人のコトハを彷ほう彿ふつとさせるご機嫌斜め具合だ。

「それは、その……アレ、なのか？」

「……アレって？」

　うおぅ……静かに不機嫌になっていらっしゃる。

「なんていうか……こう、お互いの口を重要視する、あの……キスのことなのか？」

「さっきから、そう言ってるの」

「すいません……」

　謝るしかなかった。

「……するの？」

　ボソッと呟つぶやき、コトハ（赤）は頬ほおを膨らませた。

「小こ日向ひなたさんと……キ、キス、するの？」

「そう言われると……」

　そういうのは誰とでもできるものじゃないし……あ、そうだ。外国なら挨拶感覚で──。

　って、できるかァアアアアア！

　大体、挨拶でキスをするような文化に親しんでない。挨拶はまず、互いのパーソナルスペースを十分に維持した上でするものだ。肉体的接触なんてもっての他。俺が十六年間で学んだ日本流の挨拶では、とにかくそう学んできた。

　相手も相手だ。姫さまと俺がキスなんて──晴天の霹へき靂れきもいいところ。不釣り合いも甚だしい。彼女は学園の誇るクールビューティ。かたや淀よどんだ目をした死人（呼ばわり）。

　こんな未来はありえない。もっとよく、別の未来を見てもらうしか──。

「──そは、汝なんじが為ためにドアは開あく」

　間に合わなかった……。

　──再びコトハがうなされている間、俺は呆ぼう然ぜんとしたまま汗を拭いてやるしかなかった。

　一分ほど経たった後。

「…………おはよ」

　目が覚めたコトハは、百メートル先から見ても分かるほど、不機嫌になっていた。

「……おはようございます」

「なんで敬語なの？」

「いや……別に」

　ジト目で睨にらまれ、サッと目を逸そらす。

　が、それをさせじとコトハの指が俺の頬を引っ張った。引っ張るだけでは飽き足らず、ねじってくる。痛い以外の何ものでもない。

「……で」

　ごにょごにょと口早に言ったせいで、何を言ったのか分からなかった。

「え？」

「キ……で」

「はい？」

　無事だったほうの頬に、同様の激痛が襲う。そのまま無理やり引き寄せられ、眼前に迫ったコトハと目を合わせざるを得なくなってしまう。

　額がぶつかりそうなほどに近づいたコトハは──熱を感じるくらいに顔を上気させて、吊つりあげた瞳を涙の膜で揺らめかせている。

　そして大きく息を吸い、山頂から木霊を呼ぶかのような声量を浴びせてきた。

「キっ──キスで、戦いが止められるわけないでしょ！」

　星の輝く春の夜空に吸い込まれていったコトハの大声。その声に脅おびえて、どこかの家の犬が吠ほえ出したように、俺には思えた。



    

  
    
      


第五章





「──それで？」

「それで、って？」

「どうするのか、訊きいてるの」

　襲撃を受けた翌日。俺とコトハは食堂で昼食をとっていた。席も同じだったのは、偶然空いていたのが同じテーブルだったからだ。何か使われない理由でもあるのか──呪いのイスとか？　確かイギリスには、そんなイスがあった気が……。

　などと、どうでもいいことを考えなければ、コトハの不機嫌オーラに耐えられない。

「せっかくシリアスな気分になってたのに……バカみたい。一気にわけわかんなくなっちゃった」

　コトハが選んだ本日のランチは、餡あんかけチャーハン（エビのおまけつき）。火の通ったパラパラの焼き飯の上にたっぷりとかかった、トロトロの餡が美う味まさのキモ。そして、熱さの元でもある。猫舌のチョイスとしては適していない。

「……確かにそうだな」

　今日の日替わり定食（鶏のからあげ定食）をつつきながら、俺は答えた。

　物の熱を冷ますのに便利な、いつものふて腐れた顔でコトハが睨にらんでくる。

「……っていうか、どうしてそんなに怒ってるんだ？」

「怒ってないですよーだ」

　べーっと舌を出しておきながら、怒ってないと言い切れるのが凄すごいな。

「いや、怒ってるだろ」

　ふて腐れた顔でチャーハンを口に入れた瞬間、熱さに目を白黒させるコトハ。はふはふと口を動かし、苦行のように飲み込んだ。涙目になって、水の入ったグラスに手を伸ばす。

「それは……どんな未来か分からないけど、相棒が女の子にうつつを抜かしていい雰囲気になろうとしてるって分かったら、なんだかイラッとするのはしょうがないと思うけど──相棒としてはさ？」

　最後の言葉を勢い込んで付け加えて、コトハがグラスを置いた。

「そんなこと言われても……分からないことは分からないし」

「ホント？　実は、どうしてそうなるのか知ってるんじゃないの？」

「分かるわけないだろ」

「ホントに？」

　喰くい下がるな……。

「例えば？」

　お返しとばかりに訊きいてみる。

「うっ」

　途と端たんにコトハは顔を赤くした。『しまった』と顔に書いてあるリアクションだ。言い返されるのは想定してなかったのか。詰めが甘いな。

「それは……その、アレだよ」

　俯うつむき気味にこちらを見上げて、コトハはごにょごにょと続けた。

「……………………愛の、力で」

　俺は思いきり噴き出した。

「な、なんで噴き出すの！」

　危なかった。口に物が入ってたら、大変な惨劇になっていた。

「無表情で噴き出すなんて器用なマネして……」

　怒りとも羞しゆう恥ちともつかない顔で、コトハは例のメモ帳に何か書き殴っている。

「……いや、悪い。つい……」

　少女趣味だったからさ──なんて正直に言うほど、無謀ではない。

「どうせ、子どもっぽいって思ったんでしょ？」

「別に」と澄ましてみそ汁をすする。こういうとき、俺は何か飲んでばっかりだな。

　しかし……愛の力ときますか。思い返してみれば、おととい会ったときにも『運命の赤い糸』やら『白馬の王子さま』やら言っていた。〈ソウルメイト〉探しだって、ＲＰＧみたいな感じに聞こえたし……。

　やっぱり、どっか子どもっぽいんだよなぁ。コトハは。

「思ったんだけど……もう一度、予知しておくことはできないのか？」

　事前に知っておくことができるのが、予知のあるべき姿だ。不透明な情報なら、もう一度予知をすればいいだけの話だろう。

　コトハは視線をテーブルに落とし、チャーハンをレンゲでつついた。

「……無理だよ。そう簡単に眠れるわけないし……催眠スプレーも持ってきてないから」

「眠るのくらい、簡単だろ？」

「簡単じゃないよ！」

　コトハが大きな声を出した。あまりの声に周囲の視線が集まる。

　俺は面めん喰くらった。顔を上げずに叫ばれる（と言ってもいい声量だった）なんて、そうそうあることではない。いきなりどうしたんだ？

　その感情がどんなものか推し測る前に、彼女は話題を逸そらした。

「とにかく、今の状態でできることを考えようよ。──放課後、呼び出されてるんだよね？」

　話を進められて、追及するタイミングを失ってしまった。気にならないと言えば嘘うそになるが、差し迫った事態の対策を打つことのほうが優先事項だろう。



　──今朝のことだ。例の予言を言った本人であるコトハに散々引っ張られてキャンキャン喚わめかれたせいで、俺は顔と耳の痛みに悩まされていた。

　今日ばかりは、とてもそんなことを気にしてる場合じゃないんだけどな……。

　ため息を吐きながら、自分のゲタ箱から上履きを手にする。

「おはようございます」

　落ち着いた声で、俺に朝の挨拶をしてきた人物がいた。

　彼女は──小こ日向ひなた蓬ほう子こは深々と頭を下げた。

「放課後、お時間を頂けないでしょうか。二人きりでお話ししたいことがあります。……お話の内容については、お心当たりがあるかと思われます」

　彼女の顔はいつも通りの、凜り々りしさと気品を兼ね備えた表情をしていた。

「今じゃなくていいのか？」

「はい。今日一日、よくお考えください。放課後、進路指導室でお待ちしています。──それでは、失礼致します」

　彼女は踵きびすを返し、教室へと足を進める生徒の波に混ざっていった。



　そのことを思い出していると、コトハが重ねて訊きいてきた。

「すぐに行くの？」

「いや。今週は掃除当番だから、少し遅れると思う」

「妙に真面目だね……」

　コトハは考え込む顔をして、

「掃除当番、私が代わるよ。だから、優ゆう一いちはすぐに進路指導室にいって」

「どうしてだ？」

「昨日のことを忘れたの？　いきなり、超能力で襲ってこられたんだよ。待ち伏せか何かされてるかもしれない。蓬ほう子こちゃんは、優一が掃除当番だってことは知ってるはずだから、早めに行けば奇襲のタイミングもズレるはず」

　そう言って、コトハは辛そうな顔をした。

「自分でも、嫌なことを言ってるのは分かってるよ？　友達を疑うなんてさ」

「仕方ないと、思う。でも昨日のは……なんというか、委員長らしくないんだよな」

　ここがずっと引っかかっていた。あの姫さまが、卑ひ怯きような手段をとるとは思えない。いざ戦うにしても、正々堂々とした方法でくるはずだ。

「言ってること、なんとなく分かるよ。……昨日会ったばっかりだけど、私もそう思う」

　言いながら、コトハはケータイを操作した。

「章しよう子こ姉から連絡があったけど……相手との交渉は進んでるって。相手が報復してきたのは、羽は島しまの技術独占が気に入らなかったから。だったら、独占しないで利益を分け合えばいい」

　二つの会社で利益を分ける方法といえば……。

「共同出資とかいうやつか」

「うん。お互いの会社から人材と資金を出し合って、新しいプロジェクトを立ち上げるの。そうすれば、利益は半々になるけど不毛な意地の張り合いをしなくて済む」

　最初からそうすればよかったんじゃないか──とは思うが、資本主義社会で通用しないのだろう。他者を蹴落としてナンボの世界、ということくらいは俺でも知っている。

「新しい会社を作るようなものだから、話も大きくなってるんだ。その分、色んな人との折り合いもつけなくちゃいけないから、そういうのに時間がかかってるんだって。……大人のケンカは手続きが大変なのよね──って、章子姉がメールに書いてた」

「それが間に合えば……」

　姫さまと闘わなくて済むかもしれない。

　俺の考えが分かったのか、コトハは章子さんからの情報を教えてくれた。

「あと、蓬子ちゃん自身が働いてる会社は、鍛か冶じ火かの関連企業じゃないみたい。逆に、蓬子ちゃんを使って売り込みをしてるんじゃないか──っていうのが、章子姉の考え」

「売り込み？」

「優秀な超能力者がいることが分かれば、どこの会社だって一目置くから。それで、会社の手助けをして利益を上げてくれたら、猶なおのこと。存在は無視できなくなる」

　簡単に言えば、恩を売るということか。

「……超能力には、それだけの価値があるんだよ」

　声を抑えて、コトハはケータイをしまった。

「とにかく、相手の会社は闇打ちもやりかねない所。章しよう子こ姉の交渉も放課後までに終わるか分からない。蓬ほう子こちゃんのことは信じたいけど……用心するのに越したことはないよ」

　参さん謀ぼう担当の言葉には従うべきだろう。俺は頷うなずき、からあげを口に運んだ。



　帰りのホームルームが終わると同時に、俺は席を立った。

　放課後の騒々しさに満ちた教室を見回すと、ちょうど長い黒髪が教室から出ていくのが見えた。早いな。やはり何かの準備でもするつもりなのか。

　コトハはと言えば、数名の女子に囲まれている。断片的に聞こえてくる内容から察するに、部活の勧誘のようだ。恐らく、今日の体育で行われたソフトボールの試合における逆転サヨナラ満塁ホームランを放ったコトハの身体能力に目を付けたのだろう。

　その熱意にたじろいでいたコトハと目が合った。俺が頷くと、口を固く結んで頷き返してくる。作戦開始だ。

　教室から出ると同時に、俺はケータイを取り出した。

　マナーモードにしていたケータイが振動したような気がしたのだが、勘違いだった。章子さんからの連絡はない。交渉は間に合わなかった、ということか。

　ケータイを戻しつつ、意識を姫さまのことへと移す。

　今朝の時点でもそうだったが、彼女に変化は見られなかった。品行方正な優等生。だらしない生徒を叱しつ責せきしては桃色の視線を受け、クラスメイトはもとより担任からすら頼られる。凜りんとした清せい廉れん潔けつ白ぱくな大和やまと撫子なでしこは、今日も健在だった。

　分かってはいても、繋つながらないな。超能力と姫さまのイメージが。

　進路指導室へと到着した。存在は知っていたが、ここまで来たのは初めてだ。深呼吸してから、『使用中』の札がかけられているドアノブを回す。

「……大丈夫でしょうか」

　僅わずかにドアを開いたとき、中から声が聞こえてきた。

「……今日一日、胸が張り裂けるような心持ちをしていました。辛つらくて、苦しくて……」

　まるで罪の告白をしているかのような声。彼女はこちらに気が付いた素振りも見せず、

「これが私の役目だと、分かってはいるのです。ですが……」

　俺は意を決して、自習室の中へ踏み込んだ。

　カーテンが引かれて、蛍光灯の照らす室内。視界に映ったのは、美しい黒髪。その長い髪をひるがえして、ハッとした顔で振り返る姫さま。それと彼女が抱えている、ピンク色をしたウサギのぬいぐるみだった。

「なっ──内ない藤とう君っ？　どうして、もう、ここに？」

　珍しく、姫さまが慌てた様子で訊きいてきた。普通の人よりも遥はるかに控え目にではあるが、それでも落ち着かなそうに視線を動かしている。

「待たせるのも悪いから……掃除当番を代わってもらったんだ」

「そ、そのようなことは、いけません。当番は、自分で、責任を持って、やるべきです」

　いつもの流れるような口調が見る影もない。言葉に詰まり気味というか……。

　もしかして、テンパってるのか？　姫さまが？

　いつも以上に固い表情で、彼女は唇を噛かんでいる。その手には、小型のぬいぐるみ。

「そのぬいぐるみが……俺達たちを追いかけてきたのか。会話もできるとは思わなかったな」

　ぎゅうっと、ぬいぐるみを掴つかむ手に力が入ったのが分かる。

「わ……私の能力ちからでは、会話などはできません」

「でも、今──」

「私が一方的に話しかけていただけです」

　最後まで言い切らせてもらえなかった。

　遮った姫さまはキリッと顔を引き締めてはいるが、頬ほおや目元が薄い桜色に染まっている。

　つまり……姫さまは純粋にぬいぐるみと話してた、ってことか？

「このような幼稚な癖があることを軽蔑されるでしょうが、かまいません。私は昨日、すでに十分軽蔑される行為に及んでいます。どのように思っていただいても結構です」

「……あんまり強く握ると、苦しそうだぞ」

　彼女がぬいぐるみの首を握りしめていたので、可哀かわいそうな気分になってしまった。俺と似たような目をしてるから、余計に同情心を煽る。

　ハッとした顔で、自らの手で絞殺（？）した『アームストロングさん』を見やる彼女。

「綿が寄ったんじゃないか？」

「ご──ご心配には及びませんっ」

　口早に答えて、姫さまは長い髪を耳にかけた。そして顔をぬいぐるみに近づけて──、

「……んっ」

　キスをした。

　さすがに混乱してくる。お喋しやべりの次はキス。こっちは奇襲すらも念頭に入れて腹を決めてきたのに、ぬいぐるみ相手とはいえ、こんなシーンを見せつけられるとは……。

　──キス？

『暗いところで、優ゆう一いちがキスしてるの。それが、相手の女の子を無事に止める方法なのっ』

　昨日の予言が去来し、それから、姫さまの薄い唇を見つめていたことを自覚した。



    

  
    
      



    

  
    
      

　いかんいかん！　何を凝視してるんだ、俺は！　はしたない！

　まるで姫さまのようなことを脳内で言いながら、視線を逸そらしている内に──目を疑うようなことが起こっていた。

　キスを終えたぬいぐるみの胸の辺りが、ぼんやりと光っている。ほのかな光は、おぼろげな月明かりのようだ。彼女が手を離しても、ぬいぐるみは床に落ちない。

　重力を無視して浮かんだままのぬいぐるみは、俺の見ている前で宙返りをしてみせた。そのまま、短い手足と大きな頭を動かして柔軟体操を開始する。繰り返して言うが、姫さまは手を離している。

　このようなところでしょうかと、姫さまが手を伸ばした。その手に向かって、ぬいぐるみが飛んでいく。腕の上に降り立ち、両手を身体からだの前に揃そろえて深々とおじぎをする『アームストロングさん』。歪ゆがんでいたボディラインは、体操をして綿が移動したおかげで整えられている。

　とんだデモンストレーションだ。昨日は武器を持っていたせいもあって、恐怖のほうが強かったが……こうして明るくて近い場所で見ると、随分印象が違う。

「……まるで、魔法使いみたいだな」

「私自身も、昔はそう思っていたことがありました」

　腕に乗ったウサギの頭を撫なでながら、姫さまは目を細めた。

「ですが──実際にはただの便利な道具にすぎません。お金を生み出す、ただの便利な力です。……内ない藤とう君も、それは分かってらっしゃるのではないですか？」

　俺は、分かっていることを伝えるために、本題を切り出すことにした。

「……用件は？」

「大人しく投とう降こうしてはいただけないでしょうか」

　平静そのものの声で言い、唇を噛かみしめる。

「あなた方をお連れすれば、もう危害を加える必要はなくなります。私の役目は、あなた方への報復。もしくは、羽は島しまとの取引材料としてお二人の身柄を確保すること」

「……人質になれ、ってことか」

「はい。超能力は誰にでもあるものではありません。実用できるまでになると、さらに限られる。──希少価値だからこそ、取引の材料と成りうるのです」

　最後の言葉を言うとき、彼女はわずかに視線を伏せたように、俺には見えた。

「俺達たちは、連れていかれてどうなるんだ？」

「それから先は私の役目ではありません。私の役目は、お二人を連れていくまでです。ですが、協力していただけるのなら……危害は加えられないはずです」

　普通なら、人質を無駄に傷つけるとは考えられない。だが、相手の狙いに報復が含まれているからには、信しん憑ぴよう性せいに欠ける情報だ。

「……昨日のことは、委員長が自分で決めたことなのか？」

「私に決定権はありません。役目を果たしているだけです。今お呼びだてしていることが、私の独断行動です」

　ハッキリと、彼女は言い切った。まっすぐにこちらを見つめて、手を胸元に当てる。

「たとえ私がどうなろうとも、お二人の身の安全は保証させます。かすり傷一つ負わないように、私の能力ちからでお守りします。誓います」

　切れ長の瞳を、はじめてしっかりと見ることができたような気がする。見ようと思っても、すぐに視線を逸そらされてしまっていたから。

　俺も逸らすことなく見つめ返した。そのまま訊きく。

「質問ばかりで悪いが……その後、君はどうするんだ？」

「そうですね。もうお会いすることがないように、別の学校に通います。誘拐犯と同じ学校にいるのは……よい気分ではないでしょうから」

　今度ははっきりと、彼女は俯うつむいた。僅わずかに見える横顔には、痛みに顔をしかめているかのような気色が漂っている。普段の冷静沈着な美貌の上に、うっすらと乗せられた苦しみ。

「──嫌だ」

　コトハのように、俺はハッキリと断った。

「俺達だけが安全で、君に後始末を押し付けるのは嫌だ」

「何を……子どものようなことをおっしゃっているのですか」

　眉根を寄せ、睨にらみつける瞳が俺に向けられる。

「嫌だ嫌だで事が済むほど、状況は単純ではないのですよ……」

「それでも断る。君が言ったことだろう──嫌なことは嫌だと言え、と」

　彼女は指を曲げて唇に押し当てた。

「……確かに、申し上げましたね。居眠りだけは何度注意してもやめてくださらないのに、こういうことは覚えていらっしゃるのですね」

「君の癖と一緒だ。居眠りはやめられそうにない」

「……残念です」

　委員長はかすれるような声で言い、指笛をするかのように人差し指と中指を口に当てる。

「こうなってしまっては、もはや実力でお連れするしかありません。金かね原はらファイナンス所属──暗号名コードネーム・〈蛍ほたる火び〉小こ日向ひなた蓬ほう子こ。全身全霊にて──私はあなたを追撃します」

　ウサギのぬいぐるみがグルグルと回転したかと思うと──遠心力を利用して手足を動かし、デモンストレーションのようにポーズを決める。テーブル越しでも風切り音が聞こえる。首筋の辺りに悪寒を感じ、内臓のどこかが縮こまる心地がした。

「できるか？」と言いながら、近くにあるパイプ椅子の背に手をかける。

「できる能力ちからを持っています」

「やめられないのか？」

「やめられません。これが私の役目──運命なのです！」

　同時に、ぬいぐるみが飛んでくる。

　速いッ！

　イスを引き上げてガードしようとするが、間に合わない。急激に沈んだぬいぐるみが腹部に突き刺さる。えぐり込んでくるボディブロー。息が全部絞り出される。あまりの衝撃に一瞬、全身が浮いた。

　崩れ落ちそうになるのをなんとか堪える。が、体勢が整うのを待ってはくれない。

　俺の身体からだの下、床に着地したウサギは垂直に飛び──的確に俺のアゴを捉とらえて打ち抜く。ぐらりと視界が歪ゆがみ、脳が揺さぶられたことを直感する。

　焦点がブレる。足場が安定していないように感じる。気を抜くと膝の力が抜けそうだ。

　俺は両手でパイプ椅子を引き上げて、ピンクの物体に殴りかかった。

　──しかし。

　耳を穿うがつのは、金属を打つ鈍い音。

　手からイスが弾はじき飛ばされ、問題集や赤本の詰まった本棚に激突する。スチール棚が揺れ、バサバサと本が無感動に落ちていく。本に埋もれていくイスの座面は、丸く陥没していた。あんなにへこんだら、座ってもすぐに転げ落ちてしまう。

「お分かりいただけましたか。この子は小柄ですが、力は愛らしいとは言えません。格闘技を身に付けた腕自慢の男性でも、蹂じゆう躙りんする程度のことはできます」

　余よ所そ見みをしたのがマズかった。ぬいぐるみが身体からだを一直線に伸ばし、俺の首に巻きついていた。長い耳と足が重なり、綿の詰まった首輪へと様変わりする。

　落としに、きやがった……。

「少しの間眠っていただきます。あなたがこちらの手にあることが分かれば、木こ枕まくらさんも抵抗されないでしょう」

　金属のようにガッチリと絞められているように感じるのに、触れているのは間違いなく布。固いのに柔らかい。滅め茶ちや苦く茶ちやだ。こんな物体が存在するのか。

　母さんが戯たわむれで掛けてくる裸絞めと違って、痛みはほとんどない。耐えられる。しかし、頭がぼんやりして、身体から力が抜けていく。

　──情けない。

　誰も傷つけたくないと思った結果が、これだ。

　結局、俺にできることなんて、何も……。

　その刹せつ那な──。

　勢いよくドアが開かれた。激しい音に反応させる間もおかず、何かが駆け抜けていく。誰かが室内に飛び込んできた。

　コトハ……？

　霞かすんでいく視界の中に現れたコトハは、身を低くして床を蹴り、そのまま跳んだ。

　髪が流れ、スカートが舞い上がって白い下着が露あらわになる。

　躍動感──その言葉の意味を知った気がした。

　網膜に焼きつけるような跳躍を見せた彼女は、音もなくテーブルの上に片足をつけ、更に前進。勢いそのままに、姫さまへと飛びかかった。

　二人分の悲鳴染みた声と激しく壁に身を打ち付けた音が、テーブルの陰から聞こえてきた。首を締めつけていた力が弱まる。首から剥はぎ取り、肺一杯に空気を吸い込む。脳に酸素が回り、急激な変化に頭がクラクラとした。

「痛ッ！」

　コトハの短い悲鳴。ふらつきながらも、机に手をつき彼女達たちのほうへと駆け寄る。

　そこでは──姫さまがコトハの腕をねじり上げて、床に組み敷いていた。

「動かないでください……ッ。動けば、関節が外れますよ」

　二人とも髪は乱れ、肩で息をしている。それでも姫さまの表情は冷静だった。

「あうっ……！　どうして、こんなことするのッ？」

　腕を捻ひねりあげられ、コトハが苦く悶もんの声を漏らす。

「先ほども申し上げました。私はただ、一刻も早く役目を終わらせたいだけです……ッ」

「でもッ！」

「これが超能力者わたしたちの生きる世界でしょう！」

　瞬間、委員長は激げき昂こうするように声を荒らげた。

「ご存じのはずです──私達たちは当たり前の存在とは言えないことを！　能力ちからがあるせいで、どんなに些さ細さいな願いであっても、手に入れるには周りを欺かなければならないことを！　あなたにも心当たりがあるのではないですかッ？」

　コトハの顔が歪ゆがんだように見えたのは、痛みのせいだけではないかもしれない。

「分かってるよ……ッ」

　床に顔を押し付けられ、歯を食いしばり痛みを堪えながらも、コトハは叫んだ。

「蓬ほう子こちゃんの言うことは分かるよ！　超能力は普通じゃない！　私だって、できるなら知られたくなかった！　隠していたかったよ！　でも、それでも……ッ！」

　乱れた呼吸を抑え、息を吸い込み──。

「私には──能力ちからが必要だったの。生きるためにも。夢を叶かなえるためにも」

　胸の奥に押し込めていた告白をするように、両目を閉じた。

「……同じですね。私にも些細ですが大切な物があります。それを守るために、超能力を使わなければならなかった。それは今も変わりません」

　視線を動かすことなく、今度は俺に警告してくる。

「もう抵抗はしないでください。……木こ枕まくらさんは身動きできません。私も、これ以上傷つけるようなことはしたくありません。お願いですから、もう抵抗しないでください」

　言葉を区切り、彼女は顔を上げてこちらを見た。

「お願い、ですから……」

　──まただ。また、俺の知らない姫さまの一面を見せてくる。

　切れ長の瞳に涙を浮かべ、彼女は今にもくしゃくしゃになりそうな顔で見上げてきた。

　噛かんでいる唇は歯が食い込んでいる。噛んだ場所から血が流れるほどに、強く。

　血が流れていることに気付いていないのか、姫さまは拭うことをしようとはしなかった。

「聞いて、蓬子ちゃん。……蓬子ちゃんの会社の人、近くで待機してるんでしょ？」

　コトハが無理な姿勢のまま、ポケットからケータイを取り出した。

「章しよう子こ姉……ううん、私の上司から連絡が入ったの。会社の人はもういないよ。私達を連れていく必要がなくなったから。──確認して。疑うなら、自分のケータイも見て。暴れないから」

　突然の事実に臆おくした様子も見せず、姫さまは差し出されたコトハのケータイを見つめる。用心深い手つきで自分のケータイを取り出し、俺に鋭い一いち瞥べつをくれた。

「動かないでください」

　俺が頷うなずいたのを見て、彼女は画面に視線を走らせた。

「……どうやら、おっしゃるとおりのようですね」

　コトハへの拘束を解き、姫さまは立ちあがった。服の乱れを直し、最後に髪を指で梳すく。

「今のところは引かせていただきます。連絡の内容を見る限り、私達は隠れて雌し雄ゆうを決することができなくなったようですね」

　痛めつけられた腕をさすりながら、コトハが立ちあがった。

「羽は島しまグループと鍛か冶じ火か重工の共同出資で、工業用ロボットの研究開発機関を設立する。けれど、互いに超能力者を利用して実力行動を起こした事実は変わらず、又また友好的なビジネスパートナーであるべき両社が、わだかまりを抱いたままで良いはずもない。その為ため──」

　まるで章しよう子こさんのような含みのある笑顔を浮かべて、コトハは続きを言い放つ。

「利益の配分は、互いの超能力者の勝敗によって決定する」

　冷たい美貌を取り戻し、姫さまがうっすらと瞳を細める。

「正々堂々と決着をつけることは、私も望むところです。超常の能力ちからであるのを笠かさに着て、卑ひ怯きような手段を用いるよりも……遥はるかに」

　雇やとい主に対して言っている言葉には、明らかな侮ぶ蔑べつの色が滲にじんでいた。

　突然、掴つかんでいたぬいぐるみが暴れはじめた。あっという間に俺の手を振りほどき、持ち主のほうへと飛んで行く。姫さまはピンク色のウサギを腕に抱くと、

「今夜、決着をつけましょう。──それでは失礼致します」

　深々と頭こうべを垂れて、自習室のドアを開けた。その背中に向かって、声を張り上げる。

「委員長！」

　彼女の歩みが止まる。

　意味のないことだとは分かっている。それでもなお、俺は訊たずねた。

「どうしても……戦わないといけないのか？」

　短い沈黙の後。

「それが役目ですから」とだけ答えて、彼女は振り返ることなく去っていった。

　ドアが閉じられ、あとには俺とコトハだけが残された。



    

  
    
      


第六章





　あの日見たのは、いつもの夕焼けだった。

　いつものように派手なオレンジ色をしていて、いつものように目に痛い夕焼けだった。

　家々からは夕ゆう餉げの匂いが漂ってきていて、通りのほうは家路を急ぐ人の気配が濃密になっていく時間だった。

　色の濃い斜陽の中、俺の好きだった人が泣いていた。泣き尽し、俺の前に立っていた。

　俺は何をすればいいのか──どんな言葉をかければいいのか分からなくて、その分からないもどかしさに戸惑っていた。

　いつも一諸に遊んでいた公園が、酷ひどく居心地の悪い見知らない場所に思えて──自分の場所がなくなったような気がして焦っていた。

　世界に愛想を尽かされてしまった。このままでは、死んでしまうんじゃないか。そんな思いに支配されていた。

　それなのに──実際に俺がしていたのは、つま先で地面を蹴ることだけだった。

　それまで泣いていた少女が、不意に俺の名前を呼んだ。

　顔を上げると、泣きはらした顔がそこにあって、俺を見つめていた。

　何もできないくせに、傷つけることだけはできた男の顔を見つめていた。

　その顔に浮かんだ笑顔を、忘れることができない。

　突き落とすかのような軽蔑の笑顔があることを、俺はこのときまで知らなかった。

　彼女は気丈に涙を拭って、たった一言呟つぶやいた。

『──やさしくない。あなたはちっとも、やさしくないわ』

　そこはいつもの場所で、その時はいつもの時間なのに、俺達たちの関係はいつものものじゃなくなっていた。

　俺が彼女を裏切ったから。

　あの日は──何かの記念日でもなく、カレンダーの余白を埋めるためだけにあるようなありふれた日は──俺にとって、そんな日だった。



　目を覚ました。

　一瞬、どこにいるのか分からず──自分の家のリビングだと気が付くのに、しばらくかかった。

　俺はソファに横たわったまま、見慣れていたはずの天井を見上げた。

　脈拍が上がっているのが分かる。額に触れると、汗をかいていた。

　思い出したくはない。けれど、忘れることは絶対に許されない。

　どうして今、夢に見なくちゃいけないんだ。

　また、こうなるとでもいいたいのか。

　裏切り、何もできない。

「……コトハ？」

　周りに視線を走らせる。

　コトハがいない。さっきまで、ここにいたはずなのに。

　脳のう裏りに、進路指導室での一戦がフラッシュ・バックする。

　慌てて腰を上げかけ、遅まきながらも思い出した。

「風呂……か」



　──俺が軽い眠りにつく前へと話を戻す。

　姫さまと決別し、俺とコトハが正門に向かうと、昨日のように章しよう子こさんが待っていてくれた。そのまま車に乗り込み、たどり着いた先は何な故ぜか俺の家だった。

「本当は一緒にいてあげたいんだけどね。色々と手続きが必要で、出なくちゃいけないの。話し合いだけじゃ終われないのが、大人の面倒臭い所よね～」

　車を降りた俺達たちに、ハンドルを握ったままの章子さんは言った。

「時間になったら迎えにくるから、それまで待機してて」

「……どうして俺の家なんですか？」

「私とコトハの家、まだ荷解きが済んでないの。人さまに見せられない状態、ってわけ」

　俺とコトハは、二人とも大きな黒いバッグを提げている。章子さんによると、中身は〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の制服一式だそうだ。おととい使用したトランシーバーも、もちろん入っている。

　家に入ろうとすると、章子さんに呼び止められた。コトハに鍵を渡し、先に入っていてもらうことにする。

「──優ゆう一いち君。ちょっと〈ソウルメイト〉の話をしましょうか」

「〈ソウルメイト〉の？」

「ええ。魂は転生を繰り返すけど、仲間は決して離れ離れにはならない。たとえ出会えなくても、必ずどこかで繋つながっている。つまり、前世からの縁がある。縁があるからこそ、人は出会えるの。それを……そうね。人によっては、運命と呼ぶのかもしれないわ」

　章子さんはハンドルの上に指先を躍らせて、

「優一君達は、相性が最高にいい。つまり、魂の組み合わせも最高ということ。そして、魂の出会いや関わりを運命と呼ぶのなら──」

　間を取り、言葉の響きを味わうかのように言葉を続けた。

「最高の相性の人は、運命の相手ということにならない？」

「運命の相手？」

「そう。──コトハの嫌がる乙女チックな考えかたで言えば……」

　コトハが消えたドアを見やり、章しよう子こさんは悪戯いたずらっぽい色を唇に浮かべた。

「優ゆう一いち君。あなたはコトハの王子さま──かも、しれないのよ」

「なっ──」

　いきなり、何を言い出すんだ？　この人は？

「ありえませんよ……〈ソウルメイト〉が人間じゃない場合もあったわけですから」

「逆に言えば、途方もない確率の中から優一君は選ばれたのよ？　そう考えると、とってもロマンティック。私なら、それだけで運命を感じちゃうかも」

　章子さんは軽く微笑ほほえみ、言葉に詰まったままの俺に話しかけてくる。

「数えきれない魂の中から、コトハは相性のいい魂を探した。それがどれほど困難なことだったのか、私はよく知ってるわ。それでも、どんなことになるか分からなくても、コトハは動いて──そしてあなたに会いに来た。それを忘れないでね」

　言い終えると、章子さんはサングラスをかけた。

「かもしれない、ってだけの話だから。そう深く考えないで？」

　そんなことを言われたら、変に意識してしまうのは当たり前じゃないだろうか。

「迎えにくるまでコトハをよろしく。エッチなことはしちゃダメよ、未成年さん？」

「しませんよ」

　章子さんを見送ってから、玄関のドアを開く。

　運命の相手？　それはオカルトじゃなくて、おとぎ話の範はん疇ちゆうだ。もしくは、恋に飢えた人が抱く幻想。運命の相手や赤い糸の類たぐいを信じるなんて、子ども以外の何ものでもない。

　確かに、宝くじの当選なんかとは比較にならない確率ではあるが……。だからといって、それがすなわち恋愛感情を引き起こすわけではないだろう。なんといっても、こういうのはお互いの気持ちが大事だし……。脈絡もなくあんな話されてもなぁ。

　変にもやもやした気持ちのままリビングに入ると、運命の相手かもしれない美少女は、ソファに座っていた。その向かい側に腰を掛ける。

　普段のコトハであれば、黙っていても生き生きとした感じを受けるのに、今はそれがない。バッグを抱き抱えるように身を沈め、思いつめた顔で押し黙っている。

「優一。怪け我が、平気？」

「問題ない」

　これも若さなのか、姫さまに攻撃された痛みは大分引いてきている。

　リビングにある時計は、大体六時半を指していた。章子さんは十一時には迎えにきてくれると聞いている。その時間まで、残り四時間半。

　相手は超能力者の姫さま。彼女の能力ちからは、それこそ骨身に染みた。

　速度。破壊力。精密動作。そのどれもが俺よりも勝っている。

　──勝てる見込みが、見つからない。

　たった一つあるとすれば、それは昨日の予言。

　俺が姫さまにキスをするという、謎の予言だ。

　しかし、あれは昨日の時点での予言。鍛か冶じ火かとの交渉後や先ほどの襲撃を受けた後では変化している可能性もある。それに、どんな未来の先にあるのかも定かではない。その予言を成功させるために必要な行動を、すでにやり過ごしていることも考えられる。

　考え込んでいると、コトハに呼ばれた。

「お願いがあるんだけど、いいかな」

「ああ」

「お風呂、貸してくれない？」

「風呂？」

　神妙な顔で、コトハは姿勢を正した。

「おばあちゃんに言われたの。大事なことをするときは、心も体もさっぱりしておけって」

「……『木こ枕まくら家のナイスな家訓』か？」

「あっ……うん。そうだよ」

　自分でも言い忘れていたことに驚いたらしい。目を丸くして、コクコクと頷うなずいた。

　禊みそぎのようなものか。大事の前に、気持ちを落ち着けたいというのは分かる。俺は了承し、風呂場へと向かった。浴槽にお湯を張るように設定して、リビングへと戻る。

　相変わらず借りてきた猫のように押し黙ったコトハは、「ありがと」と言ったきり、何も言おうとしなかった。

　身も心もさっぱり──という風にはまだ見えない。特に心のほうが問題だ。

「……風呂から出たら、教えてくれるのか？」

　何をとは言わずとも、コトハは理解してくれた。躊躇ためらうような間を取って、微かすかに顎を引く。

　羽は島しまで働く本当の理由。コトハの叶かなえたい夢。それはきっと同じ物だ。

　俺はソファに寝転び、目を瞑つぶった。コトハが風呂に入っている間、一人でいる時間が耐えられそうにない。彼女が風呂から上がるまで、少し眠ることにしよう。

　不意に、柑かん橘きつ系けいの香りが鼻孔をくすぐった。すぐ近くから香ってくる。

　目を開けると、コトハが傍らの床に座っていた。膝を抱いた体育座りで、俺の身体からだに頭を預けてくる。

「寝ちゃうの？」

「寝るのは好きだ」

「なんで？」

「寝る子は育つ」

「まだ育つつもりなんだ。……羨ましいよ」

「何がだ？」

「お昼寝なんて、もう何年もしてないしさ」

「……おととい、図書室でしてなかったか？」

「そうだったね」と、コトハは控えめに微笑ほほえんだ。

「邪魔しないから……手を握ってもいい？」

　遠慮がちに差し出された、生きた芸術のような手。

「こうして……そばにいても、いい？」

　──まただ。また、あの時の顔をする。

　おととい、この部屋の中で確かに見た──不安を塗り込めた表情。

『コトハの願いを、優ゆう一いち君は断れたの？』

　この問いに対する答えは、今でも変わらない。

「分かった」

　俺はコトハの手を握った。彼女は微笑む。

　──怖かったり、不安になったりしたときには、誰かにそばにいてもらうのが一番いい。一人じゃない、って思える。

　間違ってないな。全く間違っていない。

　自分でも不思議なほどに、安心できる。

　これは、誰かがそばにいるからだけなのか？　それだけじゃないような気がする。何かが──それ以上の何かが……この安心感にはあるような……。

　悩みながらも俺は目を瞑つぶり──疲れと特技の早寝が合わさって、急速に意識をまどろみの中へと落としていった。



　──回想終了。時計を見てみると、一時間半ほど寝入っていたらしい。

　そういえば……コトハは着替えを持ってるのか？

　ソファの上に置かれたままの黒いバッグを見やる。いくらなんでも、あのスーツ姿で長時間いるのは窮きゆう屈くつだろう。女の子だから、制服のシワを気にするかもしれないし。

　コトハくらいの身長なら、姉さんの服がちょうどいいな──そう見当をつけて、俺は二階にある姉の部屋のドアを開けた。

　家族とはいえ、異性の部屋にある洋服を漁あさるのはいい気分はしない。なにより第三者から見たら変態行為そのものだ。目についたパジャマを手にして、そそくさと退避。

「きゃあああああ！」

　ドアを開けるのと同じくして、階下から悲鳴が聞こえてきた。聞き違いようのない、コトハの金切り声。気付いたときには、すでに階段を駆け降りていた。

　本当に襲撃かもしれない。姫さまの雇やとい主が卑ひ怯きような手段を好むという情報が、今更ながらに脳内を駆け巡った。

　リビング、キッチン、廊下を走り抜けて──家の最深部にあるドアを開ける。

　ドアの開けた先──曇りガラスの向こうから、人のいる気配がする。俺はただ、コトハの安否を確認することしか頭にはなく、なんの躊ちゆう躇ちよもせずにガラス戸を開けた。

「どうしッ────」

　続きの言葉が出てこない。

「…………」

「…………」

　目が合った。

　完全に目が合った。

　湯気が立ち上る浴槽を背景に立ちつくしている──目を丸くしたコトハと。

　額に張り付く、濡ぬれそぼった長い髪。湯は白い肌に弾はじかれて、留とどまることなく滑すべり落ちていく。全身に絡みついているかのようにも見える水の筋が、上質の生クリームにも似た泡を溶かし、緩やかに流す。

　ほどよく丸みのある肩。細く形のいい鎖骨の下にある双丘は、服を着ているときよりも標高があるように思える。長い髪のおかげで、大変重要なポイントは隠れているのが救いというか残念というか。

　あまりの衝撃に目と首と頭が硬直して、それより他の情報は遮断されてしまう。

　つまり、その、簡潔に言うと──コトハは全裸でご入浴中だった。

「きっ──きゃあああああああ！」

　明らかに湯上がり以上の赤面ぶりを見せて、自らをかき抱いた彼女は声の限りに叫んだ。

「しっ──失礼しましたッ！」

　ガラスを割らんばかりの勢いで戸を閉めて、風呂場に背を向ける。

「なっ──何考えてるのッ？　堂々と覗のぞくなんて信じられない！　覗くなんてレベルじゃないよ、特攻だよ！　社会的地位を犠牲にした神風特攻だよ！」

　脳内で、鮮明かつ明瞭に無限リピートを繰り返す入浴シーンを振り払い、

「あ、いや、悲鳴が聞こえたから心配になって──」

「そのせいで、今まさに新たな悲鳴が誕生したわけだけどねッ！」

　反響して強烈になった怒声が耳に痛い。

「すいませんでした……」

「そんな大したことじゃないよ。シャワーを使おうとしたら水になってて、頭から被って、ついでにシャワーヘッドが脳天直撃しただけなのに……」

　状況説明ご苦労様です。

　怪け我がはないかどうか訊たずねると、「コブできたかも」という返事が返ってきた。

「あんなに大きな声出すなよ……」

「覗のぞいた上に文句言うの？　商店街で鍛えた声量をバカにしないでよねっ」

　過去の微妙な栄光を持ち出すなよ──とは、こっちに非があるから言えないな。

「でもまぁ……心配してくれたのに免じて、これ以上は言わないけど」

　いつの間にやら滲にじんでいた額の汗を拭い、浴槽のほうから意識を逸そらす──が。

　目に飛び込んできたのは、脱衣所のカゴの中に入っていたコトハの制服と純白の──。

　慌てて目を閉じるが、今度は進路指導室で見てしまったスカートの中を思い出してしまう。危機的状況だったからこそ、かえってまざまざと記憶に残っているのが恨めしい。

　風呂場、あっぶねぇ……。これじゃ悲鳴も出るわけだ。

　前門の虎、後門の狼おおかみとはよく言ったものだ。どこを向いても刺激が強い。俺の本能と理性の比率が逆転していたら、確実にどちらかの門を開け放ち、親おや川かわよりも先に警察のお世話になっていたところだ。前門は浴室侵入、後門は下着泥棒。前者はやりかけたけど。

　戸の向こうから聞こえてくる水音。漏れてくる湯気。微かすかに漂うボディーソープの香り。更に忘れられそうにないボディーラインが連合軍を成して煩悩への加勢を開始する。

　マズイ。えっと……マズイ。このままでは、理性の壁が崩壊しかねない。それはマズイ。

　──っていうか、いつまでここにいるつもりだ？

「えっと……着替え持ってきた。よかったら、使ってくれ。それじゃ、ごゆっくり……」

　動揺していない声を作り、急ぎ足で退避しようとした。

「──あのさ？」と風呂場独特の響きを伴って、たどたどしい声が聞こえてきた。

「私の身体からだ……どうだった？」

「は──はいっ？」

「やっぱりなんでもないっ！　忘れて！　あ、あははっ」

　取り繕うような明るい笑い声が聞こえて、俺はそれを背に風呂場から出た。

　風呂入ってないのに……なんかのぼせた。



　時計の針はすでに九時を指している。俺が風呂場に飛び込んでから、かれこれ三十分経たつが、未いまだにコトハは風呂から上がってこない。

　気がつけば白磁のような肌が脳内にチラつき、どうにも落ち着かない。

　悟りを目指す心意気で、家中からかき集めてきた緩かん衝しよう材ざい（俗に言うプチプチ）を無心で潰す作業に没頭していると──リビングのドアが、控え目に開いた。

「お風呂……いただきました」

　コトハがギクシャクとした足取りで入ってきた。身体から湯気が出ているのは、湯あがりのせいか羞しゆう恥ち心しんからなのか。

「パジャマ、ありがと」

「サイズ、ちょうどよかったみたいだな」

「えっ？　まぁ、そう……だね」

　はぐらかすように答えて、コトハは第二ボタンまで開いていた胸元を隠した。

　……もしかして、胸がきつくてボタンが閉められなかったのか？

　確かにコトハに比べると姉さんの胸は──ささやかだ。姉さん。色々とごめん。

　あまりの居心地の悪さを隠そうとして、俺はキッチンに向かった。冷蔵庫から牛乳を取り出し、グラスに注いで、コトハの前に置く。風呂上がりには水分補給。常識だろう。

　ありがと、とコトハはグラスに口をつけた。

「やっぱり、お風呂上がりには牛乳だね──へへへ」

　自然と視線が、その笑顔の下に移動してしまう。──寄せられた谷間。湯上がりでうっすらと上気し、湯にほぐされて柔らかそうな質感が増している（と言っても、通常時を見たことがないが）ように思える。それでいて、室内の明かりを跳ね返すようなハリもあるのが見事だ。スタイルがいいと思っていたが、まさかここまでとは……。

　詳細に目に焼き付けている俺がいる。その事実をおくびにも出さず、グラスを受け取り、流しで洗った。



    

  
    
      



    

  
    
      

　それを終えて戻ると、コトハは背筋を伸ばして床に正座をしていた。俺も膝を折り、コトハと向き合ってカーペットの上に坐ざす。

「わざわざ正座してくれなくてもいいのに」

　そう言って、苦笑のなりそこないのような顔をするコトハ。

「さっき、話してたこと……答えるね。私が羽は島しまで働いてる理由」

「ああ。頼む」

　静かに息を吸い込み、コトハが重苦しい口を開いた。

「私は──君に、謝っておかなくちゃいけないことがあるの」

「謝る……？」

「うん。いつかは、話さなくちゃいけないことだったんだけどね──ごめん」

　そう言って、コトハは頭を下げた。手をついたその姿は、純粋な謝罪の姿。

　土下座。はじめての相手が女の子からだとは思わなかった。

　彼女は顔を上げると、

「君を探してた理由、覚えてる？」

「超能力を発揮するのに必要だから……だったな」

「それは本当のことだけど、それ以上に──私にとっては、それ以上の理由があって君を探してたんだよ。その理由は……」

　言い淀よどみ、次の言葉を発するまで、彼女は数秒の時間を必要とした。

「君にとって、凄すごく迷惑なことだと思う。私のちょっとした夢のせいで、君をこんな普通じゃない世界に巻き込むことになったわけだからさ」

　ちょっとした夢──。

『能力ちからがあるせいで、どんなに些さ細さいな願いであっても、手に入れるには周りを欺かなければならないことを！　あなたにも心当たりがあるのではないですかッ？』

　委員長が叫ぶように言った、あの言葉。彼女も些細な願いという単語を口にしていた。

「このことを言ったら、君はもう私に協力してくれないかもしれない。それくらい、私の勝手なワガママなんだよ」

「……話してくれないか」

　頷うなずき、コトハは意を決したように言った。

「──眠りたいの」

「眠りたい……？」

「私、一週間に一回しか寝ないの。催眠スプレーで眠るのを除いたら、だけどね」

　一週間に一回、って……。神さまじゃあるまいし。

　それは大げさじゃないか──なんて、言い返すことができなかった。

「ホントだよ。私は寝ないの。──眠れないの」

　コトハの辛そうな顔と真剣な声が、俺の口を塞いだから。



「私さ──家族がいないんだ。死んじゃったの。みんな」

　天涯孤独ってやつだね、とコトハは困ったように笑った。

「だから、今は章しよう子こ姉と一緒に住んでるの。転校してきた理由は、それ」

「親戚もいないのか？」

「いたとしても、遠い親戚。会ったこともない、ほとんど他人みたいな人だよ。……そこまでいくと、血の繋つながりとかどうでもよくなっちゃうよね。残念だけどさ」

　だから、転校の手続きをしたのは章子さんだったのか。コトハにとって章子さんは上司であると同時に家族でもあった。

「最初にいなくなったのは……お姉ちゃん」

　俯うつむき、彼女は話を続けた。

「私、ホントは双子だったんだって。でも、産まれてくる時にお姉ちゃんがいなくなって、一人っ子になったの。お母さんとお父さんは事故で──私が九歳のときだったかな。育ててくれたおばあちゃんも、一昨年。私が眠ってた横で、夜の内に」

　その言葉は淡々としていて、感情が読み取れない。

「それでね、気付いたんだ。──みんな、私が眠ってる間に死んじゃってる、って」

「眠ってる……間？」

「うん。知ってる？　何かの神話で──ギリシア神話だったかな──だとね、〈死〉の神さまと〈眠り〉の神さまは兄弟なんだって。初めてその話を聞いた時は、あんまり不思議に感じなかったよ。『やっぱり、そうなんだ』って思った」

　おぼろげな記憶だが、俺も聞いたことがある。〈死〉を神格化したタナトス。〈眠り〉を神格化したヒュプノス。その二柱の神は、〈夜〉の女神であるニュクスから産まれた。

「『眠るってことは、ちょっとの間死ぬことなんだ』。私はそう思って、眠ることが凄すごく怖くなった。それに、私が眠ってる間に大切な人が死んでるでしょ？　だから……『私が眠ると、誰かが死んじゃう』とも考えるようになったんだよね」

「眠ると死を呼ぶ、って？」

「そんな感じかな。突飛すぎるけど、私は本気でそう思ったんだ。それで、私は眠ることができなくなって──不眠症になったの」

　眠ることができなくなった。その言葉と、コトハの怯おびえる顔が交差する。

　盲点だった。当たり前すぎて、考えもしなかった。

　コトハが恐れていたのは超能力ではなく、その条件のほうだったのか……。

「最初は睡眠薬とかでも眠れたんだけどね。そのうち、だんだん眠れなくなって。それでつい、薬を飲みすぎちゃって……目が覚めた時には、病院のベッドで寝てた。自殺未遂、みたいに思われちゃったみたい」

　苦い笑みで、肩をすくめてみせる。

「章しよう子こ姉と会ったのは、その病院。私も、その時に自分が超能力者だって知ったの。時々もう一人の私が出てきてた、ってあとから聞いたんだ。いきなり髪の色が変わる人がいたら、誰でもびっくりするよね」

　言葉が出てこない。相応ふさわしい言葉があるはずなのに、どこにあるのか分からない。

「おばあちゃんが死んじゃったあとも、ずっと一人暮らししてたんだけど……生活もきつくなってきたしさ。羽は島しまに雇やとってもらえば、生活費はなんとかなりそうでしょ？　だから、断る理由はなかったんだよね」

　コトハがバイト漬けだったこと。おばあちゃん子だったこと。超能力がありながら、普通のバイトをしていたこと。全ての理由が繋つながっていく。

「一人暮らし、してたのか」

「一年くらい。古い家だけど、思い出もあるし。近所の人達たちも何かっていうと心配してくれたし……みんなのお墓も近いしね。離れたくなかったんだ」

　それでも、コトハはその家を離れた。温かい人々と家族の思い出を捨ててまで引っ越してきた。離れる理由があった。

「ちょっと話が逸それちゃったね。──私に超能力があるのは分かったけど、私は眠るのが怖い。しかも、私の気持ちが不安定だったり、質問する人との相性が悪かったりしたら効果は発揮されない。その両方の問題を解決する方法を、章子姉は教えてくれたんだ」

「それが……〈ソウルメイト〉の話か」

「うん。私は眠ることが怖い。それは、不安がいっぱいで意識を失うことを恐れているから。でも、魂の相性がいい人がそばにいてくれたら、理由は分からなくても安心できるはずだから──って。私の能力ちからも強力になって一石二鳥だ──って」

　そう聞いたの、と付け加える。

「眠ることが怖くなくなるくらい安心できれば、私は普通に眠れるはずなんだ。私のちょっとした夢、っていうのはそのこと。ただ……その為ために──私は君を巻き込んだ」

　ここで彼女は弱く微笑ほほえんだ。

「軽い理由のくせに、重い話でしょ？　眠るのが怖い私に、眠らないと使えない能力ちからがあっただけなのに。君にとっては迷惑なだけだよね──こんな話聞かされてもさ」

　空虚な笑みを口元に浮かべたまま、視線を伏せる。

「蓬ほう子こちゃんの言ってた通りだよ。私はワガママを叶かなえるために君を騙だました。利用した。だから……この話を君にするのは──偉そうに言うと──勇気がいったの」

　生きるために超能力が必要だった。超能力を使うためには眠らなければならなかった。

　だが、コトハは眠れなかった。

　自分が眠ることで、大切な人を間接的に殺したと思い──生物にとってあまりにありふれた行為である眠りを殺した。そして、その眠りが更に異質である超能力と結びつき──彼女を決定的に当たり前の世界から追い出した。

「本当に、ごめん。この話をしたら、もう手伝ってくれないと思ったから……」

「…………」

　俺は立ち上がり、コトハの隣に腰をおろした。

「馬鹿の一つ覚えですまない」

　包み込むようにして、彼女の柔らかい手を握る。

「なんで……？」

「何がだ？」

　信じられない──そういう顔をしている。

「私は君を巻き込んだんだよ？」

「きっかけはそうかもしれないが、決めたのは俺だ。俺が自分の意志で決めたんだ」

「でも、あの状況だったら……」

「それでも断ることはできただろ？　俺は断らなかった。だから、無理やり連れていかれなかったんだ。それに……俺は別に騙だまされてもいない」

　大きな目を見開き、コトハはただただこちらを見つめている。

「俺はコトハの安眠枕だ。コトハが眠るとき、俺はそばにいないといけない。俺は自分の役割をそんな風に説明されたぞ。さっきの話と、何か違ってるか？」

　その揺れる瞳を真まっ直すぐ見つめて、あの時言われたセリフを返してやる。

「眠るときには枕が必要なんだろ？　だったら、いくらでも利つ用かえよ──相棒」

　──彼女の瞳から一筋の滴が流れ落ちた。

「……いいの？」

「ああ」

「私のワガママのせいで、優ゆう一いちはこっちの世界に来ちゃったんだよ？　取り返しなんかつかないんだよ？」

「別にいい」

　頬ほおを伝う涙の筋がまた一つ、瞳から溢あふれる。

「私が、私が巻き込んだから、優一は蓬ほう子こちゃんと戦わなくちゃいけなくなったんだよ？」

「そのおかげで彼女が苦しんでいることも分かった」

「でも、でも……ッ」

　俺はコトハの身体からだを抱き寄せた。

「もういい。俺は後悔してない」

　もう見てられない。こいつをこのままにはしておけない。

「後悔なんか──するものか」

　涙に濡ぬれた声が耳元で囁ささやいた。

「本当……ですか？」

「ああ」

「私のこと……許してくれるんですか？」

「他人行儀な言いかたするな。コトハらしくない。敬語使うのが似合ってないぞ」

　俺の背中にコトハの手が回される。腫物を触るような手が、そっと身体からだに触れてきた。

「ごめん……なさい……」

　俺は震える身体を抱きすくめた。何がなんでも、この震えを止めてやりたかった。

「ごめんなさい……」

　だが……その前に、俺にも言わなければならないことがある。

「そのままでいいから、聞いてくれ。俺にもコトハに言うことがある。俺を信用してくれるかどうかは、その話を聞いたあとに決めてくれ」

「何？」と鼻声でコトハが言った。

「俺は……好きな人を裏切ったことがある」

　ピクッと、コトハの身体が痙けい攣れんしたように動いた。

　舌を口の中で湿らせて、俺は慣れない長話をはじめた。

「小さいとき……俺には好きな人がいたんだ。一つ年上の女の子だ。頭のいい子で、俺に色々教えてくれた。不安な時に手を握ることを教えてくれたのも、その子だ」

　間を置くと、コトハが訊きいてきた。

「初恋、だったの？」

「初恋だった。好きで、大好きで──子どもなりに夢中だった」

　同じ気持ちだと分かった時は、感動のあまりにジャングルジムの天てつ辺ぺんから砂場に飛び降りて、砂に埋もれたまま脳しんとうを起こしたくらいだ。

「よくある話で、周りにはやし立てられた。いつも二人で遊んでいたから、他の連中がやっかんだんだ。バカにされて……悔しかったな。俺がバカにされるのは、まだいい。だけど、彼女の悪口だけは許せなかった。何度も取っ組み合いのケンカをしたよ」

　俺がやんちゃだったのはあの頃が全盛期だったな。それからは大人しくなって、大人しさを通り越して死人になったんだ。

「どんな目に遭っても、彼女は俺のそばにいてくれた。気にするなって言って……手を握ってくれたんだ。それだけで俺は嬉うれしかった」

　それほどまでに魅了されていた。小さな脳の容量全てが、彼女のために使われていた。

「……どうして、裏切ったの？」

　急せかすような声音ではなく、促すように訊いてくれる。その気遣いが胸に染みた。

「今考えても、どうしてなのか分からない。けどあの日は──俺が彼女を裏切った日は──みんなの様子がおかしかったんだ。変に殺気立ってて、いつもより早く手が出てたんだ」

　あの何かがとり憑ついたかのような形相。あまりの恐怖が事実を大げさに見せていたのかもしれないが、きっと今見ても異常を感じただろうと思う。それほどまでに、あの時みんながしていた顔はおぞましかった。

「囲まれて、殴られて蹴られて……俺は怖くなった。逃げたいと思った。どうして、こんなことになっているのか分からなかった。理由は単純だったんだけどな」

「もしかして、優ゆう一いちの好きだった人？」

「ああ。……俺が彼女を独占してたのが、気に入らなかったらしい」

　独占しようと考えていなかったと言えば、それは嘘うそだ。

「怖くて、痛くて、辛つらくて……俺は、彼女を裏切った。『好きじゃない』と言ったんだ。『嫌い』だとさえ言った」

　あんなに好きだったのに。裏切らないように教えてくれたのに。

　幼い俺の小さな世界で、彼女は最も大切な場所にいた。

　それにも拘かかわらず、俺は彼女を傷つけた。

「……その子とは、それからどうなったの？」

「その後、すぐに引っ越した。どこに引っ越すのかすら、教えてくれなかった──というより、話すらできなかったけどな。今はどこで何をしているのかも知らない」

　絶対、綺き麗れいになっているだろうが……そんなことを思うことも、非礼に当たるだろう。

「あのとき……連中の後ろのほうに見えた彼女の顔が忘れられない。不安そうに俺を見てきた顔が、忘れられないんだ。いつもお姉さんぶってたのに、あんな顔をするなんて知らなかった。あれ以来……俺は、他人の不安そうな顔を見ることが辛くなった」

　俺は首を横に振って、自らの言葉を否定した。

「違う。そうじゃない。俺が不安になるんだ。あのときのことを思い出すんだ。また裏切るんじゃないか。また、裏切っておいて最後には何もできないんじゃないか。それが──」

　唾を飲み込む。

「堪たまらなく怖いんだ……！」

　そうだ。これが俺の本性だ。

「俺は優しくなんかない。ただ、怖がっているだけなんだ。誰かが不安になれば、俺が不安になる。そうなるのが嫌なんだ。ワガママだ。本当にワガママなんだよ、俺は。コトハよりももっと悪質だ。自分のためなのに、他人に恩を押し付けてる」

　最低なんだよ、と絞り出す。

　今まで誰にも話したことがなかった。溜ため込んでいたせいで答えが出せず、章しよう子こさんに訊きかれたときに、即座に答えることができなかった。

　自暴自棄でも、無償の優しさでもない。

　俺はただ──コトハよりもみっともなく、怯おびえていただけだったんだ。

「……辛つらかったんだね」

　背中に回ったコトハの腕が、きつく抱き締めてくる。

「辛かったのは俺じゃない。彼女のほうだ。傷つけたのは、俺なんだ」

　もしかすると、俺も震えているのかもしれない。その震えを、コトハは止めたいと感じてくれているのだろうか。

「でも、そのことがあったからこそ、今の優ゆう一いちがいるんだよ？　私の相棒は無口で無表情で冗談なんかも言わないけど──誰よりも何よりも優しい」

「俺は……優しくなんかない」

「ううん。優しいよ。だって……優一の優しさに、私の心は救われたから」

　彼女は俺の胸に顔を埋めた。

「優一が自分のことをワガママだって言うのなら、言ってあげる。──優一は、世界一優しいワガママだよ」

「そんなワガママ、あるはずないだろ……」

「優一が気付いてないだけだよ。あのさ？　私、思うんだ。数えきれないほどの未来が存在しているとすれば……それはつまり、数えきれないほどの選択肢があるのとおんなじじゃないかな、って。ほんの小さな選択が積み重なって、大きく未来を動かしてる」

　だから、と優しくコトハが言った。

「今の優一になるには、必要なことだったんだよ。その子も辛かったと思う。優一も辛かったと思う。だけど、必要だった──そう考えようよ」

「必要、だった……？」

「きっと、全ては無駄じゃない。そう思わないと、今まで感じてきた色んな気持ちに失礼だよ。さっきまで私も悩んでたけど……やっと言える」

　そう言って、コトハは俺の顔を見る。柔らかな笑顔を浮かべて、未いまだに涙の浮かぶ瞳を細めた。

「私は──優一に会えてよかったよ」

　きっと、全ては無駄じゃない──。

　俺は、もう一度彼女を抱き寄せた。勝手に身体からだがそうしていた。

　子どもっぽいな、と思って年上ぶっていたのに。

　分かりやすいヤツだな、なんて単純に考えていたのに。

　いくら怖がっていたとしても、コトハは動いた。全てを受け止めて、それでも前に進むことを選んだ。だから、コトハは生きている。

　怖がって、動けなかった俺とは違う。何をすればいいのか、いつまでたっても分からない俺なんかとは比べものにならない。この顔と同じだ。変化も成長もしてなかった。

　結局、俺のほうがよっぽどガキだったんだ。

「俺が……相棒で、いいのか？」

「もちろんだよ。優ゆう一いちは、古い言いかたで言うなら義理堅い。相棒に持つなら、こういう人がいいよ。『俺の背中は任せたぜ』──って、言えるタイプさ」

　背中に目はない。見えないところは安心できない。自分の目が届かない不安要素。

　そんな不安を補い合える存在こそが──そばにいる、相棒。

「……さてと。スッキリしたし、そろそろ作戦会議といきますかっ」

　コトハは晴れやかな声で言うと、俺から離れて涙を拭う。俺は頭をかいて、気持ちを落ち着けた。情けなく弱音を吐いてしまったが、もう足を引っ張るつもりはない。意識を間近に迫った決戦に戻そう。

「委員長の能力ちから……〈念動力テレキネシス〉とかいったな」

「うん。操作対象に念を送って、自在に操作する能力。精度とパワー、スピードが凄すごいラジコンみたいな能力ちからだね。あくまでも、認識してる物体を動かすだけだから、操作対象が破壊されたら操作はできない」

「動かせるのは、一度に一つだけなのか？」

「断定はできないよ。私だって、私以外の超能力については情報としてしか聞いてないから。でも……章しよう子こ姉の話だと、動かす対象が多くなるほど細かい操作はできなくなるらしいの。意識が分散しちゃう、って」

　いくら超能力とはいえ、操っているのは人間。意識レベルでは変わりないということか。

　──考えろ。相手がラジコンだとしたら、だ。ラジコンだとしたら……何をされたら操作できなくなる？

「……ラジコンで遊んでいるとき、嫌なことと言えば三つある。一つはラジコンが壊れること。次はコントローラーが壊れること。最後の一つは──操作を邪魔されることだ」

　これを〈念動力テレキネシス〉に当てはめてみる。

「このことを応用して考えると、俺達たちが勝つための手段は──操作対象を壊すこと。委員長自身を倒すこと。委員長の操作を邪魔することだ」

　コトハは例の考え込む顔をして、

「その操作を邪魔する、っていうのが重要かもね。意識を乱せば、操作対象への注意が弱まって破壊しやすくなるから。それに、蓬ほう子こちゃん自身の反応も遅れるかもしれない」

「進路指導室でコトハが飛び込んできたときが、それだな」

　突然の襲撃に、姫さまは驚いた。だからこそ、操作はもとよりコトハの奇襲をかわせなかった。要は、彼女の隙を突けばいい。

「でも、今度は奇襲できないよ。決闘みたいな感じだし。どうすればいいかな……」

「それなら、当てがある」

　コトハに言って、俺は自分の顔に触れた。変わらない鉄面皮が張り付いている。

「……人の心を乱すのが、大好きな人に育てられたからな」

　立ち上がり、相棒に向かって手を差し出す。

「準備を手伝ってくれ、相棒」

「任せて、相棒！」

　コトハはニッと白い歯を見せて、俺の手をしっかりと掴つかんで立ちあがった。

「『木こ枕まくら家のナイスな家訓』その九！　『勝てないケンカは絶対するな──しかし、傍はた目めには勝てそうにない勝負をひっくり返すのが、一番楽しいことを忘れるべからず』！」

　確かにその展開は燃える。勝負ごとは、番狂わせほど面白い。

　俺達たちはどちらからとは言わずに握り拳を伸ばして、互いの拳を突き合わせた。

「それじゃ……一つ、ひっくり返してみるか？」

「そうしよっか！」

　それから、コトハは面白そうに付け加えた。

「怖がり同士のチームがどれだけやれるか、見せてやろうよ！」



    

  
    
      


第七章





　──二十三時十五分。俺とコトハは私立清せい納な高校の正門の前に立っていた。

　夜の学校は荒涼としていて、無機質な感じがした。こうして見ると、人間味のなさは刑務所といい勝負だ。本当に、この中で楽しい思い出ができるのか不安になってしまう。

　ハイヒールの音に振り向くと、章しよう子こさんが背後から近付いてくるところだった。

「似合ってるわね？　これでやっと、見た目だけは羽は島しまの幽霊ゴーストよ」

　俺が着ている〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉の制服は、俗に黒服と呼ばれるものだ。真っ黒なスーツに同色のネクタイ、白いワイシャツ。頭には中折れ帽。今はポケットの中にあるが革手袋まで付属している。

　胸元のピンバッジとネクタイピンのデザインは羽の生えた幽霊。舌を出している顔がやけにファンシーだ。これが課のマスコットらしい。章子さんによれば、デザインは〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉で一番偉い人なのだそうだ。可愛かわいらしい感性を持った人だな。

　傍らに立つコトハは、おとといと同じ格好をしている。二人して黒ずくめで同じ形の帽子を被っていると、チームのユニフォームみたいでカッコいい。

「よく学校が借り切れたね？」

　コトハの疑問に、章しよう子こさんが軽い口調で答える。

「結界が張ってあるからね～」

「結界？」

　さすがオカルト専門部署。そんな特殊な技術もあるのか──などと感心したのだが、章子さんが指で円を作ったので取りやめた。

　俗っぽい結界だな……。

　章子さんの「整列」という号令の下、俺達たち二人は肩を並べて上司のほうを向いた。

　褐色の美女は、手首の内側にある時計の盤面を見やり、

「十五分後には相手が到着するわ。二十三時三十分になったら、グラウンドに向かってね。それまでは待機よ。優ゆう一いち君。──やれそう？」

「やります」

「コトハは？」

「大丈夫っ」と弾む声で答えて、コトハは俺の手を握ってきた。

「一人じゃないから！」

　章子さんの前では恥ずかしくて、俺は返事の代わりに一瞬だけ強めに手を握り返した。

　その様子を見て、章子さんが楽しそうに微笑ほほえむ。だが、すぐに顔を引き締めて、

「現時刻から作戦開始。勝ちなさい。これは上司命令よ」

『了解！』

　返事を聞いて、章子さんは満足いった表情で頷うなずいた。それから、コトハを抱き締める。

「ちょっと──章子姉？　苦しいって……！」

　見事なバストに顔を塞がれ、コトハは苦しそうに手足をバタつかせる。

「怪け我がしないようにね？　……私の可愛かわいいお姫さま」

「だからッ……。私は、お姫さまなんかじゃないよ……？　章子姉ぇ……」

　その柔らかな言葉に、コトハは大人しくなり、抱かれるままに身を任せた。

　抱ほう擁ようを続けながら、章子さんは俺を見やった。

「コトハをお願い」

　頷く。それは俺も望むところだ。

　熱い抱擁を終えると、上司は両手を叩たたいた。

「はい。章子姉からの愛を込めたエールは以上で～す。それじゃ、作戦開始！」

「よしっ！　いくよ、相棒！」

　軽快な足取りで、コトハは敷地の中に入っていく。後を追う前に、もう一度だけ章子さんに訊きいておいた。

「さっき渡した物は、確認してくれましたか？」

　章子さんは軽く頷き、ウェーブのかかった髪をかき上げた。

「本当に、あれでいいの？」

「はい」

「それならいいわ。ただし、仕事だけはキッチリしてね」

　逆を言えば、仕事を終えないとダメだ、ということか。

　なおさら負けられそうにないな。

「──あ、そうそう。最後に一つだけ。まだ、二人のチーム名を言ってなかったわよね？」

「決まったんですか？」

　章しよう子こさんは頷うなずいて、俺達たちのチーム名と──俺個人につけられた暗号名コードネームを告げた。



　夜の学校は、やはり怖い。先ほど外観からも感じた人工物然とした温かみのなさが、うすら寒い気持ちにさせる。本当に肌寒く感じるから不思議だ。

　俺は上着からペンライトを取り出し、足元を照らした。上履きに履き替え、ペタペタとゴム底の音を立てながら、細い明かりを頼りに廊下を進む。

　ちなみにだが、俺は手ぶらではない。手にしたバッグには、ブランケットを入れてある。

　二年七組の教室へとたどり着くと、コトハは自分の席──ではなく、何な故ぜか俺の席に腰を下ろした。俺は窓枠に寄りかかり、ペンライトをポケットの中へと戻す。

　あのさ、とコトハが確認するような目でこちらを見てきた。

「勝てるかな？」

「俺にやれる方法はこれしかない。これしかない以上、この方法で勝つしかない」

「……分かったよ、相棒」

　そう言って、コトハはぴょんと立ち上がった。ピシッと俺の席を指さし、「着席」と号令をかけてくる。意図が分からないが、座ることにした。すると、

「よい……しょっ」

　俺の膝の上にコトハが横座りに座ってきた。

　どういうこと？

　この脚の上に感じる弾力というか、反発力というか……これをどうしたらいいんだろう。いや、密着状態だから気になる点を挙げていけばキリがないか。

「俺は枕じゃなかったのか？　これじゃイスだぞ」

　眼前に迫った大きな瞳が、ニッコリと細まる。

「枕は枕でも、抱き枕っ」

「……モノは言いようだな」

　俺が帽子を脱がしてやると、コトハは自分の頭をツンツンとつつきながら訊きいてきた。

「優ゆう一いち、頭重くないの？」

「問題ない。……スプレーは？」

　言うと、スーツから香水ビンを取り出して、手渡してきた。そのまま、彼女と手を繋つなぐ。もう一方の腕を背中に回し、バランスを崩さないように気を配る。

「ちょっとだけ……待ってね？」

　目を瞑つぶると、深く息を吐き、また吸い込む。握っている手は少し湿り気を帯びてきて、まだ気持ちが整っていないことを教えてくれる。

　無理もない。眠るのが怖いことを告白しただけで、恐怖心が無くなったわけではない。コトハにとって、眠ることは紛まぎれもなく恐怖の対象として未いまだ存在している。

　眠ることが死を呼び、誰かの命を奪ってしまう。その気持ちを和らげるには……。

　俺は背中に回していたほうの腕を、コトハの頭へ移動させて──自分の胸に引き寄せた。

「えっ、えっ──え？　な、何？」

　やっとのことで声が出せたといった様子だ。よっぽど混乱しているらしい。

　コトハの耳を、自分の胸に押し当てる。

「聞こえるか？」

「な──何がッ？」

「生きてる音だ」

　彼女は目を瞑り、身体の力を抜いてきた。俺の身体に寄りかかり、手を顔の近くの胸元につける。

「……うん。聞こえるよ。でも、心拍数がちょっと高いかな」

「緊張してる。少しくらいは見逃してくれ」

　──皮肉だな、と思う。

「大丈夫だ。コトハが眠っても、俺は死なない」

〈死者の顔デスマスク〉が、死なないと言わなければいけないなんて。

「安心しろ。俺が絶対に守るから」

　人を不安にさせてばかりの俺が、安心するために必要とされるなんて。

「何度でも言う。──俺はお前を裏切らない」

　コトハ達たちが必要だと言うのなら──安心するためにどうしても必要だというのなら、輪りん廻ね転生も信じてみよう。

　前世でどんな関係だったのか、俺は知らない。

　これからもどうなるか、俺自身には分からない。

　それでも、俺はコトハの不安を取り除く。

　俺の知らないいつかの俺が、いつかのコトハにしてやれなくて、今の俺に残した宿題。

　それができるのは、俺だけだ。

　俺の魂にしかできないことだ。

　同時にそれは、コトハを裏切りたくない俺のワガママでもある。

　俺にしかできないことを教えてくれた、この誇らしい相棒を裏切りたくはない。

　そんなありのままに溢あふれる気持ちを、鼓動いのちに託した。

「へへへ……」

　コトハがますますこちらに身体からだを預けてきた。

「あ……あんまりくっつくと、その──痛く、ないか？」

　密着すると、スーツに隠した色々な物が当たって痛いはずだ。

　別にいいよ、とコトハは小さく笑った。

「……やり返されると動揺するんだ？　ドキドキがおっきくなってるよ」

「…………」

　やっぱり苦手だ。こういうのは。

「あのさ。今度、練習に付き合ってくれる？」

「なんの練習だ？」

「お昼寝の練習！」

　そんなの聞いたことないぞ──なんて野や暮ぼなことは言えないな。

「分かった」

　俺の返事を聞いて、コトハはトランシーバーのイヤホンを耳に入れた。俺も従い、通信の準備をする。もう、俺達たちは手を握ってはいない。

「それじゃ、相棒！　仕事にしよっか」

　彼女に握り拳を伸ばされて、俺は拳を近づけた。

「私の今は任せたよ、相棒」

「俺の未来は任せたぞ、相棒」

　コツンと拳を合わせて、相棒は微笑ほほえみ、目を閉じる。

「優ゆう一いち。おやすみ」

「ああ。……おやすみ」

　俺は彼女を眠らせた。

「……くぅ、っん」

　すぐに、熱にうなされたように息を荒らげはじめた。辛そうに顔を歪ゆがませ、白い肌を上気させていく。身体の上で跳ねる彼女を支えながら、ジッと待つ。

　一際大きく、彼女の身体がのけ反った。その拍子、不意に目に留まった物があった。

　ジャケットの内側にあるポケット。そこからチラリと覗のぞいたメモ帳──いつもコトハが何かを書いていたメモ帳だ。

　こんなときだけど……気になる。

　出歯亀根性と言われるだろうが、何度も目の前でペンを動かされれば気になっても仕方ない、と言い訳したい。

　俺はコトハの身体からだに触れないように注意しながら、こっそりとメモ帳を引っ張り出す。ちょっとだけ見たら戻そう。

　変に緊張しつつも、適当なページをめくった。

『優ゆう一いちの癖・頭をポリポリする（困ったとき？）』

　マジか。気付かなかった。

『考えごとするときは、ちょっと口を開いて左下を向く（表情の変化重要！）』

　テストに出る、みたいな感じで二重丸までしてる。

『寝てばっかり。すぐ寝ちゃう暗示でもかけられてるんじゃないのかな？』

　それはないだろ──と思いながら、髪の変化を始めた相棒を見やった。

『すぐ黙り込んじゃう。話すのが苦手すぎだよ。早口言葉とかやらせてみよう！』

『女の子は、優一のことを怖い人だって思ってる。男の子はそうでもないみたい。特に、あのメガネ君と変へん態たい君は、すっごく優一のことを気にしてる（親友？）』

『探偵になった気分。素行調査、ってこういうのかな？』

『歩いてるときには、歩く速度を合わせてくれる。無意識でやってるのかも』

『鉛筆回しが凄すごい上手！　手先が器用？　（あとで確認）』

　よく見てるな、ホント。

　髪の色が変わっていくスピードが速い。そろそろ戻すかと、メモを閉じかける。

　だが、偶然にめくれたページの一文が俺の手を止めた。

『私は優一に会いにきて、よかったんだよね？』

　まるで、自分に問いかけるかのような文章。それとも、言い聞かせていたのか。

　自責の念。それが分かる筆跡だった。

「……当たり前だ」

　俺は答えて、メモを戻した。

　そして──赤毛の美少女が現れる。

「──誰たがためにドアは開あく？」

　彼女は顔を動かし、こっちを見上げた。

　俺は、相棒の額に残った汗をハンカチで拭った。

「おはよう。相棒」

「うん……おはよう。あ、相棒……」

　まだ呼び方に慣れていないらしい。指先が落ち着きなく動いている。

「未来は見えるか？」

「うん……よく見える」

「俺は、なんとかできそうか？」

「できるような……未来を見る」

　そう言って、腕の中にいる相棒は控えめに俺の服を引っ張った。

「どうした？」

「私も……やりたいの」

　何を──と言いかけるが、彼女の手が握られたのを見て理解する。チームなのに、二人だけやってたんじゃ不公平だな。

「俺の未来は任せたぞ、相棒」

「わ……私の今はよろしくね、あ、相棒……」

　言い出しておいて身み悶もだえしている彼女と軽く拳を突き合わせる。

　さてと、と相棒を抱え上げて、イスに座らせる。

　横にさせてやりたかったが、床に寝かせるなんて論外だ。机に突っ伏すような姿勢になってしまったが、この姿勢も悪くない。居眠り常習犯だから、意外とよく眠れることは知っている。

　彼女にブランケットをかけながら、ふと思った。

　……まるで最初に会ったときみたいだな。

　あのときは、まさかこんなことになるなんて思いもしなかった。

「悪い。少し離れる」

「繋つながってるから、大丈夫」

　繋がってたらセーフ、だったな。

　俺はコトハを置いて教室を出た。いくつかの教室を通り過ぎたあたりでトランシーバーの電源を入れる。

「……相棒。聞こえるか？」

『うん。聞こえるよ。……そっちはどう？』

「問題ない」

　腕時計を見ると、約束の時間まで三分ほどだった。

　遅刻なんてしたら締まらない。決闘に遅れるなんて、宮本武蔵じゃないんだからな。

　俺はポケットに入れていた黒革の手袋を取り出し、手にはめた。

　さて、と……。

　準備はしてきた。考えもある。相棒のおかげで、反応できれば攻撃はかわせる。

　だが、ぶっつけ本番。準備してきたことだって、慣れてはいない。

　無謀すぎて笑えてきた──残念だが、比喩表現だ。顔はピクリともしない。

「……なんとかするさ」

　なんとかできる未来があるのなら、今をそこまで運ぶのが──俺の仕事だからな。



　心地いい夜風だな。校舎を出た俺は、そんなことを思った。

　革靴の底でこすれ合う砂の音が、静寂に包まれた中では大きく聞こえる。

　グラウンドへと向かう足を止めて、空を見上げる。見えるのは、ぼんやりと霞かすんで見える朧おぼろ月づき。春の幻想的な月夜の晩だ。気長に夜の散歩でもすれば、格別の夜だったかもしれない。グラウンドの脇に根を張る桜の樹が、さらに風情を感じさせた。

　その大樹の脇を通り過ぎつつ、待人を見やる。

　全身黒ずくめなのは俺と同じだ。つばの広い黒の帽子。魔法使いがまとうような、丈の長いマント。そして腕には、ピンク色をしたウサギを抱いている。

「こんばんは。内ない藤とう君」

　俺の姿を見とめると、姫さまは帽子を脱いで頭を下げた。

「遅れたか？」

「いえ。私が十分ほど先に到着しただけです」

　こんなときでも真面目だな。委員長らしい。

「ギャラリーの姿が見えないな」

　独り言のように言うと、姫さまがスッと指を伸ばした。その先にあるのは、本校舎の隣にある特別棟。理科室や美術室などの特別教室がある校舎だ。

　その屋上に、数名の人影が見える。人相までは判別できないが、章しよう子こさん以外は全員男性のようだ。中年太りのシルエットの横では、モデルのような体型の我が上司は大変目立つ。

　なるほど。これがホントの高見の見物か。

「木こ枕まくらさんはどちらですか？」

「悪いが答えられない。直接相手をするのは、俺だけだ」

　夜の闇より色濃くなった帽子の陰に、姫さまの眼光がうっすらと光った。

「やはり木枕さんは超感覚系の超能力者なのですね。教室での行動も裏付けになります」

　能力ちからまでは知られていないか。相手の〈精神感応テレパス〉も大したことはないらしい。もし心を読ませない対策があるのなら、念のために後で訊きいておこう。

「二対一になって、悪い」

「構いません。私にはこの子がいます。実質二対二。対等です」

「また、そいつを使うのか」

　視線を『アームストロングさん』に向けると、彼女は頷うなずいた。

「ええ。私が操作できるのは、生命を持つ姿が想像できるもの。もしくは生命を持っていても生物とは認識されにくいものに限られています。自由に動くことはできなくとも、生命と密接に関わることができるもの。そのようなものにしか、私は能力ちからを発揮できません」

　生命と関わりの強いもの。だから、ぬいぐるみなのか。自分の手で動かして話しかけていたのであれば、確かに生きているイメージはしやすいだろう。

　彼女はウサギを抱え上げると、端たん整せいな顔を近づけ──唇を押し当てた。

　ウサギの胸の辺りがぼんやりと光り出し、彼女の手を離れて浮かび上がる。

「命を吹き込みました。これで、この子は私の思い通りに動かせます」

　彼女が指で唇に触れる。呼応して、ヤル気のない瞳をしたウサギが上半身をねじ切らんばかりに捻ひねり、腰の入ったストレートを繰り出す。調子は良さそうだ。

「それで……内ない藤とう君。あなたの能力ちからはどのようなものなのですか？」

　俺は指を動かし、手袋の馴な染じみ具合を見た。まだまだ指が動かしづらかった。

「委員長にははじめて話すと思うが……俺が、あまり表情が変わらなくなったのには理由があってな。──物心つく前から、母さんの悪戯いたずら好きにつき合わされてたからなんだ。落とし穴に落ちた回数は、最高記録で一日に三十二回。深さは最深で七メートル」

　あの時は、下にクッションがなかったら──いや、考えるのは止そう。

「キャンプに行ったときなんかはもっと酷ひどい。ほとんどゲリラ戦だ。母さんが仕掛けたトラップに、運の悪い熊が引っかかった時には……二メートルある熊が舌を出してひっくり返ってた。目覚まし時計の大きな音っていうのは、熊でも驚くんだ。知ってたか？」

　あの熊は元気にしているだろうか。今度会ったら、ハチミツをご馳ち走そうしてあげたい。

「興味深い話です。──本当はもっと、お聞きしたいところなのですが……今日はそうもいきません」

　本当に残念そうな口ぶりだ。こんなことなら、去年の内に話しておいてもよかったな。

「はぐらかさないで答えてください。……内藤君。あなたの能力ちからは──」

「何もない」

　遮るように、俺は事実を叩たたきつけた。

「えっ……？」

「だから、俺には何もない。俺は超能力者じゃないんだ」

　畳みかけられて、虚を衝かれた顔をする姫さま。

　それはそうだ。驚いてもらわないと困る。

「ウサギ……光が弱くなったな」

　おや、とでも言うように俺は話を逸らした。

「それに力も抜けてる。ぶら下がってるだけに見えるけど……」

「──そのようなことはありません」

　固い声色で、彼女は言い返してくる。途と端たんに、ウサギの胸にある光が光度を取り戻した。

「あなたが冗談を言われるのを、はじめて聞きました」

「本当だ。俺にはなんの能力ちからもない。チームを組んでるのは、それが理由だ」

「私と同じ……超能力者ではないのですか？」

　そう言った彼女の表情は、驚きよりも悲しみのほうが勝っているように見えた。

　騙だましたつもりはないのだが、結果としてそうなってしまったのは心苦しい。

「ああ」と答えて、俺は口調を改めた。努つとめて感情を殺した声で、

「〈蛍ほたる火び〉。そろそろ話はやめにしよう。時間は限られてる」

「そう──ですね」

　暗号名コードネームで呼ばれたことで、向こうも考えを切り替えるつもりになったらしい。深く呼吸をして、口元をキリッと引き締めている。

　それでいい。姫さまが真面目になってくれればくれるほど、やりがいがある。

「……相棒。仕掛ける」

『うん』

　俺は片手で帽子を押さえて、姫さまのほうへと歩き出した。

『直進してくる』

　一歩二歩。歩を進めると、ぬいぐるみが飛んできた。

　相変わらず速い。速いが、問題はない。かわせる。

　なにせ今の俺には──。

『しゃがんで！』

　コトハの声に身を屈かがめる。頭の上の風を裂き、ピンクの弾丸が後ろに飛び去った。

　今の俺には──未来がそばに、ついている。

『すぐに戻ってくる。ギリギリまで真まっ直すぐ飛んできて、急カーブして右からおなかを狙う──カウント三・二・一・ゼロ！』

　背後から聞こえてくる風切り音とカウントを同時に聞きながら、俺は一歩退き、弾道をかわした。さすがに、帽子が脱げてしまいそうになる。

　攻撃は休む暇なく続く。

　ぬいぐるみの動きは、俺の目だと予測ができない。

　離れては近づき、緩かん急きゆうの差やフェイントを織り交ぜて襲いかかってくる。

　その全てはコトハの言葉通りに動き、悪戯いたずらに空を裂く。

　俺には予測ができないが──一度も俺に当たらない。

　姫さまも異変に気付いてきたようだ。一撃一撃の繰り出し方が慎重になってきている。

　疑心暗鬼が首をもたげている。頃合いだ。

「そろそろ攻める」

　一気に駆け出し、距離を詰める。

　姫さまが身体からだを半身に構えた。手が下がり、腰を入れたのが分かる。武術を使う気か。

　俺はズボンのポケットに忍ばせていた物を取り出し──急ブレーキをかけた。

　あと数歩で届く場所で立ち止まり、手にしていた物を使用する。

　──パァアンッ！

　破裂音。次いで、微少な火薬の臭いが鼻につく。

　姫さまは目の前で起こったことが理解できない様子で、切れ長の目を見開いていた。

　そんな彼女の帽子や肩には、細い紙のテープがかかっている。

「ク──クラッカー……です、か？」

「そうだ。クラッカー。パーティーにお誕生日に大活躍──と、パッケージに書いてあった」

　ついでに、発射口を上に向けていたから、俺も彼女と同じくらい紙まみれになっている。

「あ、あなたは……一体、何を考えているのですかッ？」

　紙吹雪を払いながら、鋭く詰問してくる姫さま。

「内ない藤とう君、私はあなたを追及します！　どういうつもりなのか、おっしゃってください！　ふざけているのですか？　これは遊びではないのですよ！」

　俺は度重なる回避と疾走で乱れた息を整え、

「本気だが？」

「でしたら、なおさら始末が悪いですッ！」

　俺は空になったクラッカーを小さく折り曲げて、ポケットに戻した。

「……君の能力ちからについて、考えてみた。〈念動力テレキネシス〉──念じることで、物体を自由自在に動かす能力ちから。操作対象との関係は、ラジコンとコントローラーのようなもの。操作対象が自律して動いているわけじゃない」

　だから、と俺は肩についていた紙を叩たたき落とした。

「君を止めればぬいぐるみも止まる。そして、コントローラーが操作しようと念じる意識だとすれば……集中させなければいい」

　振り返って見ると、ぬいぐるみが地に落ちていた。

「君を押さえられれば話が早いが、君には合気道がある。力は俺のほうが強いだろうが、下手に手を出して押さえ込まれたらおしまいだ。関節を極められて、操作の意識が回復したウサギにとどめを刺される。そうなったら目も当てられない」

　視線を戻すと、姫さまの警戒する視線がこちらに向いていた。

「君に手を出さず、思考を奪う方法。その方法を利用すれば、事実上〈念動力テレキネシス〉を封じることになる。支配の弱くなった対象の破壊も簡単だ。それと……人の思考をかき乱すのに、悪戯いたずらほど似合いの手段はない」

　とても自慢できた理由じゃないが、俺はそのことをよく知ってる。

「だから──俺は君に勝つために、君に悪戯を仕掛けることにした」

「……面白いことを考えられるのですね」

　姫さまはポツリと漏らし、唇に指を当てる。肩越しに見てみれば、ちょうどぬいぐるみが宙に浮き上がったところだった。

「軽蔑したか？」

「いいえ。むしろ、あなたにもっと興味が湧きました」

「光栄だ。それと……まだ、俺達たちの暗号名コードネームを言ってなかったな」

『奇襲がくる』

　そうだろう。今は背中がガラ空きだ。

「羽は島しまグループ〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉所属──チーム〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉。参さん謀ぼう担当は木こ枕まくらコトハ。暗号名コードネームは〈全知全能の姫君アカシツク・プリンセス〉。実動担当は内ない藤とう優ゆう一いち──」

『真後ろから体当たりしてくる。狙いは腰』

　俺は腰に手を回した。ベルトには引くだけで解けるように結んでいた糸がいくつか括くくりつけられている。その内の一本を引き、隠していた水風船を手にした。

「暗号名コードネームは──」

　通り過ぎるぬいぐるみを横目に見つつ、思いきり地面に叩たたきつける。

「──〈茨いばらの騎士〉だ」

　風船が弾はじけると同時に白い煙が舞い上がる。続けざまにもう一発、同じ物を叩きつけた。

「なっ──なんですか、これは……ゴホッ！」

　視界を一気に奪われて、彼女は反応できていない。激しく咳せき込み、背中を丸めている。

　俺は風上に移動しつつ、帽子を脱いだ。それからスーツの内側に手をやる。

「水風船の中に小麦粉を入れたものだ。中に空気を残して、割れやすくしてある。俺の家では、小麦粉爆弾で通ってる。家の中で使うと、後始末が大変なんだ」

　姫さまはむせながらも、辛うじて小麦粉爆弾の爆心地から逃れた。

　さすがに……これは可哀かわいそうだったか。

　小麦粉の直撃を受けたことで、全身黒かった姫さまは真っ白になってしまった。あの美しい髪も例外ではない。元が元だけに、落差が際立つ。

　彼女は自分の状態に気付くと、粉を叩きながら声を尖とがらせた。

「こ、これの、どこが、騎士のする行為ですか！　卑ひ怯きようです！　とても騎士道精神とは言えません！　正々堂々勝負しなさい！」

「なりたてなんだ、多めに見てくれ。──それと、鼻の頭が白くなってる」

「あなたのせいでしょうッ！」

　指摘すると、あからさまに顔を赤くして鼻先についた小麦粉を袖で拭った。

「ちなみに、さっきの小麦粉爆弾はコトハの特製だ。作ってる途中で面白くなったみたいでな。こっちが準備してるのに遊び始めて……何個もぶつけられて大変だった」

「そんな情報は結構です！」

　ピシャリと言って、白くなった彼女は憤りを露あらわにした。

「こんな子どもがするような悪戯いたずらで、本当に勝てるとお思いなんですかっ！」

　俺は頭をかいて、「そうかな」とだけ言った。

　すると、彼女がハッとした顔で俺の足元に視線を飛ばす。そこにウサギがいたからだ。

『浮きあがったらすぐに攻撃してくる。一歩後ろに行くだけでいい』

　弾はじかれたようにウサギが垂直に飛び上がる。一歩引くと、一回転したぬいぐるみは、すぐに姫さまの元へと戻っていった。

　彼女はぬいぐるみの安否を確かめるように手を伸ばし──そして目を丸くした。

「なっ──これは、一体なんですか！」

　わなわなと肩を怒らせて、両手で持ったぬいぐるみを見せつけてくる。

「鼻メガネ」

「それは見れば分かります！」

　姫さまが煙幕に気を取られて操作をしていない間に、パーティーグッズの定番である鼻のついたメガネを装着させておいたのだ。死にそうな目が隠れて可愛かわいくなったと思う。

「ハゲカツラのほうがよかったか？」と言いながら、ゴム製のカツラを取り出してみた。

「お断りします！」

　ならばと、俺が被ることにした。

「何をされているのですかッ？」

「せっかくだからな。やっぱり……頭が軽い」

　帽子を小脇に挟み、俺は首をぐるぐると回した。さすがに、ちょっと首が痛い。

　姫さまの様子を見ると──怒ればいいのか笑えばいいのか困惑すればいいのか、判断つきかねている顔をしていた。なんとも言えない顔、というのが適切な言いかただろうか。

「……相棒。スベったぞ」

『わ、私がやれって言ったんじゃないの』

　そうだ。薦めたのは、あっちのコトハだった。あとで責任追及してやる。

「ま、まったく──何がしたくて、こんな悪ふざけを……！」

「君に勝つためだ」

　カツラを外し、もう一度帽子をかぶり直す。

「君が操作をしなければ、ぬいぐるみはただの布と綿の塊になる。鼻メガネをつけることだってできるし、壊すこともできる。今のは、その事実を教えたかっただけだ」

　目を見張る彼女を見据え、更に続けた。

「さっき君は、自分のことを『実質二人』だと言ってたな。確かに、君達たちは二人分だ。だが、正確に言わせてもらえば──身体からだは二つだが、意識は一つだけだ。動けるのは一人、もう一人は動けない。そうなると、一人を相手にしているのと変わらない」

　言っていて、自分でも気が付いた。

　真逆だな。俺達の場合、動かせるのは俺の身体一つだけ。だが、意識は二人分。魂で言えば三人分だ。

「ここにはいないが、君の相手は俺一人じゃない。俺は一人じゃ戦えない。君と戦っているのは俺達なんだ」

「…………」

　彼女は、ぬいぐるみからそっと鼻メガネを外した。

「一人きりの私とは違うと……そういうことですね」

　指先で口に触れる。ウサギが生気を取り戻し、盾になるかのように彼女の前に浮かんだ。幾分か光が弱々しく見えるのは、俺の目が疲れているわけではないだろう。

「どうして、そこまで戦おうとするんだ？」

　姫さまの真面目さと、責任感の強さは知っている。確固たる信念を持ち、悪いことだと感じれば説教すら辞さない。しかし、それも相手の成長を思えばこその行為。

　文武両道。芯の通った大和やまと撫子なでしこ。それが俺の知っている委員長だったはずだ。

「奇襲も能力ちからに物を言わせたやり口だって、君は嫌なんだろう。それでも、どうして従うんだ？」

　ややあって、彼女は静かな声で訊たずねてきた。

「……私の家が、合気道の道場を開いているのはご存じですか？」

「ああ」

「祖父の開いた道場です。父も私も、そこで合気道を学びました。……自分の家ですから、当然かもしれませんね」

　笑うように、彼女は息をついた。昔の思い出でも胸の内に湧き出たのかもしれない。

「……その道場が、経営難に陥ったのです。元々、欲のない経営をしていたところに、父が門下生の作った借金の連帯保証人になってしまったことが原因です」

　借金……。

「道場は私の家も同然です。絶対に失いたくありませんでした。それは父や母にとっても同じです。そして道場を守るために……お金を、借りることにしました。借金を返すために、また別の借金をしたのです」

　あとは雪だるま式です、と彼女は付け加えた。

「今では門下生も増えてきて、どうにか続けることができています。問題は、お借りしたお金とお借りした相手が悪かったということ。私達は、お金に関して余りにも無知だった」

「その借金の相手が……金かね原はらファイナンス。君の働いている会社か」

「おっしゃるとおりです。私が働けば、お金の催促はされません。支払いの期限も伸びますし、私が頂くお給金からお返しすることもできます」

「やり口に反論しないのか？」

「どういう形であれ、契約は反ほ故ごにできません。拒否する権利がない以上、私は役目を全うするしかないでしょう。……むしろ、私の能力ちからが露ろ見けんした時には喜んで雇やとわれたくらいなのですよ？」

　そう言って、委員長は自嘲するような息を漏らした。

「──いい駒が手に入った、と陰で言われるくらいに」

　風を生み、ウサギが天高く跳び上がる。

「鍛か冶じ火か重工との繋つながりができれば、今よりも多くのお金が手に入る。より早く、役目を終わらせることができる。──そのためにも！」

　遥はるか上空に浮かんだウサギは、全身に力を込めるように身を縮めている。

「私は負けられない！　もう一度、あの頃へ──あの、全てが当たり前だったあの頃へと戻るためにも──あなたたちを倒して、私の利用価値を見せつける！」

　道場での生活が当たり前だった頃の生活に戻ること──それが姫さまの闘う理由か。

「内ない藤とう君──いいえ、〈茨いばらの騎士〉。終わりにしましょう。鬼ごっこも悪ふざけもこれまでです！」

　俺は、彼女の顔に視線をやった。

「どうしても……しなくちゃいけないのか」

「それが私の役目です！」

「泣いてもか」

「……え？」

「今みたいに……泣きながらでも、しなくちゃいけないことなのか」

　壁になっていたぬいぐるみが消えたおかげで、彼女の顔がよく見える。

　帽子の下に見える白はく皙せきの整った顔立ち。

　その瞳にいつもの鋭さはなく、厳格さすらなく、強い眼光すらなかった。ただ悲しくて涙を流す、一人のか弱い少女がいるだけだった。

　自分の涙に驚いた様子で、彼女は頬ほおを伝う液体に触れる。

　放課後に見せてくれた、彼女の表情で分かっていた。委員長は、俺達たちと戦うことなんて望んではいない。いやきっと、超能力を使うことすら望んでいないのだろう。

　それでも、彼女には守りたい夢があった。頑かたくななほど役目に殉じて、自分の気持ちを殺した。彼女もまた、当たり前を取り戻そうとしていた一人だった。

　間違いない。俺の知っている小こ日向ひなた蓬ほう子こという人は、それほどまでに真まっ直すぐで、融通の利かない人だった。超能力者だったとしても、俺の知っている彼女に間違いない。

　よかった。これでやっと、止められる。

「相棒。俺が今からやろうとしてる未来が見えるか？」

『うん。見えるの。でも……』

　言いよどみ、コトハ（赤）は続けた。

『……大丈夫なの？』

「問題ない。一度くらいはそうしておかないとデキレースと疑われる。それに……」

　俺は手を腰に回した。

「悪戯いたずらをした人間は、ちゃんと怒られなくちゃいけないんだよ」

『……分かった。でも、これだけは気をつけて。イヤホンを──』

　相棒の言葉を聞き終える前に、ぬいぐるみが一直線に飛んで来た。

　その姿は、まさに銃弾。

　直撃────ッ！

　衝撃が死なずに、腹から背へと抜けていく。

　違う……！　進路指導室で受けた攻撃とは違うッ！

　俺はそのまま背後に吹き飛び、ゴロゴロと転がった。桜の大木にぶつかり、動きを止める。花びらが舞い落ちる中、痛みに呻うめく。本当に銃弾が打ち抜いたみたいだ。熱い。

　覚悟してても……この威力か。

「──もう、諦めてください」

　姫さまが白い煙の中から現れた。俺の頭にあったはずの帽子を手にしている。

「お気付きでないのですか？　先ほど転がった拍子に──あなたのおっしゃっていた小麦粉爆弾が破裂したのです。まだ隠していらっしゃったのですね」

「……それだけじゃない」

　俺は歯を食い縛り、身体からだの中に隠していた物を探りながら言った。

「血ち糊のりも破けてるし、サラダ油爆弾もやられてる。……びっくり筒は無事だな」

　言いながら、俺は腕をまさぐった。上着の上からボタンを押すと、袖からバネ付きの鳩はとの玩具おもちやが飛び出した。打ちあがった玩具は飛び立つことなく、ささやかな音をたてて地に落ちた。

「そんな物まで準備されていたのですか」

「ああ。びっくり箱は基本だからな」

　さっきの一撃だけで、大分汚くなってしまった。腰のあたりは小麦粉と油でギトギトのグチャグチャだし、スーツの中は潰れた血糊でべったりだ。せっかくコトハと準備したのにな。これは改善の余地ありだ。

「今の一撃で理解されたはずです。もう、勝ち目はありません」

　俺は片手を背後にやった。大丈夫。これは落としていない。さっき、吹き飛ばされるのを見越して手で押さえていた。

　さらに、びっくり筒を作動させるときに腕時計で時間も確認した。タイミングは大丈夫だ。あとは、どこを狙うかだけ分かれば……。

　それから気付いた。耳にイヤホンが入っていない。

「動かないでジッとしていただければ、これ以上痛い思いをせずに気を失えます」

　視線は姫さまから動かせない。

　俺を吹き飛ばしたぬいぐるみは、彼女の傍らに浮かんでいる。距離は十分。あそこから攻撃されたら、今度こそやられてしまうだろう。

　時間がない。予定では、もうすぐ……。

　焦りながらも、手を動かし──やっとの思いで見つけたイヤホンを耳に突っ込む。

　ああ──聞こえる。

『カウント二十秒前……十九……』

　本当に……俺の相棒達たちは頼りになる。情けない自分を悟られないように、強気な声で彼女に告げた。

「悪いな、委員長。ご覧の通り絶望的な状況だが……」

　フラフラと立ち上がりながら、俺は右腕を前に出した。

「降参するような──そんな未来は選ばない」

　上向きに拳を握り、人差し指を動かす。

「──こいよ」

「──そうすることにしましょう」

　ウサギが身体からだを捻ひねる。

『三──』

　カウントに耳を傾ける。

『二──』

　ウサギが飛び出す。

『一──』

　俺は背後に回していた指に力を入れた。

『伏せて！』

　刹せつ那な──。

　姫さまの背後から、大音量のベルの音が響き渡った。夜の帳とばりを引き裂くかのような騒音に、俺ですら驚く。

　ぬいぐるみの動きがにぶる──姫さまの意識が戸惑った。

　そのまま、ウサギは大木を穿うがつ。その場所は、さっきまで俺の腹があった場所。今では、俺の頭の上だ。

　ポトリと、頭の上にぬいぐるみが落ちてくる。その身体に、俺は隠していたピアノ線を巻きつけた。抜け出せないように四方を固め、完全に締め上げる。

　拘束を完了させて俺が立ち上がると、ようやくベルの音は止んだ。

　止んだ、というよりも止めたというほうが正しい。ベルを止めるには、誰かがボタンを押さなければならないからだ。

　けたたましい音を止めてくれた姫さまは、元凶である目覚まし時計を手にしていた。

「こんなもの……いつの間に仕掛けられたのですか？」

「小麦粉爆弾に、君が気を取られている間だ。ぬいぐるみに細工するよりも先に、その爆音目覚まし時計を君の死角──俺がいる場所とは正反対の場所に置いておいた」

「それに、いくらあなたが準備をしていたとはいえ……この大きさでは、隠していることに気付くはず──」

　言いかけて、彼女は気付いたらしい。自分の手にしている、俺の帽子の中に目覚まし時計を入れた。それでも、浅く被れるくらいのスペースは空いている。ついさっきまで、そうやってかぶっていたんだ。

「だから、言っただろ。頭が軽い、ってな」

「……そういう意味だったのですか」

「すまない」

　彼女の肩が小さく跳ねる。

「俺がしたのは卑ひ怯きようなことばかりだ。騙だましたり、驚かせたり、人質をとったり……。君の言う通り正々堂々と戦ってたら、俺は絶対に勝てなかった」

　しばしの沈黙の後。

「……まだ、勝負はついていませんよ」

　彼女の言葉に耳を疑う。

「私はまだ、諦めていません」

「君のぬいぐるみは、動けないぞ」

　彼女は時計を放り出し、指先を唇に当てた。途と端たんに、ピアノ線の食い込んだぬいぐるみが暴れ出す。これ以上暴れられたら、布がもたない。

　壊れる──それでは、彼女を無事に止めることにはならない。このぬいぐるみも彼女の大切な物のはず。壊れたら、俺の望む未来とは違ってしまう。

「相棒！」

　短く訊たずねると、コトハ（赤）が呆然と呟つぶやくのが聞こえた。

『こういうこと、だったの……？』

　意味深な発言に気を取られ、腕の力を抜いてしまった。緩んだ隙をついて、ぬいぐるみが俺の顔面へと襲いかかってくる。無感動な顔が接近し、すんでのところで激突するのを避けた。ぬいぐるみは、突き刺さるようにして大樹へとぶつかる。

　間一髪──と安あん堵どしたのは、束つかの間まのことだった。横目でウサギを見た瞬間、俺は息を呑のんだ。

　ぬいぐるみの光が消えていく。代わりに、桜の幹に大きな光が生まれていく。それはまるで、命を移しているかのような光景。

　生命を持っていても、生物とは認識されにくいもの。分かってはいても、生きていることを忘れてしまいそうになってしまうもの──植物。

　──まさか！

　姫さまが叫ぶ。暴れていたぬいぐるみから光がなくなり、抵抗もぱったりとなくなった。

　ついで異変は背後で起こる。枝がざわめき、花びらを散らしていく。

　ぬいぐるみのように関節が上う手まく動かせないのだろう。それでも、強風にあおられているかのように桜の枝が揺れ動いた。

　それだけではない。地面が振動している。大地の底から、何かが押し上げてきていた。ミシミシという音が足の下から聞こえ、むき出しになった土に亀裂が入る。

　校舎の窓ガラスすら怯えさせる能力ちからに、屋上のギャラリーが恐れと驚嘆の混じった感声を上げる。

　地中深く張った根ごと引き抜こうとしている。そんなことできるのか？

　姫さまのほうを見やる。彼女は片膝をつき、身体からだをガクガクと痙けい攣れんさせていた。

　帽子が落ちる。彼女の長い髪が露あらわになり、こちらを見つめる切れ長の瞳と目が合った。その目は血走り、充血している。

『能力ちからの限界……！　大地への依存が強すぎる！　このままじゃ、命に関わるの！』

　そう言っている間にも、大地の隆起は進んでいく。不気味な鳴動が勢いを増し、日の目を浴びることのなかった根がみるみる内に姿を現す。

　俺は姫さまに向かって走り出した。サラダ油爆弾の影響で、ズボンが張り付いて気持ち悪い。靴の中も外も油だらけだ。滑りやすい砂と相まって、足元がおぼつかない。

　だが、それでも走る。ますます崩れ落ちていく彼女の姿が、背中を押した。

　大地の割れる音が身体に響いた。もう振り返っている暇はない。一秒でも早く姫さまを止めなければ……！

　俺は強く足を踏み出し、スパートを試みた。

　そして。

　ツルッと。体重を預けた足を滑らせてしまった。

　──相手の足を滑らせるために用意したサラダ油爆弾。それに、俺自身が引っかかってしまった。まさに本末転倒。

　前のめりに倒れていく。その先にいるのは、能力ちからの酷使で疲ひ弊へいしている姫さま。赤く染まった瞳が丸くなる。そんな彼女に覆おおいかぶさるようにして、俺は身を投げ出していく。全てがスローモーションに見える。その遅すぎる世界の中で……。

「んっ」

　彼女を押し倒してしまった。

　口で息ができない。滑らかな何かが塞いでいる。手のひらには、なにやら柔らかな物体が──ほのかにではあるが、隆起したものが──ある。

　ズゥウン……という、まるで巨人の足音のような音がグラウンドに響き渡った。

　ゼンマイ仕掛けの人形のようにぎこちない動きで首を引く。

　俺の下で仰向けになった姫さまは、おぼろげな月明かりでも分かるくらいに赤面していた。その表情が、目が赤くなっている理由を『超能力を酷使した影響』から『乙女の恥じらい』へと変えていく。事実、瞳を覆おおう涙の膜が異様なほどに厚くなっていた。

「あっ……その、違うんだっ。そういうつもりで、あの、えっと……」

　しどろもどろになっていると、プルプルと震える唇で彼女が囁ささやく。

「内ない藤とう君の……手が……わ、わた、私の……」

　慌てて手をどけるものの、そのときにはもう遅かった。しっかり感触をお持ち帰りしてしまったことで、そのことを痛感する。

「あ、その……事故だ。本当に」

「く、お口が……ここに……これでは、キ、キキ、キス……っ」

　彼女は唇にほど近い場所に手を当てると、顔から湯気を出した。ギリギリ唇でないとはいえ、その距離は一センチもない。なんというニアピン。

　混乱する頭で状況整理をしていると、イヤホンから不機嫌な声が聞こえてきた。

『……予言通りになったの。抵抗も、思考も無事に止めたの』

　まさか……こういう結果になるのが分かったから、何も言わなかったのか？



    

  
    
      



    

  
    
      

　不可抗力なのに拗すねるなよ……。

「……委員長？」

　彼女は力無く頷うなずく。

「……はい」

　こんな状況ではあるが、とにかく伝えるだけ伝えよう。

「俺……入社祝いに、魔法のランプを貰もらったんだ。どんな願いでも一つだけ叶かなえてくれる、っていう魔法のランプ」

「魔法のランプ……ですか」

「ああ。この仕事が終わったら、その願いが叶うことになってる」

「どんな願いなんですか……？」

「俺の願いはこうだ──『小こ日向ひなた蓬ほう子こを自由にしてやってくれ』」

　俺の言葉が理解できないのか、彼女はただただ目を丸くしていた。

「どうして……そんなことを……？」

「前にも言った。俺は、君一人に責任を押し付けるのは嫌だ」

「私には……まだ、お返ししなければいけないお金が……」

「羽は島しまの財力はケタ違いだ。どうとでもなる」

　俺は彼女にぬいぐるみを手渡した。

「それからは君が考えてくれ。羽島に協力してくれてもいいし、しなくてもいい。君は自由だ」

　彼女は小さく首を振る。その姿は、普段の大人びた彼女よりもずっと幼く見えた。

「そんな……そんなこと……」

「俺は意思表示をしっかりしないといけないそうだから……はっきりと言わせてもらう。君とはもう、絶対に戦いたくない。だから──君を自由にしたい」

　それともう一つ。

「あと、俺の相棒からも伝言がある」

「木こ枕まくらさんから……？」

　俺は身体からだを起こし、膝をついた。手袋を外し、ハンカチで汗を拭う。

　ぬいぐるみを大事そうに抱きしめた姫さまは、地面にへたり込むようにして座り込んでいる。いまだに不安定な精神状態の彼女に、イヤホンから流れてくる言葉を伝える。

「蓬子ちゃんは一人じゃないよ。私達たちがいるから、安心して。そばにいるから」

　そこまで伝えて、俺は彼女の手に触れた。強こわ張ばった指が、怯おびえるような動きを見せる。その手を温めてやるようにして覆おおった。

「信じて──だそうだ。これはチーム〈茨姫スリーピング・ビユーテイ〉の総意でもある」

「でも、でも……」

　今にも泣き崩れそうな顔で、彼女は呼吸を繰り返した。

「信じてくれ。──俺達たちは、小こ日向ひなた蓬ほう子こを裏切らない」

　彼女は顔を伏せた。抱きしめたぬいぐるみに、水玉の模様ができていく。

「もう……なにがどうなっているのか、分かりません……」

　包み込んだ彼女の手が、握り返してきた。

「私、普通じゃないのに……。お金、だって、返さなくちゃ……。道場も大切で……でも、二人を、傷つけた、し……なのに、なのに…………」

　鼻をすすり、嗚咽を繰り返す。

「もう──何がなんだか分かんないよぅ……」

　泣きじゃくり、彼女は言った。

　俺は彼女の涙を拭い、手を握り返し続けた。

　桜の樹をなぎ倒すほどの能力ちからを持った学園一のクールビューティは、怖い夢を見た子どものように大声をあげて、泣き崩れた。



    

  
    
      


エピローグ





　春しゆん眠みん暁あかつきを覚えず。そんな言葉を思い出した。春はどれだけ眠っても眠くなる。実際問題、俺は眠い。それも昼過ぎの屋上で、日当たりのいいベンチに座っているものだから余計だ。

　グラウンドのほうから工事現場のような声とクレーン車が動く音が聞こえているとしても、眠れる。

　でも、枕おれが寝るわけにはいかないんだよなぁ。

「うぅうん……」

　俺のひざまくらで寝転んだコトハが、愚ぐ図ずったような声を出した。……もぞもぞと動かれてしまうと、どうにもこそばゆい。かと言って、苦情を言えないのが枕の辛つらいところだ。

　ふと見れば、コトハがこっちに顔を向けていた。どうやら、話しかけて欲しいらしい。

　コトハの身体からだにかけてあるブレザー（俺の物だ）をかけ直してやりながら、「どうした？」と訊たずねる。すると、コトハはカッと目を見開いた。

「全然眠れないっ！」

「まぁ……初日だから、そんなもんじゃないのか？」

　コトハはふくれっ面で口を尖とがらせ、

「う～ん……これじゃ、道のりは遠そうだなぁ」

「急がなくてもいい。のんびりいこう」

　お昼寝の練習──今、俺達たちがしているのは、まさにそれだ。コトハの眠りを取り戻すための、最初の一歩。そのために五時限目をサボっているわけだ。

　章しよう子こさんが言うには、コトハを眠らせるために使用している睡眠スプレーは、人体に害のない薬品らしい。だが、高頻度に使ってしまえば、効果にその内慣れてしまうとのことだった。そうなれば、更に強力な物にせざるを得なくなる。身体からだに影響が出るリスクも比例して上がってしまう。そんなことは、章子さんとしても望んでいない。

　電話でそのことを話した後、章子さんは笑いながら言った。

『自然に眠るのが一番いいのよ。確実にリラックスしていないと眠れないからね～。お姫さまのことは頼んだわよ、ナイト君？』

　騎士ナイトと内ない藤とうをかけたダジャレか。そう考えると安直で、かなりがっかりしてしまった。正直に言うと、〈死者の顔デスマスク〉よりもカッコイイと思っていたのだ。

　俺のどうでもいい傷心は置いておこう。今は、コトハの練習についてだ。

　暖かい陽気の下で寝転がるだけで、俺ならすぐに眠れてしまうのだが……コトハにはまだ難しいようだ。まさに寝つきが悪い様子で、何度も寝返りを繰り返している。

　屋上のドアが開いた音が聞こえてきた。サボりを見み咎とがめられると思い、身を固くする。

「──こちらにいらっしゃったのですか」

　姫さまだった。彼女はホッとしたような顔をしたのも束つかの間ま、すぐに表情を引き締めた。そのままこちらに歩いてくると、コトハを見やり小声で口を開いた。

「私はあなたがたを追及します。今は五時限目──つまり、授業中です」

「……すいません」

　頭を下げると、姫さまは躊躇ためらうような間を取って口を開いた。

「ですが……お二人にはご恩があります。先生には、保健室に行かれたとお伝えしておきましょう」

「助かる」

　それで用件は終わりかと思ったのだが、彼女は立ち去ろうとはしなかった。

「内藤君。私はあなたを追及します」

　まさかの二回連続追及？

　彼女は俺を見下ろしたまま、唇を噛かみしめた。

「さきほどのご恩とは別に、あなたには……とても、人さまには言えないようなことをされました」

　心臓が縮む。一瞬だが、コトハの眉もピクンと動いた。

「あのように、強引な方法で、男性に押し倒されたことは、はじめてです」

　言っている間に、顔の紅潮が増していく。口にするのも恥ずかしいのだろう。聞いてるこっちも恥ずかしくなってきた。

　思わず、あのときに触れてしまった感触を思い出──しはしない。そこは理性の踏ん張りどころだ。

「すいませんでした！」

　深々と頭こうべを垂れる。本来なら土下座したいところだが、コトハのひざまくらをしているので身動きがとれない。

　ですから、と姫さまは凜りんとした声で告げた。

「私は、あなたの責任を追及することにしました」

「責任……ですか？」

　怖々顔を上げると、うっすらと目を細めた姫さまが指を口に当てていた。

　この構えは……。

　思い至いたると同時に、姫さまのブレザーの後ろが捲まくれあがって、ピンク色の物体が頭上に浮いた。そんなところに隠していたとは……。

「お伝えしておきます。私も羽は島しまグループで働くことにしました」

「羽島で？」

「はい。これからは〈幽霊課ゴースト・セクシヨン〉所属の超能力者──暗号名コードネーム・〈朧おぼろかぐや〉として、お務めを果たさせていただきます。ふつつかものですが、どうぞよろしくお願いします」

　姫さまが頭を下げると、ぬいぐるみもキチンと手を揃そろえて同じ動きをする。芸が細かい。

〈朧かぐや〉……朧おぼろ月づき夜よのかぐや姫、といったところか。確かに、姫さまと戦った日は朧月が浮かんでいた。〈念動力テレキネシス〉の光も、そんな月の光に似ている気がする。

「同じ職場で働く以上、内ない藤とう君とご一緒する機会も多くなるかと思います。責任追及の手は学校以外でも緩めるつもりはございませんので、そのつもりで」

「具体的には、どのような追及を？」

　すると、彼女はサッと視線を逸そらした。

「ふっ……深くは訊きかないでください」

　辞去の礼をして、彼女は踵きびすを返した。少し離れたところで、その背中に声をかける。

「桜の樹の話を聞いたか？　──おととい、グラウンドの隅にある桜の樹が、どういうわけか掘り起こされてたそうだ。しかも、なんメートルか移動してたらしい。噂うわさじゃ、桜の樹に住んでる精霊が物干し竿代わりにされてることに怒った、という話だ」

　使用不可となったグラウンドから、大樹を元の場所に戻す作業の気配が伝わってくる。

「……どうして、そのようなことを話されるのですか？」

「いや……なんとなく」

　彼女はクルリとこちらを振り向いた。長い髪が揺れ、見事なまとまりを持って停止する。

「イジワルですね」

　そう言った彼女は、ほんのりと顔を赤らめ、頬ほおを軽く膨らませていた。

　珍しいなんてものじゃない。はじめて見た。

　そうか──姫さまは、こんな顔をして拗すねるのか。

　彼女はそのまま背中を向けて、来た時よりも軽い足取りで校舎の中に消えて行った。

「……よかったね。予言どおりになったじゃない」

　拗ねることに関してはプロのコトハがジト目で見上げてくる。

「蓬ほう子こちゃんにケガさせないで、戦いを止めた。ぬいぐるみも無傷。しかも、羽は島しまで私達たちと一緒なら変な仕事もできるはずない。蓬子ちゃんの働く原因も止めてるよ。これ以上、無事に止めるってこともないと思うけど」

　果たしてそうだろうか。押し倒して心の傷をつけてしまったような気もするが……。

「ていっ！」

　準備していたとしか思えない反応速度で、コトハに両頬をつままれた。

「蓬子ちゃんばっかりズルイ！」

「何が？」と、言ったが聞こえただろうか。

「魔法のランプは使っちゃうし──キ、キスはするしっ！」

「キスも？」

　すると、コトハは急に顔を赤くした。

「あ……間違っちゃった！　今のは言葉の綾あやだよ。深い意味はないから！　とにかくっ──私に相談しないで使い方を決めるのはどうかと思うよ」

　まぁそうだよな。怒ったときはよく分からないことを言うものだ。

「ごめん。他に方法がなかったんだ」

「……ふぅん」

　あーあ……拗ねちゃったよ。

　どうやら、俺が姫さまを贔ひい屓きしていると感じたらしい。

　俺のほうがガキだったはずなのにな……。

　コトハの手を握り、俺は言った。

「俺には何もない。俺が持ってるのは、当たり前の物だけだ。だから……コトハに、その当たり前を貢がせてくれ」

「当たり前を？」

「ああ。全部、当たり前にしよう。眠ることも、超能力だって重荷にさせない」

　手に感じる体温を心地いいと思える。この安あん堵ど感かんから離れたくない。

　多分、この感情は恋愛感情とは違うだろう。あの気持ちがどういうものか、思い出せない。ただ、コトハの魂に対しての業カルマだけとも思えない。

　不思議な気分だ。その不確かな気持ちが心地いい。

「コトハの夢は俺が叶かなえる。俺はコトハのそばにいるから」

　きっと俺はコトハの王子さまじゃない。それでもいい。俺は騎士で満足だ。

　いつか王子さまが迎えにくるまで、俺がお姫さまコトハを守り切る──なんてセリフは、臭すぎてとても言えないな。

　キョトンとした顔をするコトハ。やがてその表情は明るくなっていき、眩まぶしいくらいに晴れやかな笑顔へと変わっていった。

「うんっ！」

　いつ見ても、コイツの笑顔は……生きてるな。

　突然、コトハが身体からだを起こした。まるで奇跡を見たかのように、目を瞬まばたかせている。

「優ゆう一いち、今……ちょっとだけ笑った？」

「そう……か？」

　自分の鉄面皮に触れてみる。相変わらずの厚い面の皮に触れるばかりだ。ピクリともしない。

「笑ったよ！　凄すごい進歩だね、お祝いしなくちゃ！」

　まるで自分のことのようにコトハは笑い、俺の手を取ってブンブンと振り回す。

「今日は御ご馳ち走そうだねっ！　よし、決めた！　今日は私が手料理を振る舞ってあげるよ！　何かリクエストは？　──なんでもいい、はナシだからねっ」

　遠足の前日に眠れない子みたいになっている。これじゃ、せっかく授業をサボってまで昼寝の練習をした意味がない。

　俺はベンチに落ちたブレザーを拾い上げた。

「ありがとう。コトハが眠ってる間に、考えておく」

「うん！　買い物、付き合ってね？　──私も負けてられないなぁ」

　闘志を燃やして、コトハは横になった。被かぶせてやったブレザーを引き上げ、顔を隠す。

　あのさ、と布のせいでくぐもった声のコトハが言った。

「私、言ってみたいセリフがあるんだ」

「言ってみたいセリフ？」

「うん。ぐっすり眠った人が、よく言うセリフ」

　ぐっすり眠った人が言うセリフ……。

「どんなセリフだ？」

「あと五分」

　コトハがブレザーから顔を覗のぞかせる。彼女は茶ちや目めっ気けたっぷりにウィンクすると、太陽のような笑顔でこう言った。

「お願いだから、あと五分！」



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　お初にお目にかかります。この度第八回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作をいただきました、境さかい京きよう亮すけと申します。

　本作をざっくりした感じで表しますと、ボーイ・ミーツ・（スリーピング）ガール・ウィズ・ＥＳＰとでも申しましょうか。そこになんやかんやをむやみやたらに振りかけて、少々ロマンティックなラブコメ風味に味付けしてみました。

　少しだけ作者の身の上を語らせていただきますと、今まで他人の目を気にする執筆というものをしたことがありませんでした。人さまに批評していただく機会を作らず、脈絡も何もなく自分の妄想を書き綴つづっていただけなのです。改稿と推すい敲こう、アドバイスを受けていく内に少しずつ、完かん璧ぺきではなくとも考えが変わっていったように思います。

　妄想を形にして誰だれかと共有する喜び。喜びと同じくらいに悩みました。贅ぜい沢たくな悩みです。贅沢と分かってはいても、妄想を生きがいにする人間には辛つらく感じるときもありました。

　そうしている内に確信しました。自分は物語を考えることが好きなんだな、と。そのことを知ることがまた贅沢な体験となってしまいました。

　紙面も少なくなってしまいましたので、謝辞に移らせていただきたいと思います。

　担当の池いけ本もと様。ご迷惑ばかりおかけして、本当に申し訳ありません。叱しつ咤た激励の数々に救われ、学びました。今後とも、どうかよろしくお願いします。

　素敵なイラストを担当してくださった、きみしま青様。初めてコトハのイラストを拝見したときの衝撃は忘れられません。出来の悪い新参者ではありますが、魅力的なイラストに負けないように精いっぱい努めて参ります。

　さらに編集長の三み坂さか様、選考に携わってくださった審査員の先生方、編集部の皆様、出版や販売に関かかわってくださった方々。

　的確なアドバイスで、右も左も分からない自分を後押ししてくださった庄しよう司じ様。

　挙動不審な言動を繰り返す自分を温かく見守ってくださったバイト先の方々。

　受賞を伝えたときに異常なリアクションの薄さを見せた大学時代の友人達。

　自分の夢を応援してくれた母と妹。

　皆様がいなければ本作、ひいては境さかい京きよう亮すけという人間は存在しませんでした。いくら頭を下げても足りません。本当にありがとうございました。

　そして、本作を手に取ってくださった読者の皆様に、全身全霊の感謝を。

　この作品で皆様がほんの少しでも楽しんでいただければ、これほど嬉しいことはありません。どうか、そうなりますように。

　それでは、またお会いできることを願いつつ、あとがきとさせていただきます。

境　京亮
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お願いだから、あと五分！



著者名……境京亮

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１２年12月31日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2012 Kyousuke Sakai



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      
        		
          プロローグ
        


        		
          第一章
        


        		
          第二章
        


        		
          第三章
        


        		
          第四章
        


        		
          第五章
        


        		
          第六章
        


        		
          第七章
        


        		
          エピローグ
        


      


    
  

OEBPS/image/o_p194.png





OEBPS/image/o_p083.png





OEBPS/image/o_p047.png





OEBPS/image/o_p109.png





OEBPS/image/o_p013.png





OEBPS/image/o_p033.png





OEBPS/image/o_p294-295.png
ART 2R LELHELTORET RSB LOTT,

H
H
®
&
£
3






OEBPS/image/o_p221.png





OEBPS/image/o_p277.png





OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





OEBPS/image/o_p051.png





OEBPS/image/o_p290.png





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg





OEBPS/image/o_kuchie04.jpg





OEBPS/image/o_kuchie02.jpg





OEBPS/image/o_kuchie03.jpg





